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　息が苦しくなるような泣き声が、闇やみの中で何いく重えにも響いて聞こえた。

　繰り返される悲ひ鳴めいは、自分のものであり、他人のものでもある。

　背中に重くのしかかるのは憎にくしみと怒り。

　消えない傷きず跡あとからは、常に生なま々なましい血が流れているような錯さつ覚かくと痛みを感じていた。

　生きていることが苦しくて哀かなしかった。

　魔物たちだけが、自分を否定しなかった。

　前世の夢だと、百年前の記憶であり、自分の歩あゆんできた道ではないとわかっているのに、別人だと割り切ることもできない。そのうち現実と過去が入れ替わりそうで怖こわくて仕方なくて、眠れない夜もあったのに──




『フィン』




　澄すんだ声が風を呼んだ。

　彼女の優しさが膿うみそうな傷を癒いやし、瑠璃ラピスラズリのような瞳ひとみが闇を払う。

　あの時、禍まが々まがしい魔物の気配を纏まとったフィンから目をそらさなかったのは、ミアの幼おさなさゆえだろう。そんなことはわかっている。

　彼女は何も計算しなかった。ただあるがままフィンを受け止めた。




『フィンなの？　どうしてわんちゃんになれるの？　抱だっこしていい？』




　無邪気な笑顔をフィンにむけ、傍かたわらに立って手をつなぎ、たまに頭をなでてくる。

　なんてことのない幼子の行動に、どれだけ自分が救われたのか、きっとミアは知らない。一生わからなくていい。

　一人ではないこと、居場所があること、血がつながってなくても優しくしてくれる人がいること。

　みんなミアに教えてもらった。




　──恋も。
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　荒れ果てた街かい道どうを、真っ黒な馬車が風のように走っていた。

　細かな石を撥はね飛ばし、雑草を踏みつぶしながら進む馬車は驚おどろくほど安定している。

　もちろんその馬車を牽ひいていたのは馬ではなかった。似て非ひなる魔物だ。鬣たてがみのように揺れるそれは黒い炎。瞳ひとみは鮮せん血けつのように赤く、大地には焦こげたような蹄ひづめの跡が延々と残されていた。

　御ぎよ者しや席せきにあたる部分には人影のような黒い何かが座っていたが、どんなに目を凝こらしても常人がその輪りん郭かくを捉とらえることはできない。

　禍まが々まがしさを漂ただよわせるその馬車には、それに相応ふさわしい人物が乗っていた。グレゴール・オプファー──百年ごとに繰り返される《エヒトの審しん判ぱん》で選ばれた当代の魔王だ。

　仕し立たてのいい革の座席で悠ゆう然ぜんと脚を組み、左目から胸にかけてまっすぐはしった傷きず跡あとをつなげるように目を閉じていたグレゴールは、指示がなくても自分の意志のまま動く馬車にその身を任せていた。

　轍わだちを残す騒さわがしさはそこに届かない。不自然なほどの静けさがグレゴールを包んでいたが、それを自ら咎とがめるように石榴石ガーネツトのような赤い双そう眸ぼうが開かれた。

　馬車が停まり、黒く塗られた扉が開き、停てい滞たいしていた車内の空気と外気とが混じり合う。

「何事だ」

　轟とどろくような大声ではないのに、重く響く低い声が何もないように見える荒野にぽつりと落ちた。その声で力を得たかのように、大地から泥どろの塊が飛びだす。

　──低級の魔物だ。人間の言葉を発することすらできない。

　けれど特別な魔法を持っているので偵てい察さつには重ちよう宝ほうしている。

　一見すると生き物に見えないそれは、大きな一つ目を泡のように表面に浮かべ、緑色の虹こう彩さいをグレゴールに向けた。

「…………」

　何も言わずに頷うなずけば、心得た魔物は再びその形を溶とかした。けれど完全に大地に浸しん透とうすることはなく、水たまりのように平らな形でそこに留とどまる。

　最後に残った緑の目玉が完全に溶けると全体が透明になり、空を映した。楕だ円えん形けいの鏡のような形になった魔物は、ふわりと宙に浮かんでグレゴールに平らな面を向ける。

　一瞬そこに映しだされた自分の姿に、グレゴールはわずかに顔をしかめた。

　伸びっぱなしの真っ黒な髪、不健康そうな肌の上に走る醜みにくい傷跡と、爛らん々らんと輝く赤い瞳。座っていても長身だとわかる身体はかなり瘦やせていて、ゆったりとした黒く重たい衣服に着られている感が否いなめない。

　しかし不愉快そうなグレゴールの姿は、一瞬で闇やみ色いろに塗りつぶされて、そこに魔物の見てきた光景が映しだされた。

　すでに勇者の姿はこの魔物を介かいして目にしていたから、その映像の意味は一目でわかった。どうやら勇者は運命を共にする魂たましいの持ち主たちと出会ったらしい。

　エヒト神が定めた勇者につき従う三つの魂。そのうちの二つ。

「…………盗とう賊ぞくと聖女か」

　珍めずらしい組み合わせだと、ぼんやり思う。

　荒れた世の中だから盗賊自体は珍しくないが、まさか勇者の仲間として《エヒトの審判》に参加するとは思わなかった。

　しかも聖女は癒いやし手の能力があるようだ。血を嫌きらう神々の愛をその身に留めるために、彼女は魔物ですら傷つけることができない。それに──

（美しいな……）

　人間を見てそう思ったのははじめてかもしれない。外見も整ってはいるが、内側からにじむ清らかな空気がより彼女の神秘的な美び貌ぼうに磨みがきをかけていた。

　この時代によくもああ清らかな空気を保てるものだと思う。きっと貴重な癒やし手として教団に守られて生きてきたのだ。血なまぐさい場所から隔かく離りされ、堅けん牢ろうな壁の奥に隠されるようにして、大切に育てられたのに違いない。

　食うに困ったことのない女は、この荒こう廃はいした世の中を、その根の深さを真実理解していないのだろう。

　だからこそ神々に愛されている彼女の目はどこまでも澄すんで、その容姿以上に美しい。

「…………」

　ふと彼女の瞳がこちらをむいた。一瞬視線が錯さく綜そうしたように感じたが、もちろん錯覚だ。彼女が見たのは目の前にいるこの魔物である。

　鏡の端に白はく刃じんが映った途端、映像が消えた。角度からして盗賊の投げたナイフだろう。

　魔物の姿が泥の塊に戻って、ぼたりと地面に落ちた。ぎょろりとした目がグレゴールを見て、今後の指示を仰ぐ。

　反射的に「やつらを殺せ」と命令しそうになって、唇くちびるを引き結んだ。

　勇者はエヒト神が人類に与えた未来の光であり、より所だ。多くの人間に立ち直れないほどの絶望を与えたいのであれば、もっと光が大きくなるのを待ってから潰つぶすべきだ。

「引き続き勇者の動向を監かん視ししろ。動きがあれば報告にくるがいい」

　感情を殺した平へい坦たんな声に頷いて、魔物は再び大地に潜もぐった。遠ざかる気配を見送ることなく、黒塗りの扉が閉ざされる。

　再び聖せい杯はいの気配を追おうと瞼まぶたをおろせば、英知の結晶のような瑠璃ラピスラズリの青い粒が浮かぶ。

（鬱うつ陶とうしいな）

　残光のようにちらちらする美しい青を頭の中で黒く塗りつぶし、グレゴールは命じた。

「だせ」

　言葉がなくてもグレゴールの意を受け止めて動く馬車は、まるでその声を合図にしたように進みはじめた。

　──目指すは人類を滅ほろぼすための《エヒトの杯さかずき》。

　人類の命運を決める聖戦はすでにはじまっていた。
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　残光のように瞼の裏に張りついた美しい青は、恋と呼ぶにはあまりにも淡あわく、妬と心しんを起こすには何もかもがグレゴールと違いすぎた。

　それでも思わずにはいられなかったのだろう。

　──こんな人間がいていいのかと……。

（いいに決まっている）

　かつて自分であったものの残ざん滓しに触ふれながら、フィンはゆっくりと目を開けた。

　赤茶の瞳は赤みが強く、日があたればグレゴールと同じように石榴石ガーネツトのような深い赤色の光こう彩さいになる。目つきの悪さは共通かもしれないが、その瞳はあれほど濁にごっていない。

　高い身長はさして変わらないかもしれない。しかし魔法剣士として、街を守る警けい備び隊たいとして日々鍛きたえた身体はグレゴールと厚あつみが違った。

　髪は短く色は金きん茶ちやだ。柔やわらかな髪質は、寝起きのままだと少し幼い印象を与える。

　鋭するどいながらも整ったフィンの顔に、醜みにくい傷跡はない。

「……………まだ、あの夢を見るんだな」

　ぽつりと呟つぶやいた声に返事はない。昨日まで同じ部屋で寝起きしていた男なら、気配に敏感だったため寝ぼけながらも目を覚まして何か言ってくれたかもしれないが、彼は今別のところにいる。

　今、この部屋にいるのはフィンだけだ。

　起きあがる。

　一人部屋には慣れているはずなのに、それがたまらなく怖かった。いざという時、誰が自分を止めてくれるのだろうかと不安に思う。

「ああ勇者がいるか……この宿にいる間なら大丈夫かな？」

　今こん生じようで魔王を殺す運命を与えられた勇者は、フィンの大切な幼おさな馴な染じみと同じ部屋に寝泊まりしている。

「ミアが無事なら、それでいい……」

　真実フィンの本心ではあるが、それでもわずかに声が震ふるえた。

　一週間前、世界が金こん色じきに包まれたあの日に、自分は運命から解放されたのではないかと思ってしまった。だから勘かん違ちがいしてしまったのだ。

　あの鮮あざやかな赤毛の少女の隣となりに堂々と立てるのではないかと、ずっと側そばにいられるんじゃないかと……。

　──そんなわけないのに。

　百年ごとに繰り返される神々の審しん判ぱん、人類の命運を左右するために選ばれた魂が変わったわけではないのだから。

（俺が俺であるうちに、死んだほうがいいかな……）

　百年前の魔王はかかわった人間に追いつめられて、自分から手を伸ばして忌いまわしき力を手に入れた。フィンはもちろん同じことをするつもりはないけれど……。




『役目を果たせ』




　そう遠くない日に、夢の中で聞いた声を思いだし、肩が震える。

　無条件で従わなければならないと思わせるその声は、フィンが眠っている時だけ聞こえてきた。目覚めても忘れることのできないその声は、今もまだフィンを苛さいなむ。

　百年前、グレゴールが人間たちから受けた傷を、力を手に入れたいと望まずにいられなかった過去を見せて、あの声は問いかけてきた。




『人間が憎にくいだろう？』




　子供の頃から見ていた夢の欠片かけら。

　現実ではない。けれどかつてあった事実。

　人間はどこまでも残ざん酷こくになれて、強きよう者しやは弱者を踏みつぶしてもいいのだと……ならば自分が生きるために強者になってやると、そう決断した男の人生の一部。

　再び声が聞こえたわけでもないのに吞のまれそうになって、フィンは強く頭かぶりを振った。

　同じ魂であっても、あれは自分の人生ではない。




『わたしのこと好きでいてね』




　幼い頃に聞いた言葉を思いだす。

　好きになっていいのだと、そう認められた喜びを、きっと彼女は知らない。

「ミア」

　名を呟けば魔法の呪じゆ文もんのように、頭の中を占せん拠きよしそうになっていた声が消えた。

　躊躇ためらいなく伸ばされた腕を思いだす。

　柔らかく撥はねる赤いクセッ毛、楽しげに輝く瑠璃ラピスラズリのような青い瞳。意思の強そうな眉まゆを自在に変化させて、くるくると色んな表情を浮かべてフィンを見上げる。

　心配そうに、楽しそうに、怒ったように、感情を隠すことのないその瞳は、かの聖女よりも尊とうとく美しいと思うのだ。

　落ち着きを取り戻したフィンは、のろのろと起きあがって身み支じ度たくを整えた。整髪料を手に、指先で髪をつんつんに立てていると、なんとなく自分の強さが増すような気がする。

（……身体を動かしたいな）

　いつもなら朝食の前に宿の裏庭を借りて素す振ぶりをするのだが、とてもそんな気分になれない。

　どちらにしろ今日は王都フェアビーテンにむかう予定だから、汗あせをかいて余計な洗濯物をだす必要もないだろう。朝食にはかなり早い時間に目覚めてしまった。

（散歩でもするか……）

　駅があるだけあって、地方都市マッセルはそれなり以上に栄さかえている。石造りの都市は古く、あちらこちらが木材や鉄で補強されていた。欠けた石材は魔物との戦せん闘とうの跡だと、住民たちが誇ほこらしげに笑う街だ。

　朝がはじまったばかり淡い色合いの空の下、蔦つたの這はう低い石いし壁かべの横をのんびりと歩いている幼馴染みを見つけて、フィンは走った。

「ミア」

　肩よりも少し下の赤毛がふわりと揺れてフィンを振り返る。

　前髪のすべてと横の髪を一部後頭部で結っているせいで、おでこの形のよさがわかりやすい。くりくりとして少し幼い印象を与える瞳が、フィンを見つけてぱっと輝いた。

「フィン」

　明るく響く声に、自然と肩の力が抜ける。

　無邪気な笑顔につられて、口くち許もとがゆるんだ。

「フィンも散歩？」

　小さく頷うなずくが、ミアの言葉が気になった。『も』をつけたということは、ミアもまた散歩のつもりだったのだろう。

　思わず頭から一いち瞥べつしてしまう。

　暖かみのある赤い髪、白いけれど瑞みず々みずしく健康的な肌、平均的な身長の、すらりとした細身の体たい軀くは腕の中にすっぽりと収まって、庇ひ護ご欲よくをそそる。

　一時期ミアはくっきりとした眉やうっすらと浮いたソバカスを気にしていたようだが、欲目を抜きにしても、彼女はとても可か愛わいらしい顔立ちをしていると思う。前世が規格外に美女だっただけだ。天てん真しん爛らん漫まんな笑顔の似合う少女は、むしろ世の男たちの手が伸びやすい。地元にいた時は幼い頃からミアについて回って、周囲の男たちが彼女に手をださないように睨にらみをきかせたものだ。

　早朝とはいえひと気のない場所をミアが一人で歩いていた事実に、フィンは顔を曇くもらせる。

「ジョイスは？」

　今生の勇者は、彼女と同じ部屋に泊まっていたはずだ。

「出かける時に見送ってくださったけど、また寝ているんじゃないかしら？」

　まだ早いしねと、なんてことないように頷く無防備な少女に、ため息が口をつきそうになる。

「でかける前に声をかけてくれればよかったのに……」

「過保護すぎるわよ」

「ならミアは油断しすぎだ。旅先で一人にしたせいで何かあったら、俺は親おや父じさんに顔向けできない」

　フィンの動かない表情筋は、意外と端たん整せいな顔立ちと鋭い目つきのせいで威い圧あつ感かんを醸かもしだすが、その実、『これだけは言わなければいけないけれど、ミアに嫌われたらどうしよう』と緊張して強こわ張ばっているだけだったりする。

　それを知っているミアは、小さく笑って言い訳をした。

「最初はフィンの稽けい古こを見物しようと思ったのよ。そしたらいなかったんだもの」

　ミアが見に来ようとしたのなら、ぐだぐだと悩なやんでないで、いつも通りに裏庭に行けばよかった。

「ごめん」

　あっさりと謝ったフィンを見上げて、二歳年下の少女は困ったように、愛いとしげに目を和なごませた。

「わたしが勝手にそうしただけなんだから謝らないの。今日の出しゆつ立たつに備えていたんでしょう？」

　違うけれど、「ん」と、短く肯こう定ていして、自分の頰ほおに伸びてきた手の平に意識をむける。温かくて柔らかなミアの手は、日々の家事のせいか少しだけ荒れていて、右手の中指の第一関節部分が硬かたくふくれている。

　ペンを持つ職業特有の指は、ミアの努力の証あかしでとても好ましい。

「何かあったの？」

　見み透すかす瞳に、目をそらす。

「……何もない」

「噓うそ」

　こちらの言葉を信用するつもりはないらしい。ミアには噓がすぐばれてしまう。

「また嫌いやな夢でも見たの？」

　蘇よみがえってしまった前世の記憶に、ぴくりと肩が震える──それを見逃すミアではない。

「フィン」

　母親が幼い子供を注意するように、声が一段低くなる。言えと強要されても、口を割わるわけにはいかないから、フィンは小さく笑った。

「なんでもない。大丈夫だ」

　忌まわしい《エヒトの審判》は終わったはずなのに、まだ前世の夢を見ていることを知られるのが怖かった。いっそ離れたほうがいいと思うのだけれど……。

「フィン」

　──そんなことができるようなら、もっと早くに離れている。

　ミアが詰め寄る。強く光るその瞳の吸引力から、フィンは逃れられない。ただでさえ近かった二人の距離は、もうぴたりと触れあいそうなほど近い。

「わたしにも言えない？」

　下から届く呼こ気きが甘い。

　幼い頃から危険人物を遠ざけてきた弊へい害がいか、ミアは人との距離が近い。親しい人間相手なら特にそうで、年頃の娘になっても平気でフィンに抱きついてくるし、無意識にか意図的にか甘えてくる。

（けれどこれは……）

　いくらなんでも距離が近すぎると思うのだ。ミアは自分たちが端はたからどう見えるか気にしないのだろうか？

　早朝の古い石いし畳だたみの路地にたたずむ年頃の男女、もちろん自分たち以外にこの道を通る人影はなく、爽さわやかな小鳥の鳴き声はまるで初うい々ういしい恋人たちを祝福しているよう。

（いや！　な、流されたら親父さんに申し訳ない！）

　唯ゆい一いつの血けつ縁えんだった父が他界し、魔物に呪のろわれていたフィンを、実子のミアと分け隔へだてなく大切に育ててくれた恩人を裏切るなんてとてもできない。

　ぬっと、ミアの背中に回りかけた自分の手を認め、慌あわてて止めるも……戻すのは、難しかった。

　呪われた自分を、血縁でもないのに最初に受け止めてくれたのはミアなのだ。

　前世が魔王だと知っても、本人の前世が聖女であっても、ミアは側にいてくれた。フィンが大好きだと言ってくれた。嫌わない。生きていていい。自分は逃げないと、身をもって証明してくれた大切な幼馴染みは、当然のようにフィンの初恋の人になった。

　誰にも渡したくないと強い執しゆう着ちやくを持つと同時に、誰よりも何よりも幸せになってほしいから、血ち塗ぬられた魂を持つ自分が触れてはいけない人だと思う。

　矛む盾じゆんした想いを抱えてここまできた。どちらも手放せない。どうしても離したくない。

「ねえ」

　意思の力で目をそらそうとしているのに、ふっくらとした桃もも色の唇がフィンの注目を呼び戻す──あの唇の柔らかさを、フィンは知っていた。




『大好きよ』




　ほんの一週間前、金色の世界が《エヒトの審判》の終了を伝えた時、ただ一人魔物の闇に包まれたままだったフィンを、ミアはその唇で光の世界に解放した。

　こんな自分に都合のいいこと、夢に違いないと思った。けれど、ミアは照れたように赤くなりながら、得意げに笑った。




『乙女おとめの唇は安くないけど、フィンならいいわ』




　なんてことないのだと言いたげな口調が、とてもミアらしかった。だから現実だと思った。けれど日が経たつに従って、変わらないミアの態度に戸と惑まどった。そしてあの言葉の意味を考えた。

　思ってみればミアは、小さな頃からフィンに大好きだと告げていた。

　一人が寂さみしいと、闇が怖いと、いつかみんなに嫌われて捨てられるのではないかと怯おびえるフィンのために、『大好き』と『側にいる』を繰り返し続けた。

　──あの時のあの言葉が特別だと、そう思ってしまったのは間違いだったのだろうか？

「フィン？」

　まばたいて、可愛らしく小首を傾かしげるミアの唇に手を伸ばす。

　なぞる。

　剣に慣れたフィンの指は皮ひ膚ふが厚くなっていて、柔らかな唇を傷つけるのではないかと冷ひや冷やする。

　その一方で、傷つけたいとも思った。

　──食らいつくように嚙かみついて、存分にその味を堪たん能のうしたいと……。

「フィン？」

　指の下で、囁ささやくような声が名を呼んだ。

「──っ！」

　我に返る。

　凶悪な衝しよう動どうに怯え、フィンは反射的に両手をあげてミアから飛び退のいた。

「ええとあの……」

　頰を赤くして戸惑うミアに、勢いよく頭を下げる。

「ごめん！　悪かった！　別に……いや、その傷つけたかったわけじゃないんだ！」

　できれば身を翻ひるがえして全力で逃げたかったけれど、ミアに許してもらえないのは困るから、それ以上離れられない。泣きたい。嫌わないでほしい。

　無害でいるから、魔王になんてならないから、ミアの側にいさせてほしい。

「フィンってば、わたしは怒ってないでしょう？　本当に変よ？　どうしたの？」

　よしよしと、つんと立てた頭の代わりに腕をなでられて、羞しゆう恥ちと後ろめたさに頰が赤くなる。

「もういっそジョイスでいいから殺してくれ！」

「どうしてそこでジョイス様の名前がでるのよ！」

「え？　わたし？」

　唐とう突とつに割りこんだ声に驚いて顔を上げれば、ほとんど同時にミアも背後を振り返った。

「あ……」

　うっかりしたとばかりに片手を口にあてた人物が、不審者よろしく古い石壁の陰からこちらを覗のぞいているのを発見する。

　年の頃は二十代前半。そろりと姿を現したその人は、一見細身の青年に見えた。整った顔立ちはどこか少年っぽく、明るい表情がよく似合うのだが、今は気まずそうな顔をしている。

　橄欖石ペリドツトのような透明感のある黄緑色の瞳は切れ長で、フィンのように鋭すぎもせずに涼すずしげだ。艶つややかな黒髪が風になびいてさらさらと揺れる。

　──今生の勇者、ジョイス・ヴァールだ。

「ああいや、どうせ出立の準備をしないといけないから、やっぱり二度寝はやめておこうかなと思って。フィンが稽古をしているようなら眠気覚ましに相手をしようと思ったんだけど……」

　裏庭に行ってみたらフィンもミアもいなくて、ならば散歩でもしようかと外に出たら、二人を発見したらしい。

「面おも白しろ……微笑ほほえましいやりとりをしていたから、ここは年長者の義務として、見守ろうとしたんだよ。すまないね。邪魔するつもりは欠片もなかったし、今もないからわたしのことは道みち端ばたの石とでも思って続きをしてくれ」

　つらつらと言い訳を紡つむぐ声は、男性にしては高く、女性にしては低い。

　動きやすくも丈夫そうな衣服は男の物で、腰には剣を吊つるしているが、その胸には鍛錬では身につかない柔らかな膨ふくらみがある。

「じゃ」

　一通り説明したから面めん目もくが立ったと言いたげに、格かつ好こう良よく片手をあげて颯さつ爽そうと去ろうとしたジョイスだが、下ろしていたほうの腕をミアにしがみつかれて蹈鞴たたらを踏む。

「ミア？　どうし……──フィン、わたし一応同性だから睨まないでくれ。視線が痛い」

　言われてはじめてジョイスを睨んでいたと自覚したフィンは、そっぽを向いて二人から視線を外した。

「フィンのことなんて気になさらないでジョイス様。わたしも宿に戻るもの。荷物を片付けなきゃだし」

　不ふ機き嫌げんそうな声に驚いて顔を戻すと、ミアがぎゅっとジョイスの腕に抱きついたまま、こちらを一瞥すらしない。

「………………」

「ミア？」

　声のでないフィンの代わりに、ジョイスが問いかける。

「フィンなんて知らない」

　相変わらずこちらをむいていないミアだが、熟した林りん檎ごのような色合いの耳はフィンからも見えていた。

（あ。嚙みたい）

　美お味いしそうだと思ってしまった自分を、すぐさま心の中で殴なぐりつける。理性がミアを止めて話しあえと訴えてきたが、冷静に会話ができる自信がないのも事実だ。フィンの大切な幼馴染みはいつも可愛いが、二人きりの時はもっと可愛い。いつか歯止めがきかなくなりそうで怖い。少なくとも自分の雑念を散らす時間がほしい。

　──伸ばした手で、ミアに触ることができない。

「…………」

　ぱくぱくと口を動かすが、言葉を弄ろうするのが苦手なフィンは、咄とつ嗟さにミアを安心させるようなことが言えなかった。

　地元にいた時であれば、ミアはフィンの言葉を待とうとしてくれたはずだ。けれど今のミアは可か憐れんに頰を赤く染め、彼女の初恋相手である今生の勇者の腕に縋すがりついている。

　無性に苛いらつくと同時に、焦あせる。

　ジョイスは女性だ。けれど男の自分から見ても爽さわやかで凜り々りしい外見をしている。人と接すれば朗ほがらかで、誰にでも優しい。すらりとした肢し体たいは男性だと思えば細身だが、ふとした仕草でその敏びん捷しよう性せいや鍛えたゆえの安定感がにじむ。事実、彼女は体格に恵まれ、剣の才にも恵まれたフィンと同等の腕を持っていた。

　性別なんてどうでもいいと思わせるような魅み力りよくにあふれた人物だし、事実、ミアもそう口にしていた。その感情は彼女の前世であるユーディットの想いの残滓だったと結論づけていたが、それでも恥はじらう横顔や楽しそうな笑顔を見ていた身にすれば、充じゆう分ぶん嫉しつ妬とに足たる恋だった。

　前世が魔王を退治した勇者であろうと、人ひと妻づまで妊にん婦ぷのジョイスよりはフィンのほうがまだミアに相応ふさわしいと……思いたい。

（ミアが選ぶことだけど……）

　そう思った途端に、きゅっと胸の奥が締しめつけられた。

　一歩も動けなくなる。動いてはいけないと思う。魔王になるべく選ばれたこの魂は、人の血と憎悪に汚けがれている。本来ならば、ミアの隣に立つべきではないのだ。

（…………頭を冷やそう）

　しゅんと肩を落としてミアたちから顔を背け、踵きびすを返す。

　当初の目的通り、散歩でもして気を紛まぎらわそうとしたのだが……──

「どうして追いかけてこないの!?」

　手を引っ張られて目を丸くする。

「なんかわたしがすごい面倒くさくて可愛くない女みたいじゃない！」

「ミアは可愛いと……思う」

　ほとんど反射で即そく答とうしてしまったのが気まずくて、『思う』をつけ足したのだが、ミアの頰と耳の赤みが首まで広がった。

　まばたく。

（あれ？）

　変わっていないのではないかと思っていた関係だが、実はちょっと変わっていたのではないだろうか。そう期待してもいいのだろうか？

　意識してもらっている気がする。嬉うれしい。どうしよう？

　十九年間の人生の大部分をミアと過ごしてきたが、こんな反応をされた時はなかったと、目め頭がしらが熱くなる。というか……こぼれる。

　ぽたりと石畳に落ちた水すい滴てきに、誰よりもフィンがぎょっとした。

「フィン？」

「ごめ……」

　感かん極きわまったと言うのも恥ずかしく、本気で逃げだそうと思ったが、うろたえたミアまで目に涙を湛たたえてしまったので動けない。

「違うのよ？　捨てたわけじゃないからね？　大好きよ」

　今までとは似にて非ひなる意味に聞こえた言葉に、涙が増えた。

　本当に、男女の意味でミアに好きになってもらえたのだと思うとたまらなかった。

　──抱きしめてもいいのだろうか？　触れても許されるのだろうか？

　頭の中でしつこく疑おうとするフィンの思考を遮さえぎるように、ミアが正面から抱きついてきた。

「ねえお願い泣かないで」

　無理だ。

　だって本当にずっと好きだった。

　でも絶対にそういった意味で自分から触れてはいけないと思っていたし、自分はミアに相応しくないと自じ戒かいしてきた。そうだ相応しくないのだ。

　今朝の、今さっきのことだというのに、忘れかけていた前世の夢を思いだす。

　ミアを自分から離さなきゃいけないのに、幸福すぎて動けない。

　困ってジョイスに助けを求めようとしたら、何やらほのぼのとした表情でこちらを眺ながめている。

　もちろんばちりと目が合ったのだが──

「………………」

　自分のことは気にするなとばかりに無言で手を振って、スキップをしそうな勢いで宿に戻っていってしまった。

（違う！　追い払ったんじゃないっ！）

　気心の知れた神官ならば、絶対に助けてくれた場面なのに、彼は今ごろ別の場所で身支度を整え首都方面にむかう列車に乗るため駅に行こうとしているだろう。実は数時間後にフィンたちも同じ路線の列車に乗る予定だ。

「フィン」

　声の甘さにくらりとする。

　伸ばされた手で涙を拭ふかれた。

　見上げてくるミアが心底可愛い。

「泣き止やんだ？」

　離れそうになった手を反射で握る。

　もう少しだけ慰めてほしいと態度で告げれば、ふにゃりと相そう好ごうを崩したミアが、甘えるように額ひたいを押しつけてきた。

（あ。もうこれ理性いらないかな……）

　道端だけど、思いきり抱きしめてキスしても許される空気じゃないかなと、ゆっくりとミアの手を離して、華きや奢しやな背中に腕を回そうとした時、彼女が身じろいだ。

「ふふ」

　幸福そうな笑い声に、邪よこしまな感情を持った自分を蹴り飛ばしたくなる。

「わたしたち散歩にきたはずなのに、全然動いてないね。ジョイス様もいつの間にかいなくなっちゃったし……」

「うん」

　顔をあげたミアと穏やかに微笑みあえば、するりと手を握られた。

「朝食まで時間があるし、少し一緒に歩こう？」

「ん」

　はにかみながら小首を傾げるミアに、何も考えずにこくりと頷く。

　ああもう前世の葛かつ藤とうとかそういうのも全部いらないかなと、今がとてつもなく幸せだからそれでいいかなと、ふわふわした頭で考えた。のんびりと散歩をして宿に戻り、ジョイスも交えて朝食を共にし、ゆっくりと支度をして、「今度はちゃんと観光でこようね」と笑うミアに頷きながら駅に到着する。

　駅と駅の区間が長く、乗車時間も比例して長いので昼食は列車の中で。

　目的地は首都フェアビーテン。

　長い歴史を抱える一方、文化発はつ祥しようの地でもある花の都。かつてフィンが生まれ育ったその場所に降り立った時、その悲鳴は聞こえた。




「魔王が出たぞー！」
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　力強い父の背中を、自分をしっかりと支えてくれた父の腕うでを覚えている。

　フィンが幼い頃の前世の夢は今のようにはっきりしていなくて、悪夢が紛まぎれこんだと思う程度に断片的なものだった。物事の意味すらよくわかっていなかったけれど、それを見た夜はひどく怯おびえた。繰り返すうちに人が怖くなった。

　父はフィンの夢も人間不信もすべて呪のろいのせいだと思っていたようだ。当時親しん衛えい隊たい隊長という立場で、人の恨うらみを買いやすかった父は、息子は自分のせいで呪いにかかったと信じていた。だから……いつも困ったような、悲しげな顔で見下ろされていたように思う。

「ごめんな」

　フィンは呪いの理由が父のせいではないとなんとなく知っていた。けれど言ったら嫌われるような気がして言えなかった。父が罪悪感を覚えている間は、絶対に捨てられることがないだろうと……ずるい計算をしたのだ。

「ごめんな」

　謝罪されるたびに、腹の底に暗いものが積もっていくようだった。

　フィンが生まれたせいで母は他界し、父は伴はん侶りよを永遠に失った。

　フィンの呪いのせいで父は職を捨て、環境を変えた。

　呪いに負けがちな弱い身体からだはすぐに熱をだした。父はあまり頻ひん繁ぱんに家から出られない。一緒にいるのが重くて……でも嬉うれしかった。

「お。偉えらいぞ。全部食べたな」

　剣を振ること以外、不器用な父が一いつ生しよう懸けん命めい作ったシチューはまずかった。

　収入が減り、使用人がいなくなり、二人だけで住むようになった家は狭せまかった。

「大きくなれよフィン。俺より強くなるんだぞ」

　子供の頭など簡単につかめる大きな手が、髪をなでたつもりで脳のうを揺ゆらす。

　当時のフィンは本当に小さかったから、実のところ父との思い出は少なく、もしかしたらミアの父の記憶とごっちゃになっている部分もあるのかもしれない。

　でも大好きだったのは覚えている。

　大好きだったから、いつも心の中で謝っていた。祈いのる神の名もわからずに祈っていた。




　──ごめんなさい。ごめんなさい。捨てないで。ぼくを愛して。




　もうこれ以上、父が何もなくしませんように。

　もっとずっと、本当にずっと父と一緒に暮らせますように。

　必死の祈りは神に届かず、父は命を失った。

　フィンが魔王だったから父は他界したのだと、そう思った。

　自分はきっと魔物ではなく、神に呪われているのだろう。

　ここは神が創った地だから自分に優しくないのだ。

　すべて壊してしまえば、自分に優しい世界になるだろうか？

　泣きながら自じ暴ぼう自じ棄きになりそうになるたびに、小さな手が止めてくれた。

　一緒にいるよと抱きしめてくれた。だから寂さびしくないよと……フィンに優しくしてくれる人もいるのだと、教えてくれた。




「魔王になんてならなくていいよ。わたしも聖女になんかならないから」




　自分よりも小さな子供は、太陽よりも暖あたたかな光でフィンを包んだ。

「大好きよ、フィン」

　人類の英雄と共に歩く道を自ら閉ざし、側そばにいると誓ちかって実行してくれた。

　百年前の世界を、彼女も夢で見ていたはずなのに、フィンの手を離さなかった。

　過去よりも現在を信じて未来を賭かけた。

　それがどれだけ危険なことか、わからなかったはずはないのに……。

（ごめんな、ミア）

　彼女のためにならないと知っていた。

　いつか後こう悔かいさせてしまうかもしれないと思った。

　離れたほうがいいのだとわかっていて、できなかった。

　ミアのことが好きだった。

　誰よりも愛してしまった。

（ごめん）

　彼女の幸せを心から願っている。

　でも、もう手放せそうにない。
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　叱しかられることを覚悟した子供のように目を閉じたフィンだが、誰かが武器を持って襲ってくることはなかった。呪文を詠えい唱しようしている声も聞こえない。

　ばたばたと忙せわしない足音と怒号は耳に入ったが、どうやら目の前を素通りしたようだ。

「あれ？」

　剣の柄つかに手を伸ばさないよう拳を握って自制したのに、駅前の通りはフィンを無視したままだった。

　戸と惑まどいを隠せないフィンは、答えを求めるように旅の同行者である女性二人を見下ろしたが、今こん生じようの勇者も前世が聖女だった者も不ふ思し議ぎそうに周囲を窺うかがっている。

　一拍を置いて、どうやら自分の前世がばれたわけではないと悟さとった。

「劇場の呼びこみ……にしては、切せつ羽ぱ詰つまった声だったわね？」

　劇作家の娘らしいミアの発想に、ジョイスが頷うなずく。

「魔物が出しゆつ没ぼつしたと言われたほうがしっくりくるな……ちょっと見てこようか。フィン、ミアと荷物を頼んだ」

　ジョイスは腕の立つ剣士である。整ってはいるけれど中性的な容姿と相まって、部分鎧よろいの胸あてとマントを身につけたら細身の青年にしか見えない。

　反射的に頷きそうになるが、その足が動きだす前に慌あわてて止めた。

「逆だ、ジョイス。俺が見てくる」

「フィンはこのへんの道わかんないだろ？　迷子にならないようにミアとここにいなよ」

　ジョイスの地元だ。彼女の主張は正論ではある。だが──

「頼むから妊にん婦ぷは大人しくしていてくれ」

　手合わせの意図があったり、フィンが正気を失っていたりしたとはいえ、何度か剣を合わせた後ろめたさがあるぶん、簡単に引き下がるつもりはなかった。

　腹が目立っていないのだから、まだ大人しくしていたほうがいい時期なのはなんとなくわかる。そもそも妊婦は剣を持って走ったり戦ったりしてはいけないはずだ。

「駅を目指せばいいんだから、そうそう迷子にはならないと思う。ここにいてくれ。ミア、ジョイスを見張っていてくれないか」

「わかったわ！」

　力強く頷くのはいいのだが、抱きつく必要はないと思うのだ。

「…………」

　足が固まってしまったフィンを見上げ、可か愛わいらしく小首を傾かしげたミアと視線が絡からむ。

　やっぱりちょっと離れてほしくて手を伸ばしたその時──




「俺のシュガーに触んじゃねえよ！」




　ふいに背せ筋すじを震ふるわせた寒気と怒ど号ごうに、身体が勝手に動いた。横よこ薙なぎに剣を抜いた直後、高い金属音が響いて、それぞれの刃やいばが火花を散らす。

　上から振り下ろされた攻撃にしろ、とんでもない力だ。ぎちぎちと全体重を押しつけるようにして斬きりかかってきた男は、フィンが完全に剣を止めたのを知って、感心したようににやりと顔を歪ゆがめた。

「ほお？　昨今の痴ち漢かんにしちゃ骨があるな」

「…………痴漢を働いた記憶はない！」

　ミアに対して多少やましい気持ちがあるため、変な沈黙を挟はさんでしまったが、少なくともこの男の前で不ふ埒らちな考えを起こしてはいない。

　そもそもシュガーとは誰だ。

「ローマン！」

　叫んだ声に、まさかと思う。まさかと思ったが、ジョイスが自分より倍近く太さの違う腕に手をやった。

「やめてくれ。再会早々警備隊にお前が捕まったら、わたしが寂さびしいじゃないか」

「でも俺のシュガーが知らねえ男に触られたら……」

「よく見ろよ。フィンが手を伸ばしたのはわたしじゃなくてミアだ」

　男の目がそこではじめてミアを発見したらしい。失礼な話だ。

　くりくりとした瑠璃ラピスラズリの瞳が大きく開かれたまま男を凝ぎよう視ししているのを見て、フィンもまた剣を戻しながらジョイスに鎮しずめられた男を眺ながめる。

　粗そ野やな言動だが、短く整えられた栗くり毛げの髪は清せい潔けつ感かんがあった。服装も一般的なもので、ボタン一つ外すことなくきちんと身につけている。むしろ腰にある年季の入った大きな剣が不ふ釣つり合いだと言いたかったが、フィンの首より太い腕に、丸太のような腰、それを支える安定感のある下半身を一いち瞥べつすれば、どうして鎧を身につけていないのだと疑問に思う。

　瞳は青。ミアのものよりも淡い虹こう彩さいは、今は甘く潤うるんでいた。

「すまねえ。久しぶりに会った妻が、他の男に触られそうになっていると思ったら、頭に血が上っちまったんだよ」

（妻？）

「わたしが夫以外の男に身体を触らせるはずないだろう？　お前だけだ、ローマン」

「ジョイス、俺のシュガー」

　ジョイスがローマンと呼んだ男は、フィンよりも多少上うわ背ぜいがあるようだった。そして肉体の厚みは倍近く違ちがいそうだ。自分も鍛きたえているほうだが、服が破裂しそうな筋肉はしていない。まるで筋肉の塊かたまりだ。

　そしてそんな男の腕に抱かれているジョイスは、体格差も相まって、フィンの目でも美しい女性に見えた。格好や髪型はそのままなのに、どんな目の錯さつ覚かくだと思う。愛か。

「身体は大丈夫か？　元気か？　怪け我がはないか？」

「ローマン、その質問全部同じ内容だよ」

「うるせ。できることなら、旅になんて行かせたくなかったのに……」

「人前で愚ぐ痴ちるな。腹の子も含めて無事だよ。再会を喜ぶならキスの一つもしてくれ」

　ローマンを見上げる橄欖石ペリドツトの瞳が砂さ糖とうよりも甘く輝いたのを認めて、フィンは反射的にミアを引き寄せて目を覆おおい、自分もジョイスたちから目をそらした。
















「え？　フィン？　後学のため！　後学のためにもちょっと実例が見たい！」

　基本的にミアの望みはすべて叶かなえてやりたかったけれど、今回のこれは無理だ。万が一自分が触発されて、可愛い唇を奪うばったらどうする。

（こんな場所で二度目のキスなんて冗談じゃない）

　ただでさえミアとの最初のキスは彼女からで、フィンは人間の姿もしていなかった。古い遺い跡せきの中は暗くてロマンチックとはほど遠く、むしろ解かい呪じゆの儀式に近かった。できればやり直したい。

　二人っきりの綺き麗れいな場所で、ミアを夢見心地にさせて、お互いに微笑ほほえみながらゆっくりと唇を重ねるのだ。ふらっと流されてそれを台無しにしたくない。

　今まで何度か流されかけたのは認めるが、基本的にフィンは二度目のキスにこだわりたいと思っているのだ。

「ごめんね二人とも。紹介が遅れた。わたしの夫のローマン・ヴァールだ。元警備隊で、元わたしの上司。足の怪我で早めに引退して、今はこの街でケーキ屋を開いているんだ」

　なんだろう……最後なんか説明がおかしかった。

　力をなくしたフィンの手から抜けだしたミアが、遠えん慮りよなく叫ぶ。

「ケーキ屋さん!?」

「そう」

「あ。経営者的な意味で？」

　店の持ち主と店の主が違うというのはよくあることだ。経営者は店主に店を貸してやる代わりに、売り上げの何割かを支払わせる。だが──

「経営もやっているけど、スポンジを焼いたりクリームを塗ぬったりしている時のほうが楽しそうだよ」

　つまりはケーキ職人らしい。

　ジョイスとの愛を確認して落ち着いた男は、大だい分ぶ穏やかな顔になったがそもそも元の造ぞう作さくが厳いかつい。軍人のような顔つきは鎧を身につけて剣を振っているか、部下を怒ど鳴なりつけているほうが似合いそうだ。

「で、こっちが劇作家見習いのミア・クラングと、その護ご衛えいで幼おさな馴な染じみのフィン・シックザール。彼はトラオムで警備隊員をしている魔法剣士だ」

「ほお。道理で反応がいい。普段から感知能力と膂りよ力りよくを魔法で増強してんのかい？　それとも殺気を察して自分に魔法をかけたのか？」

「何も使っていませんよ。魔法を使う暇ひまなんてくれなかったじゃないですか」

　なんとなく敬語になってしまうのは、元ジョイスの上官だと聞いたせいか。身に染みついた上下社会の空気に吞のまれ、背筋を伸ばして踵かかとを揃そろえてしまいそうだ。

　それに気づいたのか、ローマンは小さく苦笑した。頰ほおを緩ゆるめると大分印象が変わる。今まで緊張していたのが申し訳ないくらい、温かで優しい。

「すまねえな。俺のシュガーに近づく男は過か剰じように警戒しちまう性しよう分ぶんなんだよ。そう堅くならんでくれ」

「それにしてもいきなり剣を抜くのは非常識だわ！　フィンが怪我をしたらどうするのよ！」

　ずいと前にでるミアに、大きな身体を縮ませてローマンが再度謝罪した。

「すまねえ」

「ごめんね、ミア。長くわたしと離れていたぶん、ローマンは心配していたんだと思うんだよ。これでも身み重おもだしね。わたしたちの事情も知っているし……」

　世界の命運をかけた、命がけの戦いになる予定だったのだ。

　人前でも憚はばからない愛情の示し方をする男ならば、心底心配しただろうし、仮にフィンがローマンの立場ならば、ジョイスを旅立たせようとはしなかっただろう。

　しかしジョイスは《エヒトの審しん判ぱん》に参加した。ローマンがそれを承しよう諾だくした時は身を切る思いだったに違いない。

　下へ手たをすれば旅先で子供を産むことになっていたかもしれない妻が、役目を果たして戻ってきたのだから、心配したぶん早く再会したかったのだろう。そんな時に、見ず知らずの若い男が妻に触れようとしていたら……。

「こちらもすいませんでした」

　自分とミアを目の前の夫婦に置き換えて想像したら、謝罪の言葉が口をついた。

「俺がローマンなら、相手の手首を切り落としてる」

「わかってくれるか！」

　男同士の物ぶつ騒そうな共感に、ミアはしぶしぶ身を引いた。

「フィンが納得したならいいけどぉ」

「ごめんね。お詫わびに美お味いしいケーキをごちそうするから許してよ」

　なだめる声に、無邪気な瞳がきらりと輝く。

「ジョイス様が作るの？」

「いやぁ。わたしはそっちの才能に恵まれなくてね。でもうちの旦だん那なのケーキは美味しいんだよ。食べて」

「…………」

　ちらりとミアの目がローマンを見上げた。

「ジョイス様がそうおっしゃるなら」

「よかった！　さ、おいで」

　遠慮なくローマンに自分の荷物とミアの荷物を押しつけて、ジョイスがミアの手を引いて歩きはじめる。もちろんフィンもその後を追いかけるけれど、ちょっと面おも白しろくないので、空いているほうのミアの手を握った。

「ミアはこっち」

　口にだしてから、なんだかとんでもなく恥はずかしいことを言った気がして赤くなり、顔を背けてしまう。でもミアの手は離せなかった。

「ふふ」

　ふにゃりと顔を崩くずして笑ったミアが、ジョイスから手を離したのにほっとする。というか、嬉うれしそうな顔をするミアが可愛い。

「な、な。初うい々ういしいだろ？」

　べしばしとたくましい腕をたたき、ジョイスが楽しそうに同意を求めると、ローマンも頷いた。

「手紙に書いていたのはこれか……面白がって邪じや魔ますんじゃねえぞ」

「ちゃんと見守ってるってば」

「そろそろ行くぞ。本当はむこうの道が通れりゃいいんだが、今、区間ごと封ふう鎖さされているから遠回りしなきゃいけねえんだ」

　道が一本通れなくなる程度なら、一つ外れた道を通ればいいだけだが、区間ごと封鎖されているというのは珍めずらしい。何が起こったのか尋たずねようとして……気づく。




『魔王が出たぞー！』




　ローマンにいきなり剣を向けられたのと、それがジョイスの夫だというのと、その正体がケーキ屋だという衝しよう撃げきですっかり記憶が飛んでしまったが、その叫びをフィンは確かに聞いたのだ。

「魔王がって……」

　全部言葉にするのが怖くて、中ちゆう途と半はん端ぱに語尾が消えたが、ローマンはわかってくれたらしい。

「ああ。《エヒトの審判》が終わったのはわかってる。金色の光をみんな目にしてるしな。だからわかってるんだが……ここ最近魔王がよく出没するんだよ。今日で三回目だ。さすがにちょっと慣れたな」

「は？」

　手紙のやりとりで夫と今日の予定を計画していたはずのジョイスも初耳らしい。

「どうしてわたしに知らせなかったんだよ」

「その時は解決したと思ったんだ。再会した時の話の種にするつもりだった」

　意味がわからない。

　同じことを思ったらしいジョイスが、さっと踵きびすを返した。どこを目指しているのかは言うまでもない。

　周囲が見えていなかったが、空気のざわつきはフィンたちがこの駅に到着した時よりも大きくなっているようだった。たぶんまだ解決していない。

（声からしてそう遠くはない……けど……）

　危険な目に遭あわせたくない人がいる。

　初対面の男にミアを預けたくないけれど、ジョイスの夫なら信用してもいいだろうか。

「行くわよ、フィン」

　ローマンにミアと荷物を任せようとしたフィンだが、その前に手を引かれた。

「ミア」

「フィンとジョイス様とその旦那様がいるのに、何に警戒しろと言うの？」

「魔法とか」

　自分でも言葉を濁にごしてしまう。

　大きな攻撃魔法が使える魔法使いは数が少ない。そしてその性質上、誰がどこにいてどんな研究をしているのかまで国の機関が把は握あくしているため、表だって騒ぎを起こすような愚おろか者は皆無だといっていい。

　フィンのような魔法剣士も同じだし、そもそも魔法剣士が使うような魔法は補助魔法が多い。攻撃魔法を操る者ももちろんいるが、魔法使いの魔法には到底及ばない。せいぜい目くらましに使える程度なのがほとんどだ。

　神々の愛を受けた神官の魔法は種類が違う。

「『魔王』が気になるでしょう？」

　頷けば、ほら見たことかと笑われた。

　この笑顔に、昔からフィンは逆らえない。
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　駅は都市の郊外に置かれるものだが、フェアビーテンの街は駅の周りにも店が多く、栄えている印象を受けた。一番最初に駅ができた都市なだけあって、駅を中心とした商業体制が確立されているようだ。

　主に工業中心の作りをしている他の都市と同じく、馬車が並んで走れそうな立派な道も整備されており、その周囲に並ぶ店は住宅街に置かれるような店てん舗ぽを大きくしたような形になっていた。

　駅に停まる路線が一本だけではないせいで、列車の本数が他の駅よりも多いからこれらが成り立っているのだろう。

「あっちね。警備隊の人たちがたくさんいる」

　正確に表現するのなら、一般人を避難させた結果、警備隊員が目立っているのだ。

　逆走してきたフィンたちを、警備隊員はしかめっ面つらで追い払おうとしたが、ローマンの顔を見た瞬間に姿勢を正した。

「お疲れ様です。ヴァール総隊長」

「おーい。俺、もうただのケーキ屋よ？　総隊長は違うからそれ言うなって。現げん状じようは？」

「はっ。副隊長がむかっていますのですぐに解決するかと」

「産休取ってんのに、俺のシュガーを働かせてんじゃねえよ。自分たちで手早く解決してくれ。今日のはちょっと時間かかりすぎだ」

「出動したばかりなのに苛いじめないでくださいよ。召しよう喚かんされている魔物の再生能力が強いのは認めますが、少し時間をいただければ俺たちだけでも倒せる程度の強さです……と、奥様にもお伝えしたんですよ」

「ま。聞かんわな。了解、邪魔するぜ」

　立ち入り禁止のロープを悠ゆう々ゆうと跨またいだ男の後に、フィンもミアも続いた。明らかに部外者二人が入ってきたのに、ローマンを見た警備隊員たちは何も言わない。

「偉い人だったのね」

　ぽつりと呟いたミアに、ローマンが男臭くさい笑みを浮かべた。

「今はただのケーキ屋のおっさんだ。見た目がこうであんまり客前に出られねえけどな」

　一般人はこういった場所に堂々と入れないと思うのだが、便びん乗じようしている身なので何も言えない。

　そう歩かないうちに、複数の警備隊員に囲まれた魔物と、少し離れた場所で年上の警備隊員と会話をしているジョイスを見つけた。

　打ち合わせか事情を聞いているのかは知らないが、話は終わったらしい。すぐにでも魔物に足をむけようとするジョイスに、ローマンが声をかけた。

「ジョイス」

「きたの？　危ないかもしれないから、ミアをつれて少し離れてなよ。ああでもフィンはちょっと働いてくれ。魔物を召喚した自称『魔王』が魔法剣士で面倒くさいらしい」

　不思議そうにミアが小首を傾げた。

「魔王が魔法剣士なの？」

　魔王はこの国一の妖よう術じゆつ師しだと相そう場ばが決まっている。妖術師とは魔物を操あやつったり、人の心を操る呪術の使い手のことだ。フィンの場合は魔物を倒すという目的があったから魔法剣士の道を歩んだが、それは世間一般の知るところではない。

「複雑な魔法は使わないんだが、目くらましの魔法をめちゃくちゃに投げつけてきて剣を振るうらしいよ。わたしは魔物のほうにいくから、フィンは人間のほうな。合図であいつら散開させるから、その隙すきに突っこめよ」

　囲んで魔物たちの足止めをしている警備隊を散開させると言うことは、一人で頑がん張ばれと言うことだ。

「──っ！」

　くっきりした眉まゆを上げたミアが、何を言おうとしたのか予想がついたから、その前に手で口をふさいだ。

「ジョイスやローマンほどの手て練だれは滅めつ多たにいない。俺は大丈夫だから、待っててくれないか？」

　大きな目が潤んで、心配だと無言で告げてくる。それが嬉しくて可愛くて、今更ながら手の平の下のミアの呼気や、柔らかな唇を意識しそうになる。

　ミアが目で頷くのを待ってから手を離す。指先がミアの唇を掠かすめたのはわざとだ。

　ちょっと頰を赤くしたミアを目の端で限界まで捉とらえて、ようやく前を向く。できることなら剣を放りだして今すぐ二人きりになってキスのやり直しがしたかった。

「年長者から一言」

　隣となりを歩くジョイスを見れば、そこに苦笑が浮かんでいた。

「あんまりそういう目をすると怯えさせるから気をつけなよ」

「目？」

「『ミアが美味しそうで、食べたくてたまんない』って目。あと無意識だと思うけど、そういう時に口が笑っているのがエロい」

　反射的に口くち許もとを押さえて隠す。そしてその直後、同じ手でミアの口をふさいだのだと思いだして顔が熱くなった。

「気を……つける」

　ミアの父の顔を思いだしながら、浮かれていた頭に水をかけると、目の前の光景も自然と目に入ってきた。

　一般人の消えた大通りは広々としているぶん寂さびしくて、どこか埃ほこりっぽかった。

　道の横の店にもひと気はない。

　魔物は獣の姿に近いもので、犬と鼠ねずみを足して二で割って、巨大化させたような外見をしていた。人間たちを威い嚇かくする声は犬の鳴き声に近く、知能も低そうだ。これなら魔法も使わないだろうし、気をつけるとしたらせいぜい牙きばか爪つめか体液にあるかもしれない毒どくくらいだろう。だがその毒も、植物と混ざりあった魔物ほどの強さはないはずだ。

（森でたまに見かけるような魔物だな。人里に出現するのは珍しい……）

　ぐるりと魔物を囲む警備隊を見ていると、まるで郊外任務についている時の実地訓練のようだと思う。

　警備隊の制服は軍服を模していて、揃そろいの部分鎧が機関としての属性をより強調していた。街を、人々を守るための衣服であり防具である。

　その光景がほんの少し前までの自分の日常と重なった。失った面おも影かげを思いだす。魔物に対する憎しみと、それに囚とらわれすぎない心の鎖くさりを意識する。

　いつもの自分を取り戻す。

「よし冷静だね。わりと剣の腕がいいらしくて、部下たちにも負傷者が出ているみたいだから気をつけて。五秒後に合図がでるよ」

　はきはきとしたジョイスの指示に従って、自分が討うつべき敵を探す。

　黒いマントというよりもただの大きな布を、子供の即そく席せき劇げきのように首に巻いた男が、魔物の隣で剣を振っていた。たまにばちばちと光るのは、ジョイスが言っていた目くらましの魔法か。

「近づくな！　俺は世界を滅ほろぼす魔王だぁっ！」

　耳に入った言葉に、苛いら立だちよりもため息がでた。

（本当にそうならよかったのにな）

　仮にフィンの前世が魔王でなかったら、ミアの従じゆう者しやでもなんにでもなって、無理矢理旅についていっただろう。誰にも傷つけさせないように閉じこめられたら一番いいのだけれど、たぶん彼女はそれを望まないから……。

　幸せな夢想に浸ひたりかけて、笑う。

「『片腹痛い』と、あいつなら言うと思うぞ」

　ほんの一瞬よぎった口調に、ジョイスがこちらを見たのがわかったが、彼女が何か口にするその前に、鋭く響いた指ゆび笛ぶえが意識を敵に戻らせた。

　事前に合図が決まっていたのだろう。足止めに近い形で魔物や偽にせ魔王と戦っていた警備隊員たちが同時に後ろに下がった。

　日頃の訓練がわかる動きだと思う。遠えん慮りよなく戦せん闘とうの舞台に足を踏みこめる。

「だぁっ！」

　全力で剣を振られて、避ける。

　目に見えない力が顔の近くに集まっているのがわかった。

　そちらにむかって剣を振れば、魔法が生まれる前に一瞬だけ宙に浮かぶ魔法陣じんが、それで消える。

　返す刀でもう一振り──今度は偽魔王の剣を跳はね上げる。

　突然魔法を無効化されて、剣まで失った男の膝ひざを蹴けって逃げられないようにすれば、それでおしまい。

「……………………これで『剣の腕がいい』？」

　あまりの手応えのなさに横をむけば、同じくあっさりと魔物を片付けたジョイスが、ぐずぐずと腐り落ちていく魔物の上で苦笑する。

「『わりと』ってつけただろ。それにしても弱すぎるけど……まあ確かにわたしらが出で張ばるほどの相手じゃなかったねえ。部下に経験積ませればよかったよ」

　普通の剣士は魔法陣なんて切れないし、そもそもどこにそんなものが浮かぶのかわからない。ついでにたった一人で魔物を退治するなんて言ごん語ご道どう断だんである。

「ま。引き続き警戒してて。偽の魔王ってその後が問題だそうだから」

「後？」

「わたしもざっとしか聞いてないんだけど、どこからともなく黒煙が……」

「う」

　倒れた偽魔王が小さく呻うめいたと同時に、その口と目から黒煙が噴ふきだした。もくもくと広がる煙は、あっという間に偽魔王と魔物を包み、さらに広がっていく。

　通常の煙ではないのは明らかだ。ただの目くらましならともかく、毒素が入っていたらと思うと迂う闊かつに踏みこめない。

「下がれ！」

　煙を吸わないように大きく後退する。

　風で広がることのない煙は、あっという間に道いっぱいまで広がって……消えた。

　人影はそこになく、ただ腐り落ちた先から溶けるように消えていく魔物の死体があるだけだ。

「ミア！」

「大丈夫！」

　何よりも一番にミアの安全を確認すれば、先程わかれた場所で手を振っていた。隣にはローマンもいる。

　ほっとしながら周囲を見回せば、十数人いたはずの警備隊がいない。そう遠くない場所からどこそこの角に人影はないと報告する声が聞こえてきたから、消えた魔王を捜さがしているらしい。手慣れた様子からするに、これははじめから予定していたことなのだろう。

　ローマンも『今日で三回目だ』と言っていた。

「…………なんだこれ？」

「たぶんこの騒ぎにかかわった人間全員の台詞せりふだろうね」

　ため息をついたジョイスは、完全に魔物の死体が消えた後に残った核ガイストを拾った──魔物を形成する心臓部。魔力を秘めたそれは、鉄道や集落周辺の結界を維い持じするための媒ばい介かいとして加工されることが多いが、魔法を封じこめた道具に変えられることもある。

　加工に熟じゆく練れんの技がいるため、個人で核ガイストを利用することはなかなかできないが、聖堂や駅舎や、専用の店にいけば高値で買い取ってもらえる。

「討とう伐ばつ隊たいの臨時収入になるのはいいんだけどさ。今のところ怪け我が人にんは出ても死者はいないみたいだし……でも、頻ひん発ぱつするのは困るね」

　被ひ害がいは軽少。しかしジョイスの言うように、『今のところ』という話だ。早いうちに事件の根を断たねばならないだろう。

「どうしようかな。かかわりたいけど、フィンを表にだしたらミアが泣くかなぁ」

　フィンの先手を打つように口にされた大切な幼馴染みの名に、思考が霧む散さんする。

　そもそも自分たちが王都にやってきたのは、ジョイスの帰郷についていってミアが取材旅行の続きをしようと言いだしたのと──フィンの身み柄がらを世間から隠すためだ。

　聖せい杯はいと呼ばれる《エヒトの杯さかずき》に勇者の血が入ることで、今回の《エヒトの審判》は終幕を告げた。フェアボート国に科せられた神々の試練は、人間側が勝利を得た。それは目的通りだ。問題はその後──

　今生の魔王の存在である。

　百年ごとに繰り返された審判は、必ず勇者か魔王が他界していた。一度人類が地上の生物を滅ぼしかけてから何千年もの間、恐らく双方が生き残ったという事態ははじめてではないだろうか？

　ウーア・シュプリング教団に今生の勇者であると、もしくは勇者に従う魂たましいの一つだと認定を受けた者は、彼らの援助を受ける代わりに、事の顚てん末まつを告げる義務を負う。

　今回のことを教団に正直にすべて告げるか否かで、勇者に従うべき魂の一つである神官とジョイスの間で意見が割れたのだ。

『百年ごとに今生を巡めぐる魂の記憶は一代前のものしか受け継ぎません。安全な場所で記録として残しておく必要があります』

『魔王が生き残ったことを世間が知れば、殺そうとするやつらが出てくるだろ？』

『平和な百年を過ごしたぬるま湯みたいなこの世界で、そこまでの過激派連中が出てくるかどうか疑問ですね。むしろ魔王崇すう拝はいの新興宗教の連中が、フィンを祀まつろうとするくらいじゃないですか？　それはそれで面倒くさそうですけど』

『保護だの研究だのの名目で、監かん禁きんされたりとか』

『変な本の読みすぎですよと言いたいですが……ないこともないですかね？』

　希け有うな例だと歴史が証明している。

　それに生きる伝説たち本人よりも、それを信じる者たちのほうが時として厄やつ介かいな行動にでるものだ。

　夢で前世を見て、本当に自分が《エヒトの審判》に参加しなければいけないのだろうかと、本人がよく理解していないのに、周囲が勝手に崇あがめ立てて監禁に近い形で保護する場合もある──前世のユーディットのように。

　彼女の場合は癒いやし手の能力を持っていたので、血を嫌きらう神々の愛を継続させるためにそれは有利に動いたけれど、選ばれた魂だとわかった途端に周囲の態度が変わるのは気持ちのいいことではない。

　特別だ特別だと重圧をかけられて、助けてくれとすがられて、わけのわからない嫉しつ妬との対象となり、自分たちもまた一人の人間であるのだと忘れられる。

『あー嫌なこと思いだした』

『わかります』

　人間は何かと業ごうが深い。

　特別を求める人間は多いけれど、いざ自分が特別だとわかったら否定しがちだ。自分の都合がいいように解釈して、吞のみこむのにも時間がかかる。周囲との認識の差は悲劇を生むことが多い。

　割り切るまで嫌なことがたくさんあったのだろう。

　救世主だと勇者たちを崇めるような存在でも、本人たちと考えを同じくするわけではない。それを知っているから、フィンの存在を公表するのに意見が割れるのだ。

　──フィンの生活を守るための意見と、それでも事実として後世に記憶を残すための意見と。

『そういうもんだと決めつけてかかると道が狭まるわよ。綺き麗れい事ごとだけじゃ世界は廻まわらないけれど、汚いことだけじゃ人は動かないんだから』

　さんざん話しあった末、黙ってフィンと意見を聞いていたミアの一言が結論を呼んだ。




　──教団にフィンのことを話すが、居い所どころは言わない。




　あちらの動向を探ってから、逃げるなり戦うなりそのままの生活を貫つらぬくなりしようと決めた。後手に回るぶん、相手の裏をかくためにわざと教皇のいる場所に身を潜ひそめることにした。

　元々取材旅行の続きを王都でするつもりだったのだから、一石二鳥だとミアが笑った。

　フィンの身体で怯えて縮こまっていたら逆に目立つから、堂々としていようねと何度も言われた。

『フィンは何も悪いことしてないんだから！』

　ミアの持論はいつも強引で、太陽のようにまぶしい。

　いざとなったら誰にも迷惑をかけないように命を絶たとうと決意しても、彼女と一緒にいたいせいで『いざという時』がわからなくなってしまう。

　結論をだすのはここじゃない。

　まだ楽しんでいい。生きていていい。ミアを好きでいていい。

　笑顔で赦ゆるされるから、もう少しと甘えてしまう。欲がでる。

　側そばにいたい。手放したくない。

　──ミアが好きだから、生きてここに立っている。

　自分の思想に沈んでいたフィンは、ふいに腕に寄りかかられて現実に意識を戻した。

　もちろんここまで接近させて警戒心を抱いだかない相手など決まっている。

「ミア？」

「んー」

　甘えるように腕に額ひたいを擦こすりつけられて、フィンの頰が赤くなる。

「なんとなく、フィンがわたしの存在を忘れてそうな顔をしていたから……主張してみた」

　下から覗のぞきこまれた瑠璃ラピスラズリの瞳に、頰の熱が首まで広がる。少しでもそれを隠したくて、鼻から下を片手で覆おおってみたが、むきだしの耳が熱い。

「わ、忘れてない」

「でもなんか嫌なこと考えていたでしょ？　暗い顔してたよ？」

「…………」

「楽しい時に笑えばいいと思うから、無理に笑えとは言わないけど……とりあえず一人で悩んで閉じこもるのはやめてね？　相談相手はわたしじゃなくてもいいから、自分の中から一歩動いて。味方だと思う人と話して。答えが見つかるとは限らないけど、一歩ぶんの道は広がるはずだもの。絶対」

　一生懸命フィンのことを考えてくれているのが伝わってきて、苦笑してしまう。

（心配をかけているなぁ……）

　今朝も結局、ミアに夢を内容を教えなかった。忘れたふりして明るく振る舞ってくれていたけれど、きっと気にしていたのだろう。

（好きだなぁ）

　何度でも繰り返し思う。

（大好きだ）

　無意識に肩に入っていた力がほわりと緩ゆるまり、ミアへの想いで胸がいっぱいになる。

　心に余裕ができて視野が広がり、聞こうとしなかった周囲の声が耳に入ってきた。

「呪いの片へん鱗りんはありますが、さすがに残った気配だけで種類まではわかりませんよ」

「気配から犯人を追うとか」

「どこの超人ですか。ひょっとしたらレーツェルあたりならそんなことも可能かもしれませんが、ぼくには無理です」

　聞き覚えのある声は、ジョイスと……。

「クリス？」

　襟えり足あしの部分で一つに結んだ髪が、ぴょこりと動いた。

　黄金のような濃い金色の髪を揺らめかせ、質のいい黄玉トパーズのような透とう明めい感かんのある黄色い瞳が、フィンとミアを映うつす。

　切れ長の目に、すらりと通った鼻筋、整ってはいるけれど薄い唇。神職についているのがもったいないほど品のいい美形は、間違いなくクリストフ・ミュンスターだ。

　同日の早朝に王都にむかった彼は、会議で王都に滞在しているという教皇と対面しているはずではなかったのだろうか。

「あ。もうちょっと現場を見たいので、しばらく二人の世界を堪たん能のうしてていいですよ。時間が経たつと色んな痕こん跡せきが薄まりますからね」

「え？　いつの間に……」

「堂々と正面からきて、ジョイス様と挨あい拶さつを交わしていたわよ。黒い煙が呪術っぽいのと、教皇様がこの街に滞在中だから教団のほうも積極的に事件解決に動いているみたい」

　クリストフの神職での身分はそこまで高いわけではない。しかし彼は教団に認定を受けた勇者の仲間だ。魔王が関係する事件に教団がかかわるのに、これ以上相応ふさわしい人選もないだろう。

「フィンって、クリスにもジョイス様にも気を許しているわよね」

「なぜ？」

「二人が近くを通っても、なんか考えこんでいたから。フィンの場合、親しくない人が近づいてきたら絶対に気づくもの」

　なにやらにこにこしているミアに、首を傾げる。その表情の理由を無言で尋たずねたら、嬉しそうに答えられた。

「フィンの世界が広がっていくのが嬉しいの……ちょっと悔くやしくて寂しいけど」

「…………」

　どう答えればいいのかわからなくて黙っていたら、ミアが悪戯いたずらっぽく瞳を輝かせる。

「世界が広がると重くなるでしょう？　ザマアミロよ」

　からかうような口調が、楽しそうだ。

「重くなるともったいなくて捨てられないでしょう？」

　そこに含まれる安あん堵どに気づいた。不安にも。

「もっともっと色んなものを好きになるといいのよ……世界は広いんだから」

　勝ち誇ったような顔が可愛かった。強がっている証拠に、泣きそうなほど目が潤うるんで、声が少し震えていた。

　抱きしめて安心させたかったけれど、華きや奢しやな背中に腕を回す度ど胸きようが持てなくて、自らぽすりと狭い肩に額を預けた。

「なに？」

　さすがにミアが驚いた顔をしたのがわかる。

「…………主張しておこうかと」

　ミアを真似れば、くすくすと笑われた。火がでるんじゃないかと思うほど顔が熱くなったけれど、頑張って続ける。

「ミアのことが一番好きだ」

「うん。わたしも大好きよ」

「ミアがいるから、死ねなくなってる」

「嬉しい。フィンはいい子なんだから、死ぬ必要なんてないんだからね」

　よしよしと、ミアの手が届く範はん囲いの背中をなでられた。伝わるぬくもりが気持ちいい。

　狭い世界にミアがいればよかった。それだけで幸福だった。

　ミアのことさえ割り切れれば、この世界は簡単に捨てられると思っていたのに、彼女の周囲からじわりとフィンの世界が広がっていることを自覚してしまった。

　もしも今後自分が魔王になったとしても、その時世界にミアがいなくなったとしても、きっと自分は世界を滅ぼせないだろう。
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　グレゴールが生まれた都市は、貧ひん民みん層そうと富ふ裕ゆう層がはっきとわかれていて、その中間がほとんどなかった。

　貧民街の治安はないに等しく、路ろ地じに死体が転がっていても、身ぐるみ剝はがされていくだけで、誰も警備隊に連絡しない。最終的に腐ふ臭しゆうを嫌いやがる暇ひまな宿無しが、共同墓地に捨てにいく。

　そんな場所でグレゴールは育った。父親は知らない。

　気がついた時には母に殴なぐられていたし、少し育ったら売られていた。

　今まで住んでいた集合住宅の建物をすべて合わせてもまだ広いのではないかと思われる床を磨みがいては意味もなく蹴けられた。

　世の中が不安にあふれ、人々はそのはけ口を求めていた。自分よりも小さくて弱い子供は、その対象となりやすかった。

　骨を折られた痛みと熱にうめく夜もあった。寝ね床どこと食べ物をもらえるだけ今までよりましだと自分自身に言い聞かせ、その屋敷ですごした。誰もグレゴールを助けなかった。そしてある程度身長が伸びたら、また売られた。

　──逃げても意味がないと知っていた。

　誰もグレゴールを助けない。必要とされていないのだから。

　たまに自分に呼びかけてくる声に気づいてから、すがるようにその存在と仲良くなった。人間ではないと知っていたけれど、人間よりも優しいと思った。もしかしたらいつか自分を食べるために優しくしているのかもしれないけれど、なんの役にも立たない自分が、最後に誰かを喜ばせてやれるのであればそれもいいのではないかと思う。

　たとえ相手が魔物でも、人間よりはいい。

　ある日、売られた先の家に強盗が入った。もちろん逃げようとしたが、その時に首をつかまれた。左目から胸にかけての傷は、その時に負ったものだ。死ぬのかと思ったけれど、死ななかった。

　助けを求めた魔物が動いてくれたから、グレゴールは生き延びた。




　──グレゴールの味方は魔物だけだった。




　前世の夢は見ていた。

　夢の中も現実も地じ獄ごくだった。

　現実の自分も夢の中の自分と同じ力が使えるのだと自覚して、グレゴールは笑った。

　強者は弱者を蹂じゆう躙りんしていいのだと、今までの人生がグレゴールに教えていた。

　より強くなるために知識を学び、夢の中の自分から力の使い方を覚える。

　早く《エヒトの審しん判ぱん》がはじまってほしかった。聖せい杯はいを手にすれば、グレゴールは完全な魔王になれる。
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　ローマンの店は喫きつ茶さ店てんを兼かねたケーキ屋で、表には休きゆう憩けい中の札がかかっていた。一歩店内に入れば、ほんのりと甘い香りが漂ただよう。

　店主の厳いかつい外見と真逆の可か愛わいらしい店だ。カーテンもテーブルクロスも揃そろいになっていて、白を基調とした布の裾すそに、パステルカラーで花の模様があしらわれている。

　壁には小さな額がく縁ぶちが等とう間かん隔かくにかけられていて、季節に相応ふさわしい造花がちょこんと飾かざられていた。椅い子すの背は優雅な曲線を描いていて、年頃の娘が喜びそうな内装だと思う。現に、ミアも目をきらきらさせている。

「さて、茶でもだすかね……長くなりそうだ。ケーキもだしてやるから、選びたいやつは手伝えよ」

「はぁい」

　あっさりとローマンについていったミアに続こうかとちょっと迷ったが、クリストフの偽にせ魔王への見解も気になる。手前の席につく年長者二人を見て、フィンはしぶしぶクリストフの対面に座った。

「ミアを追いかけると思ってた」

「おや。少し余裕ができたみたいですね。よかったよかった」

　からかう二人を適当に黙もく殺さつして、自分から切りだす。

「あの偽魔王をどう思う？」

「いきなり核心ですか。もう少し会話のリズムを学びましょうよ」

「うちの旦だん那なはいいとして、ミアを待たなくてもいいのかい？」

「……………長くなるか？」

　窺うかがう目に、納得したようにクリストフが頷うなずいた。

「ミアを巻きこみたくないんですね」

「お湯を沸わかして、カップとポットを温めて、お茶を抽ちゆう出しゆつする時間の中で終わると思うよ。だってまだ本当に何もわかんないしさ」

「ですね。愉ゆ快かい犯はんじゃないですか？　魔王じゃありませんが、前回の《エヒトの審判》が終わった後も、何人か偽物の勇者が現れましたし」

「ああ。わたし一回、目の前で名乗られた時あるよ」

　二人の口調は軽く、そこに深刻さは感じられなかった。半分安心しながら、用心深く確認を取る。

「……………その……二人目の魔王が現れたりとか……」

　何せ自分は前回の聖戦で勇者に倒されているので、その後の世の中で何が起こったのかわからない。もしかしたらエヒト神は第二の魔王を用意しているのではないかと思ったのだが……。

「ないない」

　ひらひらと手を振って否定するジョイスに、クリストフが同意した。

「エヒト神の審判に選ばれた魂たましいは二つだけですよ。魔王側は問もん答どう無む用ように魔物を味方につけられるので、勇者側におまけの魂を三つつけましたが、重要なのは最初の二つの魂です。それ以外は聞いたこともありません」

「……よかった」

　知らず強こわ張ばっていた肩の緊張が解けた。

「まだミアといられる」

　安あん堵どのため息に何を思ったのか、くすくすとジョイスが笑う。

「ここ最近、わたしが何を思っているのか教えようか？」

　意味ありげに長い睫まつ毛げを伏せて、クリストフが微び笑しようした。

「想像はつきますよ」

　続く言葉が重なる。




「「魔王を殺さなくてよかった」」




　ぴたりと同時に告げられた台詞せりふに、弾はじかれたように今こん生じようの勇者と神官が笑いだした。

「何というか……本当に平和っていいね！　青春可愛いね！　わたしまさか自分がこんなことを言う日がくるなんて思わなかったよ！」

「同意しますよ。つかず離れずの距離の取り方とか、いつかフィンを裏切る日がくるんだろうかとか、悶もん々もんと悩んだ日々が噓うそみたいです」

　こちらは深刻に思い詰めていたのだが、どうしてこう笑いものにされなければならないのだろう。

「なに？　楽しそうね？」

　茶器のぶつかる小さな音と共に、聞き慣れた声がフィンの耳に入ってきた。すぐさま振り返って──凍こおりつく。

「ミ………………」

「似合う？」

　黒い膝ひざ丈たけのワンピースに、白いエプロンドレス。飾り襟えりの中央には鮮やかな緑色のリボンが結ばれていて、エプロンドレスのポケットの裾飾りにも同じ色があしらわれている。黒いタイツに、よく磨かれた革の靴くつ。

　ミアの肩よりも少し長い髪は、やや強いクセッ毛でまとまりが悪く、前髪と横の髪の一部を後ろで結うぐらいしかできないと聞いた気がするのだが、今のミアは後頭部にすべてまとめて、飾り襟のリボンと同じものが結ばれていた。前髪は後ろに流すのではなくて中央で分け、その先を緩ゆるく巻かれていて、百年前の聖女の髪型を彷ほう彿ふつとさせる。
















「前のバイトの子の制服だね」

「うちの店で働くのは楽しそうだと言うから着せてみた。どーよ？」

「可愛いですねぇ。髪はどうしたんですか？」

「鏝こてで俺がやった」

「すごいのよ！　ピンで留めてあっという間にまとめてくれたの！」

「ジョイスが髪を伸ばしていた時に、よく巻いてやったからな。慣れたもんよ」

「髪の長いジョイス様、見たかったなぁ」

　うっとりとため息をつきつつ、並べた食器にお茶をそそいでいくミアを凝ぎよう視ししていると、視線に気づいたのか顔をあげられる。

「…………可愛い？」

　視線を絡めたまま小首を傾かしげられて、がっとフィンの顔に血が集まった。直視できなくて目をそらして手で隠す。それでも言わなければならないことはわかっていたから、蚊かが鳴くような声で答えた。

「かわいい」

「ええと……場所を移動したほうがいいんですかね？」

「特等席なのに移動するのかい？」

「ケーキ並べるぞー」

　大人たちの三者三様の反応は、フィンの目にも耳にも入らないが、最後の一言だけはミアの耳に滑すべりこんだらしい。

「わたしはフルーツケーキで、フィンはレモンパイよ！」

「はいよ」

　可愛い制服を着ているのが嬉うれしいらしいミアは、一度止まった手を動かして、甲か斐い甲が斐いしく給仕をしていく。

　どうにも顔をあげられないフィンは、とりあえず目の前に置かれた紅茶を口にした。

　果実の香りをつけたものらしく、爽さわやかな香気が口こう腔こうから鼻び腔こうに広がる。わずかな苦みがあるが、後味はかすかに甘い。甘い物を食べた時に側そばにあると嬉しい味だ。

　さくりとフォークで切り分けたパイ生地は薄うすくて、断面から見ると下にたっぷりとレモンクリームが敷しかれているのがわかる。上には香ばしい焼き色をつけたメレンゲが山のように載のせられていて、甘い物が少し苦手なフィンは怯ひるんでしまった。

　隣に座ったミアが、カラフルな果物が盛られたケーキを口にして、幸せそうな顔をしたのに勇気をもらい、ぱくりと自分のケーキにかぶりつく。

　口の中で泡あわのように溶けてなくなるメレンゲの軽さにまず驚おどろいた。レモンケーキはやや重たい感じに舌に絡からみついたが、不愉快な甘さではない。レモンの爽やかな香りが口いっぱいに広がって、むしろいくらでも食べられそうだった。ぱりぱりとした薄いパイ生地の食感が、柔らかなクリームの後にくるのが嬉しい。

「美う味まい」

　思わず呟つぶやくと、自分の事のようにジョイスが相そう好ごうを崩した。

「だろ？　うちの旦那は色々と器用なんだ」

「ローマンが作ったんですか？　店の職人じゃなくて!?」

　フィンと同じケーキを口にしていたクリストフが、驚いたように目を剝むく。

「大だい分ぶ客が増えたから、手伝いの職人を一人雇やとっちゃいるが、基本的にケーキは全部俺が作ってるぜ」

「ちなみに店のカーテンもテーブルクロスも、全部生地からローマンが選んだ手作りだよ。飾りもね」

　自じ慢まんするジョイスに、ごくりとクリストフが喉のどを鳴らす。

「…………もしかしてミアの制服は」

「おうよ。俺の手作りだぜ。バイト用に作ったから、誰でも着られるように型紙は市販のサイズを利用したけどな」

　つまり今のミアは全身がローマンの作品になっているのだなと思った瞬間、フィンの眉み間けんにしわが寄った。

（手芸か……）

　挑戦しようなんて思ったこともない分野である。だが、ミアを自分の手で可愛くするのは楽しいかもしれない。

（……いつものままでも可愛いけど）

　内心で自分と相談しているフィンをよそに、良いことを思いついたとばかりにクリストフが口を開いた。

「いっそしばらくこちらでバイトさせてもらいなさい」

「…………知っていると思うけど、特別お金には困ってないわよ？」

　ミアの父が書いた脚きやく本ほんは、フィンたちの家がある地方都市トラオムでは奪い合いになる勢いで認められている。ミアの夢見た内容が原案となっていて、共著に近いということで、ミアの父は彼女にも原稿料をわけていた。

　もちろん、同じ街の聖堂に勤つとめているクリストフもそれを知っているはずだ。

「ミアがフィンと一緒にここに訪れた理由をお忘れですか？」

「取材旅行よ」

　きっぱりと言い切ったミアに、クリストフが苦笑する。色々と事情はあるけれど、基本はそうなのだという主張は、フィンに対する気遣いだろう。それがクリストフにも伝わるから、彼は現実逃とう避ひをしているんじゃないと叱しかりつけることなく一同を見渡した──その目がジョイスで留まる。

「…………あなたの旦那様はほとんどご存じなんですよね？」

「わたしたちの前世のことは一通り。フィンを庇かばいたいことも伝えているよ。うちの旦那は聡さとくていい男だから、信用していい」

　含んだ会話は短い。

　長い睫毛の下から、質のいい黄玉トパーズのような瞳がローマンを流し見た。それを受けて青い瞳が妻を映す。

「俺が離れなきゃならん事じ案あんかい？」

「ミアとフィンをここに置きたいのなら、場合によっては剣を握ってもらうことになるんじゃないかな」

「なら事情を知っていたほうがいいだろうよ。話しな色男」

「色々と省略しますから、細かいことは後でジョイスに尋たずねてくださいね」

　穏やかに微笑んで、クリストフは手て許もとの紅茶で唇を湿しめらせた。

「そもそもぼくがこの街にきたのは、伝説の賢者レーツェルの裏切りを猊げい下かに裁いていただくためでした」

　勇者に従う魂の最後の一つ、伝説の賢者とまで謳うたわれたレーツェルは、二百年前の《エヒトの審判》で魔王に討たれた勇者の仲間だった。魔王への復ふく讐しゆうのために自らに呪いをかけて不ふ老ろう長ちよう寿じゆとなり、彼は百年前の聖戦で念願叶かなって魔王を退治した。しかし彼はそこで自らの呪いを解くことなく生き続け、今回もまた審判を受けた。

　──魔王を殺すために。

　しかし魔王として百年ごとの転生を繰り返している今生の魂は、フィンだった。

　前世の夢に苦しみ、幼い頃に降りかかった禍わざわいに魂の記憶を刺激され、この世界に怯おびえ、倦あぐみ、恨もうとしたけれど、一人の少女の存在により救われた。

　ミアが一緒にいてくれたから、フィンは魔王になる道を拒こばんだ。

　七年前からトラオムに赴任してきたクリストフは、幼いフィンたちとかかわっていくうちにすっかり絆ほだされて殺意を持てなくなり、《エヒトの審判》がはじまって出会ったジョイスも、完全に警戒心を捨てることはないながらも、二人を見守ってくれた。

　しかし、三百年前の前世の記憶と、二百年前の手痛い敗北を忘れられないまま生き続けたレーツェルは、最後までフィンを魔王として扱おうとした。

　──今生の魔王が魔王であることを拒むのなら、強制的に魔王にして殺せばいい。

　彼はフィンの呪いを利用して、仲間をも騙だまして討とう伐ばつを企たくらんだのだ。

「レーツェルの行いで、我を忘れたフィンが魔王として覚かく醒せいしたかもしれないと思うと、今でも冷や汗がでますよ。世界が無事だったからレーツェルの行いを忘れようと言うのは難しい。それほどの罪です。おまけに彼は不老長寿です。もしかしたら百年後の《エヒトの審判》にまた参加するかもしれない」

　レーツェルを不老長寿にしている呪いを解くことや、伝説となっている彼の立場も考こう慮りよに入れて、クリストフは早い段階からウーア・シュプリング教団の教きよう皇こうに指示を仰あおぐべきだと口にしていた。

　クリストフが今回の顚てん末まつを教団に報告するべきだと主張していたのは、今までとは違う新しい解決方法を後世に確実な形で残すという理由の他に、レーツェルを教皇に裁いてもらう必要があったためだ。

「ねえ」

　簡単な説明はローマンへの配慮だとわかっているものの、先を聞きたがったミアがしびれを切らした。

「そこまではわかっているわよ。教団にフィンの存在を知られると、暗殺にくる人間がいるかもしれないから、わたしの取材旅行ついでにここにきたんだもの」

　あくまで『ついで』を主張するミアだが、しばらくの滞在先を王都に選んだのはそれなりの理由があった。

　もしも教皇がフィンを殺すことを選んだ場合、まず捜そう索さくされるのは最後に滞在した地方都市マッセルであり、その次に故郷である地方都市トラオムだろうと考えたからだ。まさかそれを指示する本人がいる場所から捜さがそうとするはずはない。そしてその道に進みそうだとクリストフが判断した時、同じ都市にいればすぐにフィンに知らせてやれるという意図もあった。

　しかしその結論が出てすぐにフィンたちが移動することはなかった。レーツェルの移送があったからだ。魔力を封じるための準備と、そのために必要な人材をマッセルに集めるのに一週間程かかったため、その間の逃亡に備えた。

　自分たちに都合の良い想像も、逆に自分たちにとって最悪な結果となる想像も、両方考えた。考えたうえで、探るようにして行動している。

　今も。

「最悪の展開になったにしてはクリスの態度に余裕があるから違うのよね？」

　わかっているけれど、先にそれだけ確認させてくれと告げたミアに、遅おそまきながらクリストフとの再会を前後に、ミアがフィンに甘えてきた理由を悟さとる。

（心配というか、不安になったのか……）

　ここは男としてミアを抱きしめるなり、手を握るなりして安心させる場面だろうかと考えて、迷い……目の前にあるケーキをさくりと割った。

　一口で食べられる大きさのレモンパイを、硬い表情のミアの口に持っていく。驚いたように目を丸くした彼女は、フィンとフォークの先を何度も見る。こんな時にふざけたことをするなと怒られる気もしたが、ミアは甘やかす目で苦笑して、それを頰ほお張ばった。

「ん。美お味いしい」

　和やわらいだ空気にほっとする。

「ぼくとしては緊張感……いいです。もういいです……いいんだ」

　何か言いかけたクリストフは疲れたようなため息を一つついて、何事もなかったように話を続けた。

「ご明察どおり最悪の道は進んでいませんよ。この街の皆さんには申し訳ないですが、いいタイミングで偽魔王が出現してくれました」

　朝一の列車に乗ったクリストフは、そのまま教皇と面会した。もちろん教皇に《エヒトの審判》を終わらせた人間からの報告よりも優先すべき仕事はない。

　その際に、クリストフは予定通り事の顚末を語って、今生の魔王が生き延びたまま聖戦が終わったと報告した。その結果──




「『偽魔王を捕らえることで、人類とは敵対しない存在であることを証明せよ』という猊下のお言葉です」




「…………何を進言したんだか」

　ぼそりと呟いたジョイスを、クリストフは睨にらみつけた。

「末まつ席せきに神官として名を連ねただけのぼくの言葉で、教団の頂点まで上りつめたご老人の気持ちを操作できるわけないでしょう。むしろ正面に立って猊下に意見をしただけで、ぼくにとっては人類から称えられるべき偉業ですよ。権けん謀ぼう術じゆつ数すうの達人、できない策略や陰いん謀ぼうはないような偉大な御方なんですからね」

　真剣な顔と口調のわりに、その内容は神官が口にすべきものではない気がするのだが、そのあたりを指し摘てきしていいものか迷う。

「クリスはそれを信用してもいいと思ったの？」

　疑わしげなミアの質問に、美び貌ぼうの神官が唇を歪ゆがめた。口を片方だけつり上げるような笑みは、やや品がよろしくないが妙にしっくりする。その表情は教団そのものをまったく信用していなかった前世の彼を彷彿とさせた。

「裏の裏の裏なんて読んでいたら、こちらの気が狂う崇すう高こうな化け物ですよ。ならば正面からその言葉を受け入れて、堂々と言げん質ちを取るのが正しいやり方でしょう。少なくとも魔王の力を人類側で利用できるというのは利点であるし、その力の大きさを思えばそう簡単に無茶を言ってくることもないはずです。今回のこれは採用試験みたいなものだとでも思えばいいでしょう」

　少なくとも今回の事件を解決すれば、つかの間の平穏は保証される。ミアと共にトラオムに帰れる。

「…………やる」

　こくりと頷いたフィンに、ミアが物言いたげな目をむけた。けれど現状ではそれ以外の方法がないとわかっているから、可愛らしい唇はきゅっと引き結ばれる。

「ちなみに今、レーツェルは？」

「まずは偽魔王騒ぎの収しゆう拾しゆうが先なので扱いは保留中です。とりあえずは教団の協力を得て、秘密裏にこの都市の凶悪犯用の監かん獄ごくに入れてもらいました。審議待ちなのでわりと優雅に待機しているはずですが、魔法の類たぐいが使えないように結界が張られた建物なので、逃げだす心配はないと思います」

　疲れたような沈黙が落ちて、誰もが一度動きを止めた。

　ローマン以外の全員が、二百年前の《エヒトの審判》で人間側が負けた結果、国が滅ほろびかけた世界を夢で知っている。魔王を殺したくなるレーツェルの気持ちはわかるのだ。

　ただ実際に魔王が勝利した瞬間を目にし、滅びかけた世界を体感したレーツェルとは異なり、こちらは夢で知った記憶である。夢というのは睡眠の時に生じる幻げん覚かく体験であり、どんなに現実のように感じても、目覚めた時に現実と夢との区別をつけてしまう。

　──かつてあったことだと知っている。けれど、それは自分が生まれる前の歴史だ。

　もちろん前世の辛い記憶に苦しめられる時はあるし、心が弱っている時は夢の中の自分と今の自分を同一視してしまうこともある。しかし鏡に映る自分は違う人生を歩んでいる別人だ。完全に切り離して考えるのは難しいが、それでも現実には戻れる。レーツェルの場合はそれができない。

　同じ魂、同じ運命。繰り返された審判を身をもって知っているレーツェルに、フィンとグレゴールを同一視するなというほうが難しい。

（…………レーツェルが囚とらわれていないほうが、俺としては安心なんだが）

　自分にもしもの時が起こった時、きっと彼なら迷わず息の根を止めてくれる。

　瞳を暗く陰かげらせて、膝の上で握った自分の拳こぶしを見下ろしていると、視界にひょこりとミアが入ってきた。

「なんか余計なこと考えているでしょう？　そして《エヒトの審判》が終わったことを忘れているでしょう？」

　責める眼まな差ざしでそう告げて、手を重ねてくる。

「《エヒトの審判》が終わった時点で、フィンが魔王になる可能性は消えたの。本当だったらこっちは教皇様の命令を聞く必要のない一般人なんだから、フィンは『何で俺がそんなことをするんだ』って、理り不ふ尽じんだって怒っていいのよ。放っておくと後々面倒くさいから、今は従おうくらいの態度でいいの」

　感謝なんてするなとミアは言う。人は誰かに赦ゆるされて存在するものではないと。

「でも……」

　滅めつ多たにミアの言葉に逆らわないフィンだが、ここで割り切れるようなら今までこんなに悩んではいない。

「赦されると思えれば……生きることに、罪悪感を持つことはないんじゃないかな」

　ミアが側にいてくれれば思考のほとんどが彼女に占められるので、その時はすべて忘れられるけれど、だからといってこれから四六時中自分の側にいてくれなんて求められない。

　教皇がフィンを認めれば、教団の過か激げき派は連中は表だってこちらに手出しできない。そんな現実的な生きやすさももちろん求めているけれど、人々の心のより所となる聖堂を総すべる人物に認められれば、公おおやけに生を認められた気分になる気がした。

「……………………まあ、フィンはもう『やる』ってクリスに答えたしね」

　しぶしぶながら頷いたミアは、ふと思いだしたようにクリストフを見た。

「それでどうしてわたしのバイトの話になるのかしら？」

「本物の魔王を利用してやろうと考えた時、狙ねらわれやすい立場にいるのがミアだからですよ。フィンに仕事をさせようとしているので、教団がちょっかいをかけてくる可能性は低いと思いますが、それでも猊下がフィンを無害だと断じるまでは、油断しないほうがいい」

「……………………この店に閉じこもっていろってこと？」

「さすがに勇者の家に魔王とその弱点が滞在しているとは思わないはずです」

　確かにここにいる間はジョイスの世話になる予定ではいたが……。

「観光……わたしの取材……」

「事件が解決してからにしてください」

（頑張れクリス）

　フィンとしてもそちらのほうが安心して動き回れる。ミアの性格からして行動を共にしたがるだろうが、偽物の魔王は街中で魔物を召しよう喚かんするような相手だ。できれば近づけたくない。

「…………ちなみに勝算はあるの？　というか、相手の正体とか目的はわかっているの？」

「さっきも少し話していたのですが、ぼくは愉快犯だと思っています。今回の《エヒトの審判》はかなり早く終わりましたからね。平和ボケした馬ば鹿かが世間を騒さわがそうとしているんですよ」

　断じる口調に容よう赦しやはない。

「いいか？」

　ずっと黙って一連の会話を聞いていたローマンが、発言を求めた。

「今店を回しているのは野郎ばっかりだから、可愛い臨時従業員が増えるのはいいさ。俺のシュガーが勇者認定されてからは、ジョイスのファンに加えて聖せい地ち巡じゆん礼れいに近い勢いで客が増えたからむしろありがてえ。バイト代に関しては後で相談させてくれ」

「あれ？　話題を変えて流そうとしたのにバイト決定？」

　慌あわてたミアをさらっと無視して、ローマンは続ける。

「最初の偽魔王騒ぎが四日前。《エヒトの審判》が終わってから三日後だな。事件内容はだいたい同じで、倒された魔王から黒い煙けむりが吹きだして本人が消えた。ちなみにこの時の偽魔王は剣士だった」

（『この時』？）

　引っかかった言葉に軽く眉まゆをひそめる間に、ローマンは二度目の事件の概がい要ようを説明した。

「次の偽魔王は二日前に出現した。内容はほとんど同じ。消えた偽魔王は見つからないままだ。ちなみにその時の魔王は『人類を滅亡させる！』とか叫んで召喚した魔物をけしかけるだけで、特に攻撃手段を持っていなかった」

　三度目は今日、偽魔王は魔法剣士だった。

「今日の魔王は金髪だったが、最初は赤毛で、次は黒髪だったらしい。顔の造作もばらばらで明らかに別人なのに、起こす事件は一緒。人通りの多い場所で、弱い魔物を召喚して、俺は魔王だと騒ぐんだ」

　二度続けて同じことが起こったので、今日の警備隊は先手を打っていた。魔物を退治する前に周辺の地区を封ふう鎖さして、姿を消した魔王が人ひと混ごみに紛まぎれて消えることがないように万全を期した。だが見つかる気配はなく、探たん索さくを続ける警備隊員たちを横目に、フィンたちはこの店に移動した。

「単純に考えて、魔王崇すう拝はいしている妖よう術じゆつ師しが裏で糸を引いているね。弱い魔物とはいえ、街中に召喚したならそれなりの腕だなぁ。おまけに人間も操っている……のかな？」

　ジョイスの言葉に頷く。魔王は世界一の妖術師だ。夢で前世の知識があるフィンは、重くため息をついた。

「そう思う。魔物と人間を同時に操っているのなら、かなりの熟練者だな。でも、そんな複雑なことをしているのなら、絶対に現場の近くにいるはずだ」

　人混みに紛れて魔物や偽魔王を操るために、人が多い場所で事件を起こしているのだろう。だが──

「人を現場から遠ざけて退治しても同じことが起こっているのね。それは気味が悪いわ。操っている人間すら警備隊から見つからないようにするんだから、相当用心深いのね」

「もちろん警備隊の連中は、わかる限りの妖術師や魔法使いに張りついている。だがそいつらは現場に近づいてねえんだ。犯人を捕まえるのに一番確実なのは次──次があるとしてだが、また街のどこかで同じ騒ぎが起きた時だと思うぜ」

　だがきっとまた偽の魔王は煙を吐いて姿を眩くらませるのだろう。

　聞けば聞くほど雲をつかむような話になってきて、ちらりとクリストフに目をやれば、両手の拳をテーブルにつけて自慢の顔を伏せていた。

「そうですよね。簡単に片付くような事件を猊下が押しつけてくるわけないですよね……事情聴取と称して綺麗なお姉さんと飲み食いして経費として計上してから、華麗に事件を解決するつもりだったのに……くく。猊下ったら慧けい眼がん。さすが人類のカリスマ！　食えねえどころか、気がついたらこっちが調理台に載せられてた気分だぜ。権力者すげー」

「クリス、口調」

　ぽそりとミアが注意すると、無言で茶器を差しだしてくる。ため息をついたミアが、空になったポットを持って、ぱたぱたと奥に引っこむ。腰の大きなリボンの裾が揺れる様子が蝶ちようのようだ。

「こんな話をしている最中なのに、片時もミアから目を離しませんね。いい加減胸焼けしそうです」

「今が一番楽しい時なんじゃないかな？　可愛くていいじゃないか」

「…………ああ、ツッコミが足りない。ぼくもうかかわりたくないんですけど、やっぱりぼくの役目になるんですかね」

　まるで酔っ払いがくだを巻くような口調でテーブルと仲良くしているクリストフの肩を、ジョイスが軽くたたいた。

「偽魔王の探索ならもちろん手伝うから、そう悲観するなって」

「妊婦は大人しくしててくださいよ。一人の身体じゃないんですから」

「適度な運動は必要なんだよ。なあ、ローマン」

「俺のシュガーは自分の限界を知っている女だ。放っておいても暴走するから、協力させて近くで様子を見ているほうが結果として安心できるぜ」

「あれ？　もしかしてぼく一人仲間はずれ？　いや別に寂しくないですけどね。ぼくは神々に愛を誓いましたし、普段、美少女から美熟女まで幅広い美女と仲良しですしね。幸せな勝ち組人生送ってますしね──くっ。滅びろバカップル！　今ならレーツェルと友情を深められるのに！」

　何やら本格的に愚痴の口調になってきたクリストフのカップに、戻ってきたミアが新しい紅茶をそそぐ。

「はい。一杯飲んだら、そろそろ作戦会議に移りましょうね。さくさく解決してくれなくちゃ、安心してフィンと観光できないもの」

「ミア」

　発破をかけてくれたミアに感謝の眼差しを送ると、彼女は可愛らしく微笑ほほえんだ。

「できることは協力するし、フィンが望むなら大人しくしているから、早く偽魔王を捕まえてね！」

「頑張る」

　ほわほわとした空気が広がる中、額ひたいに青筋を浮かべたクリストフがフォークを手に取り、目の前のケーキをざくりと割った。
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　警備隊から資料を見せてもらい、それぞれの事件の詳細を聞いたのは昨日のこと。結局ローマンから教えてもらったこと以上の収穫はなく、フィンは旅の疲れもあってぐっすりと眠った。

　夢は見なかった。

　職業柄、朝が早いフィンが目覚めた時、家の中の住民はすでに起きだしているようだった。ローマンの家は店の裏口から路地を挟はさんだむかいにある。

　そこそこ広い家で食堂と調理場がきっちりとわかれている。調理場では店でだす試作品を作ったり、簡単な下ごしらえをしたりするそうだ。

「おはようフィン」

　すでに昨日の制服に着替えたミアが、テーブルに朝食を並ならべている。

「おはよう。早いな」

「わたし給きゆう仕じだけだから、もうちょっと遅くてもいいみたいなんだけどね。ローマンさんの空いている時間が今しかなかったから、髪だけやってもらったの。色々と教えてもらったから、明日は一人でやってみる」

　既き婚こん者しやであろうとミアの髪に他の男が触れるのは嫌いやだったから、その言葉にひっそりと安あん堵どする。

「ローマンとジョイスは？」

「ローマンさんはお店と調理場を行ったり来たりしてるわ。ジョイス様はたぶんまだ寝てらっしゃると思う」

　ということは、もしかしたら久しぶりにミアの手作りの朝食が食べられるのだろうかと期待したフィンの耳に、知らない声が届いた。

「キッシュが焼けましたよぉ」

　男の声だ。少し高いのは地声というより、浮かれているからではないだろうか。

「はぁい」

　ぱたぱたとミアが調理場にむかうのを追いかけると、そこには調理服を着た男がにこにこしながらミアに大きな皿を渡していた。

「わあっ。美お味いしそう」

「親方直じき伝でんのサーモンとほうれん草のキッシュです。とろとろのホワイトソースと具材のの相性がいいので是ぜ非ひ食べてくださいね。タマネギがしゃきしゃきしていて美味しいですよ。パンももう少しで焼けますし、ミモザサラダもできているので、取り皿と一緒に運んでくださ……い」

　こちらの視線に気づいたのか、男がフィンを見て──びくりと肩を跳はね上げた。

　貧相な男だ。背が低くて、笑うと飛び出た前歯が目立つ。双そう眼がんがくぼんでいて老ふけて見えるが、肌の感じからして二十代の半ばくらいじゃないかと思う。ぼんやりとした瞳は黒く、ミアを見つめた時にきらきらと輝いていたのが気に入らない。

「あ。フィンもきてたの？　こちら調理師のマインラート・ドンナーさん。いつもローマンさんと朝食を一緒に食べるんですって──ラートさん、こちら幼おさな馴な染じみのフィン・シックザール。ちょっと強こわ面もてだけどとてもいい子だから怖がらないでね」

「強面というか……睨まれて……あの」

「緊張すると目つきが鋭くなっちゃうの。ね？」

　ミアがこちらを振り向いた瞬間に、刺し殺せそうな眼光を鈍にぶらせて、ただの不機嫌顔で頷く。

「ミアのこ………………幼馴染みの、フィンだ」

「『こ』？」

　聞き逃さなかったマインラートの怪け訝げんな声に、はっとしたようにミアがフィンを見上げてふにゃりと笑った。

「ごめんなさいラートさん、訂てい正せいするね。わたしの恋人のフィン・シックザールです」

　重たい沈黙が落ちた。

　一人はあからさまに肩を下げて、一人は目頭をつまむようにしてうつむき、恋人だと紹しよう介かいしてもらった事実に感動している。

（生きててよかった……本当によかった……）
















「だよなぁ。俺みたいな男に明るく挨あい拶さつしてくれるような可愛い子なら、もう恋人がいるよなぁ……」

「ふふ」

　照れくさそうに笑ったミアは、たぶん冗談の延長としてマインラートの言葉を受け取っている。

「もう一人従業員がいるけど、そっちは給仕担当だから出勤時間がずれているんだって」

　ジョイスが旅に出ている時は、ローマンと二人で店にだすケーキの下ごしらえをしながら、入れ替わり立ち替わり食事をしていたそうだ。

「今日からしばらく六人分だから、わたしも明日からご飯を作るのを手伝おうと──」

「六人？」

　ジョイスとローマン、フィンとミア、そして目の前のマインラートで四人だ。クリストフはウーア・シュプリング教団が管理している宿坊に泊まっているので、ここには含まれない。ならば、時間をずらしてやってくるという従業員もミアが作った料理を食べることになるのだろう。

「…………『今店を回しているのは野郎ばかり』と、ローマンが言ってた気がする」

　こちらの言いたいことを敏感に察したマインラートが、『いい気味だ』というような目で小さく笑った。

「ユリアン・アルムホルトのことですね。店の看板男です。すらっとしたいい男ですよ。お客様に言わせれば、おっとりしているのに妙みように色気を感じるそうです。年は確か二十三歳かな？　フィンやミアよりちょっとお兄さんですね」

（年上の細身の優やさ男おとこか……今日、そいつを見てから出かけちゃ駄だ目めかな？）

　ミアと一緒に朝食を運びながらミアを窺うかがう。初日のバイトで気合いが入っている彼女は今日も可愛い。

「ユリアンさんってどんな人なんだろう。仲良くできればいいなぁ。まず先に失敗しないようにしなくちゃだけど。飲食店で働くのってはじめてだわ」

　ミアがローマンの店で働く本来の目的は、彼女を教団の目から隠すことなのだが、そこに怯えの色はない。

「お互いに頑がん張ばろうね！」

　楽しそうなミアにフィンが逆さからえるはずもない。

「ああ。一刻でも早く偽魔王を捕まえてやる」

　改めて気合いを入れて宣言したフィンだが、結局その日も偽魔王の正体はつかめずに終わった。

　翌日、偽魔王が出現したが、フィンたちが駆かけつける前に逃げられてしまった。

　その次の日は何もなく、次の日、また出現。なんとかフィンたちは間に合ったが、最初に剣をむけた時と同じく黒煙が吹きだして逃げられた。

　わかったのは規則正しい出現時期くらいだ。

　今日も六人目の偽魔王をまた逃がした。最初にフィンと対たい峙じした偽魔王は三人目だったから、王都フェアビーテンに到着して一週間が経たつ計算になる。

「次は二日後ですか……」

　がちがちと行儀悪くフォークを嚙かむクリストフに、「店の備品を傷つけないでくれよ」と、ジョイスが注意するのを聞きながら、フィンは可愛らしい色合いで統一された店内を見渡して、くるくると働くミアを見つめていた。

　ローマンの店は街の中心部に近く、人通りの多い場所に建てられているため、騒ぎが起きた現場にむかいやすく、ここ最近のフィンたちの待機場所になっていた。

「すっかり看板を取られちゃいましたよ。ミアちゃんじゃなくてすいませんね」

　すっとフィンの隣に立った給仕が、穏やかに微笑みながらフィンのカップにお代わりの紅茶をそそいだ。

　女性であれば、その気がなくても思わず見とれてしまいそうな容姿の男だった。身長はジョイスより少し高いくらいで平均といえるけれど、全体的に均整の取れた体格のせいか、細身でも貧相な印象はない。妙に目を引く独特の雰囲気は、色気と呼称されるものなのかもしれない。

　白いシャツに黒いベストと前まえ掛かけをあわせているため、腰の細さが目立った。明るい茶色の髪は親しみやすい色合いなのに、近づけばそのしっとりとした艶つややかさに気づかされる。青い瞳はよくある色だが、沈黙されるとついそこを覗のぞいてしまう。

　端たん的てきに言って、ユリアン・アルムホルトをミアに近づけたくない。

（俺もここでその制服を着ちゃ駄目なんだろうか……）

　馬鹿なことを思っていたら、ユリアンがおっとりと微笑んできた。

「捜そう査さは進んでますか？」

　ジョイスが雇い主の妻ということと、フィンがミアと共に店主の家で世話になっていることもあり、尋ねる口調に遠慮はない。

「何もないね。文字通り煙ごと偽魔王が消えてしまうんだよ。あの煙っていったいなんなんだろうね？」

　夫のケーキをつつきながら、ジョイスが大おお袈げ裟さにため息をつくと、クリストフが眉間にしわを寄せた。

「黒煙と接した地面や壁に痕こん跡せきが一切ないので、呪術の一種でしょうね。せめて毒物があるかないかくらいは確認したいんですが……」

「誰か煙の中に顔を突っこませるわけにもいかないしね」

　なまじ普通の警備隊員でも訓練通りに力を合わせれば勝てる魔物なため、偽魔王から黒煙がでた時に逃げられるだけの余裕ができてしまうのだ。

　誰も被害にあっていないから、それが危険か否かわからない。

「クリスの解呪を期待して、一度俺が黒煙の中に手を突っこむかと話したんだけど」

「そんな正体不明のものに触れて、大丈夫なんですか!?」

　ぎょっとしたユリアンに声を張り上げられて、フィンは肩をすくめた。

「危険だからと止められた」

「ああびっくりした。そうですよ。そんな危険なことをすると、ミアちゃんが哀かなしみますからね」

　なだめるような口調で言われて曖あい昧まいに頷いていると、ひょいと店主であるローマンが顔をのぞかせた。

「ユリアンが声を荒あららげるのは珍しいな。どうしたんだ？」

　奥にいたローマンにまで届く声をあげてしまったのが恥ずかしいのか、ほのかに白い頰を赤く染めて、ユリアンが長い睫まつ毛げを震わせる。

「フィンさんが無茶なことを言っていたので驚いてしまって……騒いでしまってすいません。仕事に戻ります」

「客が気にしてねえならいいけどな」

　ローマンにそっと頭を下げて、ユリアンは店の給仕に戻った。どうでもいいが、所作の優雅な男だ。

　ユリアンと入れ替わるようにして、ミアがフィンの隣に立った。

「あ。フィンのお代わりはわたしがそそぐって言ってたのにぃ」

　フィンのカップを見下ろしユリアンへの不満を口にするミアに、ちょっとほっとする。

「ジョイス様、お代わりは？」

　もうすぐ底が見えそうなジョイスのカップと空になったポットを目ざとく見つけたらしい。彼女が頷くと、働き者のフィンの恋人はあっという間にそこから去ってしまった。急に空いてしまった空間が寂しい。

「どうせ同じ家に戻るんだから、そんな顔しないでください。夜にまた会えるでしょう。母親とはぐれた迷子ですか」

　不機嫌そうなクリストフの台詞せりふに、ジョイスが笑う。

「それより先に、わたしのお代わりを持って戻ってくるよ。なんだかすっかりこの店に馴染んじゃったね」

「ああ。俺としちゃこのまま雇ってもいいぐれぇだぜ」

「フィン、フィン、お世話になっているんだから睨んじゃいけませんよ。誰も取らないから威い嚇かくしない！」

　めっと叱りつけるクリストフとフィンの様子に、ローマンが男くさく笑った。特にフィンの言動を気にする様子もない。

「とりあえずここにいる間は面倒をみてやるよ。元の生活に戻れるようせいぜい頑張んな」

　ぽんと、フィンの肩をたたいて、二言、三言ジョイスと会話をすると、ローマンは忙せわしく厨ちゆう房ぼうへ戻ってしまった。

「頑張りたいですが、いったいどこを捜せばいいのか……」

　文字通り、煙のように偽魔王は消えてしまうのだ。

　近くに隠れるような場所があるにしても、出現場所に法則が見られない。警備隊の目をかいくぐり、人目につかないように逃げられるものだろうか。

「人にん相そうが悪いやつらが多いのも気になるんだよね」

　先の見えない内容は、もはや相談というより愚ぐ痴ちに近い。

「せめて偽魔王の顔に心当たりがある人間がいればいいんだけど」

　すでに六人の偽魔王が出現している。警備隊員の目撃情報から同じ枚数の似顔絵が作られているが、まだ有力な情報は入ってこない。ここまで続くと口裏を合わせているんじゃないかという気にもなる。

「フィン、ラートさんからクッキーもらったけど食べる？」

　ジョイスの紅茶を運んできたミアが、無邪気に焼き菓子を差しだしてきたので薄く笑って、無言でかじりつく。

「…………不本意ながら美う味まい」

「不本意なの？　気に入ったのならまたあげようと思ったのに。ラートさんって、たまに試作品とか余ったクッキーとかくれるのよ。いい人よね」

「……………………フィン、余裕って言葉をご存じですか？」

「単語だけは知ってる」

「内容も学びなさいね」

　ため息交じりに呟いたクリストフの手て許もとにも、ミアからお裾分けしてもらった焼き菓子がある。

　軽く砕かれた大粒のアーモンドと少量の粗あら塩じおが入っていて、いくらでも黙々と食べられそうな素朴な味わいのクッキーだ。粗塩のちょっとしたしょっぱさが甘味を引き立てるそれは、どう考えてもケーキの飾り付けに使うものではなく、特別に、けれどそう見られないように作られたものだろう。

「早々に偽魔王を捕まえたいな」

「やる気が復活したようで何よりですよ」

　──そんな会話をしていたからいけないのかもしれない。

　二日後、七番目の偽魔王の登場の報しらせを受けて現場にむかったフィンたちは、いつも以上に切せつ羽ぱ詰つまった現場に驚き、高笑いをしている男を見て呆ぼう然ぜんとした。

「ふはははははははははっ！　来るがいい愚ぐ民みん共ども、真の魔王であるわたしが根こそぎ蹴け散ちらしてやる！」




「……………………似合いすぎるから止めてください、レーツェル」




　ぼそりとしたクリストフの呟きに、全力で同意したい。
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　狼おおかみの姿をした魔物が自分の側そばにいるとフィンが気づいたのは、たぶん物心つく前なのだと思う。

　魔物の瘴しよう気きは人間の身体からだを蝕むしばむ。そのせいで幼い頃のフィンは病弱だった。

　悪い夢を見て目が覚めると、今度は息苦しくて、身体が熱いのに震えが止まらない。

「………と」

　怖くて寂さびしくて、か細い声で父の名を呼びかけて……迷惑をかけちゃいけないと、唇を嚙かんで我慢した。

　母の記憶はほとんどない。ずっと父と二人だった。王都にいた時は使用人も側にいたけれど、フィンの呪のろいは自分のせいだと思い詰めた父が、仕事を辞めて転居をしてからは二人きりの生活になった。

　本当はこの呪いは父のせいじゃないと知っていたけれど、言ったら嫌われるんじゃないかと常に怯おびえていた。

　いつも苦しかった。

「…………」

　額ひたいが熱くて、なのに足先は凍えるように寒くて、毛布の中に潜もぐりこみ、丸くなるように眠る時、闇やみの中から窺うかがうような気配がする時があった。

「だめだよ。お前までいなくなるのは寂しい」

　つかんだぬくもりは、体温の移った毛布なのか、狼の身体なのかわからない。

　でも側にいるはずだった。

　──自分が生まれる前からずっと、ついてきてくれた。

「いなくならないで」

　常に寄り添う気配があった。

　フィンはそれを知っていた。

　気き遣づかうようなぬくもりに、苦しいはずの呼吸が楽になる気がした。

　母はいなくなってしまった。父はとても忙しくて、あまり近くにいてくれない。

　たまに騒がしい隣の家の娘と顔を合わせるけれど、こちらが寝たきりなせいであまり遊んだことはない。

（いっしょにいてくれてありがとう）

　もしかしたら夢の中の自分のように、父とわかれる日がくるかもしれない。もしもそんな未来がきても、このぬくもりがあれば生きていけるような気がした。

　このぬくもりがあるから生きられる気がした。

　人に嫌われるのが怖かった。

　人に捨てられるのが怖かった。

　もしも遠い未来、自分だけで生きることになっても、このぬくもりがあるなら寂しくないはずだと自分自身に言い聞かせていた。

　──心のどこかで、いつかくるわかれの準備をしていたのかもしれない。

　怖がりながらも、『そうなるだろう』と思いこんでいたことに気づいたのは、それからずっとずっと後のこと。

　フィンにとってミアは光だった。

　けれど生まれる前から寄り添ってくれたあの闇も、とても温かいもので、フィンの救いだったのだ。
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　全力で目をそらしたいと、クリストフやジョイスが思っているのがこれ以上ないほど伝わってきた。フィンもまったく同意見である。

　しかし飛び交う悲鳴と血臭がそれを許してくれない。




「愚かなる人類よ。喰らえ、《踊狂炎舞ピユロマーネ》！」




　空中に優ゆう美びな魔ま法ほう陣じんが浮かんだ。

　見慣れた人影を中心に、炎の柱が螺ら旋せんを描きながら何十本も広がり──




「グギャアアアアアアアアアッ！」




　偽にせ魔王に呼びだされたはずの魔物に何本か突き刺さった。

　ちなみにその魔物は、今まで召しよう喚かんされた魔物とは異なり、ハリネズミを二階建ての建物ほどに膨ふくれあがらせて、槍やりのような針山の中に無数の触しよく手しゆを植えこんだような外見をしていた。触手は一本一本が本体とは別に独立しているのか、自分勝手に動いては近くの人間を襲って、触手の先についた肉食獣のような口で嚙かみついていた。

　大通りぎりぎりまで肉にく薄はくする身体はさすがにうまく身動きが取れないらしく、凶悪そうな魔物が相手なのに、そちらからの被ひ害がいはさしてでていない。

　──問題なのは、魔物の斜ななめ前に立っている偽魔王のほうだ。

　広こう範はん囲いな魔法ばかり使うので、迂う闊かつに近づけない。

「じ、実は魔物を退治しようと頑がん張ばっているとか……」

　なんとか好意的な予想をしようとするクリストフに、ジョイスは重々しく首を振った。

「わりと大きな怪け我がを負った部下が何名かいるから、たぶん違うと思うよ」

「ええと……俺、戦っていいの……かな？」

　自信がなくてジョイスとクリストフを見ると、重たいため息をつかれてしまった。気持ちはわかる。

「止めなきゃ迷惑ですもんねぇ」

「あの大きさの魔物だと、わたしが相手をしたほうがいいだろう。フィン、レーツェルを頼めるかな？」

「………………まあ」

　煮え切らない返事に、クリストフが強くフィンの背中をたたく。

「あなたは今、魔王グレゴールじゃなくて、魔法剣士フィンです。これは平和のための戦いで、民たみに仇あだなそうとしているのはあちらの偽魔王です。吞のみこめましたか？」

　強い眼まな差ざしで問われ、頷うなずく。

「よろしい。ならば額ひたいをお貸しなさい」

　命じられたとおりに額を差しだせば、とんと、クリストフの指先が弾はじくようにフィンの額にあたる。

「あなたにニヒツ神の加か護ごを」

　ふわりと何かに包まれた気がした。温かくも冷たくもない感触は、風通しのいい薄い布地に包まれた時と少し似ている。

　わずかな違和感はすぐに消え失せたが、何かに守られていると感覚でわかった。この感覚がある限り、フィンはレーツェルの魔法を怖がらなくていい。

　──闇あん神しんである無の神の奇き跡せきは、魔法の無効化だ。

「思ってみればすごい神様だね。もっとこの力が使える人間がいればいいのに」

　広範囲魔法を警戒して、ジョイスにもフィンと同じ加護を与えたクリストフは小さく苦笑した。

「暗神に愛される神官は滅めつ多たにいませんからね。我わが儘ままを言えばもう少し戦せん神じんにも愛されたいものですが、こればかりは相性なもので」

　ニヒツ神にクリストフが愛されたのは、前世の影響もあるのではないかと考えたが、すぐに打ち消した。

　どちらにしろ彼の性格なら、厳げん格かくな戦神とは相性が悪い気がする。

「有効時間はそんなに長くありませんよ。加護が消える前に終わらせて下さい」

「了解」

「行ってくる」

　それぞれが答えて、走る。

　それと前後して鋭い指笛が空に亀き裂れつを入れるように響き渡った。

　フィンたちの準備が整うのを待って、偽魔王と魔物を抑おさえていてくれた警備隊は、指笛の合図を耳にして、いつもより鈍い足取りで散開する。

　彼らと入れ替わるようにして、フィンたちは前進した。




「《踊狂炎舞ピユロマーネ》！」




　先程と同じ呪じゆ文もんがレーツェルの周囲に広がる。一つでも掠かすれば大きな火傷やけどを負うだろう炎の柱は、間近で見れば更に迫力を増した。

　整然と並んだ煉れん瓦がの道をなめるようにして噴きだした紅ぐ蓮れんが、フィンの行く手を阻はばみ吞みこむ。

「くっ！」

　死ぬと一瞬思って、生きている自分を自覚するのに一呼吸ほど必要だった。

　クリストフが与えてくれた加護に心から感謝しながら、フィンは一度止めてしまった足を、再び動かす。

　フィンと違って足を止めなかったジョイスが、先に獲物に接近して剣を抜いた。




「光あれ」




　前世で死んだ時の記憶を刺激されて、フィンは小さく笑う。

　ジョイスの構えた剣が、まぶしいくらいに光り輝いた。

　一いつ閃せん。

　剣筋が残光をつれて美しい曲線を描き、小さな山のような魔物の身体がバターの塊に変わったかのように刃やいばを通していく。

　美しい光が分厚い魔物の身体に埋うまり、弾けた。

　エヒト神が勇者だけに与えた特別な光の剣。有効時間こそ短いものの、それが発動している間に対抗できる敵はいない。前回の魔王も、あの剣に倒された。

　あの時その場にいた人間の魂たましいは、一人を残してそれぞれ人としての寿命を終え、エヒト神の導きにより再びこの世に生まれ変わった。

　皆、あの時と姿が違う。

　別の場所で生まれ育ち、それぞれの考え方をもった別人だ。

　──ただレーツェルだけが変わらない。

（哀れだな）

　一度魔王に負けた彼は、生き延びて伝説の魔法使いと呼ばれるようになった。二度目の審しん判ぱんでようやく本ほん懐かいを遂とげたのに、彼はまだ生き延びて伝説の賢者と謳うたわれるまでになって、三度目の聖戦に参加した。

　苦しくはないのだろうかとたまに思う。

　一度終わった人生を夢で見るだけでも、フィンはつらかった。

　レーツェルは三百年前の記憶だけ夢を見て、二百年以降の審判はすべて自分の体験として記憶している。

　──魔王であることを否定した自分が、魔王を憎む男と敵対してもいいのだろうか？

　ふと浮かんだ迷いを切り捨てて、フィンはジョイスの後に続いた。

「…………」

　レーツェルが次の呪文を唱えようとしているのがわかる。けれど伝説の賢者の詠えい唱しようは、フィンの数歩より遅い。

「ごめん」

　罪悪感を完全に消せなかったフィンは、謝罪の言葉と共にレーツェルを殴り倒した。
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「よく殴られる男ですねえ」

　レーツェルの傷を診みたクリストフは、そう言ってほっとしたように笑った。

　そう遠くない場所にローマンの店と家があったため、フィンたちはレーツェルをそちらに運んだ。もちろんフェアビーテンの警備兵たちは彼を引き取りたがったが、クリストフが教皇の威い光こうをかざし、ジョイスが明るく説得して押し通してしまった。

　二階にある客室を一部屋占せん領りようしたクリストフが一人で呪術の確認をし、近づいても大丈夫だとお墨すみ付つきをもらって今に至る。

　ベッドに横たわったレーツェルは、ガリガリに瘦やせてはいても長身だ。ジョイスは女性だが男性並に背が高いし、フィンは長身に相応ふさわしい体たい軀くの持ち主だ。クリストフは平均身長だが、ジョイスよりは上うわ背ぜいがある。それだけの人間が集まると、決して狭くはない部屋にも圧迫感が生じる。

　できることなら食堂や居間などの広い部屋に移動したかったが、レーツェルから目を離すわけにもいかない。

　何せ、今日の偽魔王だった人物だ。

「あ。本当にレーツェルだわ」

　先程、クリストフが安全確認をしている間に合流したミアが、自分の目でレーツェルを認めて声をあげた。ちなみにミアには事件の概がい要ようを説明しているが、フィンたちにもわかっていない部分が多かったので詳しよう細さいは伝えきれていない。

「『偽魔王』を倒した時に黒こく煙えんが噴き出る理由はわかった？」

「魔法道具でした。簡単に言えば、遠隔操作で対象の魔力を利用して目くらましの黒煙を生みだす装置です。さっき試しに使ってみたら、この部屋が真っ暗になりましたよ」

　銀色の三角錐すいの形をした小さな装置は、以前見せてもらった別の用途の魔法道具とよく似ていた。

「薬か何かで寝かせてるの？」

「最初はフィンが殴って気絶させたんです」

　殴り倒した直後、レーツェルの目や口から他の偽魔王と同じように黒煙が噴きだしたが、フィンにはすでにニヒツ神の加護が与えられていた。加護のおかげで呪術や魔法の類たぐいは効かないはずだと腹を括くくったフィンは、煙が消えるまでレーツェルについていたが、結局協力者、もしくは首しゆ謀ぼう犯はんの気配すら感じ取れなかった。

　たぶん、フィンがそこにいるとばれていたから、犯人は近寄らなかったのだろう。

「呪いを確認している間は、睡すい眠みん薬やくの効果がある香を嗅かがせました。火を消せば効果がなくなるような、ごく弱いものなのですぐに目覚めると思いますよ」

「ふうん」

「ミア、少し離れていたほうがいい」

　寝ている猛犬を警戒するそぶりで、ミアをレーツェルから離そうとしているフィンをにやにや眺めていたジョイスは、なにげなく店の制服に目を留とめて首を傾かしげた。時刻は丁ちよう度ど午後のお茶の時間である。本来なら彼女はローマンの店で忙いそがしく働いているはずだ。

「サボり？」

「違います。臨時休業中です。偽魔王が出現するたびにこうだから嫌いやになるわ」

　すっかりここの店員としての意識がしみこんでしまったミアが、わざとらしく頰ほおを膨らませる。

「ああ、そっか。ここらへん偽魔王の出現場所に近いからね」

　わざわざ避ひ難なんを促うながされるほどの距離ではないが、それでもお客様のことを思えば無視はできない。偽魔王が出現するたびに、足に古傷があるローマンの代わりに従業員たちを派遣し、現場の様子を見にいかせているらしい。

　無事に騒ぎが治まったと報告がくれば、営業再開だ。

「ってことは、あの二人まだ戻ってないの？」

「ううん。戻ってきたけど、怖さのあまり興奮状態になっているみたいで仕事にならないの。ちらっと見かけたっていう大きな魔物のことを、夢中になってローマンさんに説明してるわ」

「ああ、まあ普通に生活していたら、あんな魔物滅めつ多たに見ないしね」

（そういえば……いつも偽魔王の召喚した魔物は弱かったのに、今回は明らかに魔物のレベルが違ってたな……）

　女性二人の会話を小耳に挟はさみながら、フィンはじりじりとレーツェルに近づいてみた。着ちやく衣いしたままで寝かせているから、灰色がかった長い銀髪も三つ編みになったままで解かれてはいない。

　分厚い布地の衣服は、着衣のままだと寝苦しそうだ。

　少し眦まなじりの垂れた目は固く瞼まぶたに覆おおわれている。良質の紫水晶アメジストのような深い紫むらさきの瞳をまた見るのが怖いと思う一方で、瘦こけた頰に眉まゆをひそめてしまう。

「…………顔色が悪いな」

　フィンが呟つぶやけば、「元からだ」という前世から続く仲間たちの答えがぱらぱらと返ってきた。その内の一つに目をむける。

「レーツェルが黒幕だと思うか？」

「思いませんね。そもそも時期があわない。我々が地方都市マッセルに滞在していた時に、偽魔王騒ぎはすでにはじまっています」

　クリストフは『彼が妖よう術じゆつ師しでないから』ということを否定の理由にしなかった。二百年以上の時を生き、ありとあらゆる魔法を貪どん欲よくに吸収して使いこなしてきたレーツェルなら、人の心を操る呪術はもちろん、魔物を召喚する妖術も覚えているかもしれないのだ。

　しかしこの街で騒ぎが起こった時に、レーツェルがマッセルにいたというのは、黒幕を否定する条件にならないと思う。要は実行する人間がこちらにいればいいのだ。

「……仲間、とか」

　可能性として考えられることの一つを挙げれば、クリストフは重ねて否定した。

「レーツェルの崇すう拝はい者しやは多いでしょうから、遠方から指示をして騒ぎを起こすことは可能ですが、偽魔王を語る意味がわかりません。人々の危機感を煽あおって、『真の魔王』を討とう伐ばつしようと企たくらむにしても、《エヒトの審判》は終わりました。神々の裁さい定ていは下されたのに、今さらそれを望むでしょうか？」

　前世でのつながりをもつミアが、小さく手をあげた。

「あのね、黒幕ということはまずないと思うの。何か目的があったとしても、レーツェルならもっとうまくやるわ。こんな風に表に出てこないんじゃないかしら？」

　ジョイスも同意する。

「この男なら一撃でフェアビーテンを焦しよう土どに変えるくらいの魔法を使えるはずだ。さっきの戦せん闘とうでの魔法は弱すぎる。黒幕というか、操った人物がレーツェルの能力を引きだせなかったんじゃないかな？」

「……ジョイス、我々の魂はエヒト神に守られているので、暗示の類は効きませんよ」

「ああ、そっか」

「いや」

　フィンの否定に、再び注目が集まった。

　どちらかといえば口べたなほうなので、複数に見られるのは苦手だ。しかしここでその理由を説明できるのはフィンしかいなかったので、頑張って続けた。

「あんたたちの意識を操るのは魔王にも不可能だけど、身体だけなら操れる。あまり現実的な手段じゃないけど……」

「現実的でないとは？」

「暗示とか精神支配は身体の内側から……魂とか心とかいう精神部分に働きかける呪術なんだ。《繰くり糸》は直接身体を操る」

　あまり効率的でないせいで、一般的ではない呪術だ。前世である程度以上の魔法知識を持っていたミアや、今こん生じようで神職として魔法知識を積み重ねたクリストフも怪け訝げんな顔をしている。

「暗示は魔物を操る時の応用みたいなもので、魂を術者の支配下に置くから、本人が自分の意思で術者の命令を叶かなえるように動く。だから術者が遠く離れていても命令は実行されるんだ……言い方は悪いけど、絶対に主人を裏切らない奴ど隷れいみたいなものだな」

　勇者をはじめ、それに従う三つの魂もエヒト神の管かん轄かつにあるから、たとえ魔王であってもそこに関与することはできなかった。しかし──

「《繰り糸》は術者が直接身体を操る……大道芸の人形劇げきがあるだろう？　上から糸で人間が動かす操り人形みたいなものだ。手足の動きすら、いちいち術者が指示しないと動かない」

「聞いただけでは、わりと現実的な手段なように思えますが？」

　不思議そうな顔をしている面々には、いまいち《繰り糸》の面倒くささが伝わらなかったらしい。

「ええと……たとえば呪った人間を操って、下に落ちた剣を手に取らせ、それを振らせるとするだろう？　それをさせるために術者は対象の腕と指と腰と足と背中と首を、関節に気をつけながら順序よく操らなきゃならないんだ。下へ手たな術者がやると『人形』が壊れる。怪け我がをしたらもちろんそこは操れない」

「それは確かに……面倒ですね」

　今生ではレーツェルに次いで、一番魔法とかかわりが深いクリストフが、嫌いやそうに顔をしかめた。

「ついでに命令を受信させるための事前準備として、『人形』の体内に魔力をこめた食べ物を取りこませる必要があるんだ。操れるのは、食べ物にこめた呪いが身体に回ってからだし、時間制限もある。解かい呪じゆも簡単だ」

「呪術ってそんなに簡単にかけられるものじゃないけど、確かに制限が多いわね」

「精神そのものを操ったほうが早いし確実だから、《繰り糸》は廃すたれたんだ……グレゴールも知識として知っていただけで、使ったことはない」

　納得したようにクリストフが頷いたのを見て、ほっと息をつく。

（たくさんしゃべって疲れた……）

　ミアがいたわるように腕をさすってくれたから、大だい分ぶ癒いやされたけれど。

　しばらく休んでいていいだろうかと思いはじめた時、考えこんでいたジョイスが顔を上げた。

「…………そういえば、今までわたしたちが相手をした偽魔王って、あまり大きくは動いていなかったね」

　剣を抜いて振り回す偽魔王はいた。それなりにいい腕をしていたが、魔物の側からあまり離れなかった。

「前に人間みたいに動く操り人形を見たことがあるよ。《繰り糸》でも同じことができるんじゃないかな？」

　術との相性も必要だが、もちろん不可能なことではない。

　妖術師は魔法使いと違って、はじめから妖術師を目指して修行している者が少ない。たとえば魔法使いとしての修行の最中、魔物との相性の良さに気づいてその道を目指す者もいるし、はじめから修行前に魔物との相性のよさに気づいたが、身を守る術が欲しくてなんらかの技能を身につけてから妖術師を目指す者もいる。

　──つまり攻撃魔法を使える妖術師は少なくない。

「操る本人が知っている呪文じゃないと『人形』も使えないから、レーツェルがえげつない攻撃魔法を使わなかったことに説明もつく」

　以前の『人形』たちが今回のような攻撃魔法を使わなかったのは、純じゆん粋すいに魔力不足だろう。

「確定ですかね。手応えからしてぼくでも解呪できているみたいだし……」

　浄じよう化かの神であるハイリヒ神からの愛が薄いクリストフは、解呪の成功率があまり高くないらしい。呪いの正体がわかっていないまま、一番一般的な解呪の魔法をかけて成功したというのだから、やはり解かれやすい《繰り糸》をかけられていたのだと思う。

　つまり──

「レーツェルは利用されたんだな……伝説の賢者なのに」

　しみじみと呟くと、クリストフが頷いた。

「駒こま扱いですよ、伝説の賢者が」

「情けないね、伝説の賢者」

「間抜けよね、伝説の賢者」

　同意の声が次々と続いて……レーツェルがかっと目を開いた。




「わたしにも言い分がある！」




（やっぱり起きてたか……）

　会話の最中に、ぴくりと指が動いた気がしたのだ。

　同じようにレーツェルが狸たぬき寝ね入いりをしているとわかっていたミアが、ぽそりと告げる。

「起きていたのね、伝説の賢者」

「途中から気がついたけど、クリスにも解けるような簡単な術にひっかかった挙げ句、偽魔王として暴れた自覚があったんじゃないかな？　恥はずかしかったんだよ、伝説の賢者」

　フォローするような口調で追い打ちをかけてくるジョイスの後を継いで、クリストフがレーツェルに目をむけた。

「で、監かん獄ごくにいるはずの伝説の賢者が、どうしてこんなみっともないことになっているんですか？　伝説の賢者なのに」

「たたみかけ……──っ！」

　畳たたみかけるなと、怒ど鳴なりたかったのだろう。たぶん。

　しかし額に青筋を浮かべて勢いよく起きあがったレーツェルは、そのまま白目をむいて仰あお向むけに倒れた──つまりは元の位置に戻った。

「…………立ちくらみですね。目覚めた途と端たん、頭に血を上らせるから」

　やれやれと、自分には責任はないとばかりにクリストフが首を振り、ジョイスがつんとレーツェルの頰をつついた。

「ならすぐに目を覚ますだろ」

「目覚めた場合、このままでいいのか？」

　彼を閉じこめていた監獄のように、魔力を封ふうじなくてもいいのだろうかとフィンが疑問に思っていると、クリストフが少しだけ考えこむ様子を見せた。

「フィンが不安なら拘こう束そくしてもいいですよ。ただ、ここにあなたとジョイスがいるのであれば、レーツェルが呪文を詠唱する前にどちらかが止めるでしょう？」

　見込まれたものだ。しかし自うぬ惚ぼれでなく、それだけの技ぎ量りようはフィンもジョイスも身につけている。

「う……」

　物騒な会話をしている間にレーツェルが再び目を覚ました。

　気を利きかせたミアが、少しぬるめの香こう草そう茶ちやを用意してくれたので、フィンも給きゆう仕じを手伝う。茶器の皿にマインラートからもらったというクッキーが置いてあったのが少し気にくわなかったが、茶菓子に罪はない。

「メイドにでも転職したのか？」

　ミアの姿を一いち瞥べつしたレーツェルが、不機嫌そうに顔をしかめた。

「喫きつ茶さ店てんでバイトしているの。可か愛わいいでしょう？　ジョイスの旦だん那なさんの手作りなのよ」

「…………そうだな。《エヒトの審判》は終わったから、もう好きに働いて……好きな人生を歩んでいいんだな……」

　失われた遠い日々を思うように物もの憂うげに目を細めたレーツェルは、肺はいの中の空気を吐はきだすようなため息をついた。

「なんか重々しいため息のところ申し訳ないけれど、一時的なものだからね。わたし劇作家になる予定なの変わらないから！」

「ああ。そういえば、お前は前世とは関係なく我が道を進んでいたな」

　苦笑して、レーツェルは今度こそベッドから起きあがった。

「ここはどこだとか、どうして寝ていたんだとか騒ぎませんね？」

　からかうように笑うクリストフは、彼がどう返答するか想像がついたのだろう。

「意識はあった」

　レーツェルは目を開けていたし、耳も塞ふさがれていなかった。《繰り糸》は内側からではなく、外側から操る呪術なので、身体が勝手に動いていても、本人の意識や感覚は別にあるのだ。

　ぎりぎりとレーツェルの奥歯が鳴り、引ひき裂さかんばかりに握った毛布にしわが寄る。

「………………わたしが、魔王だと……」

　怒いかりに震えるレーツェルは、人殺しでもしそうな顔つきに変わっていた。

「どこの誰だか知らんが、絶対にこの屈くつ辱じよくは晴らす！」

　普段隙すきを見せない男だから、悔くやしがっているレーツェルというのはなかなか爽そう快かいだ。特にフィンの場合は彼にひどい目に遭あわされたので、ほの暗い喜びを覚えてしまう。

「わたしの住んでいる街なんだから、あまり暴れすぎないでくれよ」

　やんわりとレーツェルのやる気に水を差したジョイスは、「それで」と、ぐっと身を乗りだした。

「顔は覚えているかな？　それとも知りあいか？　場合によっては似顔絵をかける人間を手配するけど」

「呪術をいつかけられたのかは記憶にない。たぶん前日に食事を摂とっていた時から意識がはっきりしていなかった。気がついたらあそこで……笑っていた」

　ただでさえ普段から陰いん鬱うつな表情をより翳かげらせて、レーツェルは大きく息を吐きだした。そして──

　本日何度目かの沈黙が落ちる。

　期待に満ちた顔をしていた者の額に、じわりと冷や汗がにじみはじめる頃、恐れ知らずのミアが質問した。




「それだけ？」




　緊張感が瓦解する。

「わかっているのって、監獄にいた前日になんか盛られたってだけ？　犯人の姿を見たとか、声を聞いたとか、こんな姿を見せたけど実は犯人に目印をつけたとか、超感覚的な力で犯人がどこにいるかわかるとかないの？」

　明け透けな質問は、レーツェル以外の人間の心の声でもあった。

　すっとそらされた紫水晶アメジストの瞳が、すべての返答だった。

　──わからない。

「利用されただけなのね。使えないわ、伝説の賢者」

　半月前に《エヒトの審判》に決着をつけようとした際、レーツェルがフィンにしたことに対して怒りがぶり返したらしいミアの口調に容よう赦しやはない。

「はい、ミアちゃん落ち着こーねー？　背中にどろどろしたモノ背負うの似合わないからね。腐くさっても賢者なんだから、事件の見解とかは参考になるはずだから！　あ。営業再開していないようならお店に移ろうか？　美お味いしいケーキをだしてもらおうよ。ね？」

　猫ねこなで声でジョイスがミアを落ち着かせた結果、続きはローマンの店に移って行うことになった。

　可愛らしい店内で物騒な会話をすることになるが、店主はあっさりと首しゆ肯こうした。

「構わねえよ。今回はちっと騒ぎが大きすぎたようだしな。みんな甘かん味みどころじゃなくて、今日はもう売り上げにならんだろうさ」

　店の外に人通りはない。

　野や次じ馬うまをするような好こう奇き心しんをもつ人間すら家に引っこみ、外を窺うかがっているようだ。

　元からそういった話に落ち着いていたらしく、ぱらぱらと皆が席に座る頃、帰り支じ度たくを整えた従業員たちが顔をだした。

「ローマンさん、ぼくたちそろそろ……」

「……………………」

　ローマンに帰りの挨あい拶さつをしてきたユリアンとマインラートが凍りついた。何を凝ぎよう視ししているのかと視線を追えば、失態を演じてもまだ偉そうなレーツェルが背筋を伸ばして椅子に座っている。

「さ──っ！」

「ま──っ！」

　たぶん叫ぼうとしたのは『さっきの』と、『魔王』だろう。思えば彼らは様子を見に来る名目で、レーツェルが偽魔王を語った騒ぎを目にしていたのだ。

　一言しか口にできなかったのは、近くにいたローマンがさっと二人の口を手の平でふさいだからだ。

「俺のシュガーが偽魔王騒ぎの調査に協力してんの知ってんだろ？　一人や二人不審者が増えたところでがたがた騒ぐんじゃねえよ。偽魔王は文字通りころころ人が変わってんだから、暗示にでもかけられてたんだろ？」

　妻への信頼がなければ口にできない言葉を耳にして、ジョイスが顔を輝かせた。

「さすがわたしのローマン。話が早いね！」

「物わかりがよくなきゃ、お前の男になれるかよ。俺のシュガーが何をしていようが、全部信じて受け止めるさ。愛してるぜ」

「わたしも愛してるよ」

　心からだとわかる一言に、自分が言われたわけでもないのにミアの頰が淡あわく色づく。

「ジョイス様、可愛い」

（ミアのほうが可愛いよ）

　──照れくさくて言えないけど。

　ケーキよりも甘い何かが充じゆう満まんする中、疲れたようにレーツェルがため息をついた。

「……………………帰りたい」

「どこにですかレーツェル。冷静になってくださいレーツェル。大丈夫ですよ。多少呼び名がうざいですが、年を重ねているぶん普段は落ち着きがありますから安心してください。そこの若いのほど公害になっていませんから！　ようやく道連れが増えたんです。逃がしませんよ！」

　明らかに一番最後の力強い宣言が、クリストフの本音だろう。

「ええと……皆さん、話し合われるようでしたら、飲み物でも用意しましょうか？　苦めの珈コー琲ヒーとか」

　ローマンの手から解放されて、落ち着いたらしいユリアンが、ほんのりと頰を赤く染めて提案すれば、クリストフとレーツェルが諸もろ手てを挙げて賛成した。

「業務が終わったのに悪わりぃな」

「どうせ時間が余りましたから、気にしないでください。ぼくがお役に立てるようなら何よりですよ」

　照れたように微笑ほほえむユリアンは、先程の空気に酔よったように、少し浮ついて見えた。だがいつもの穏やかな雰囲気と、男のくせにほのかに漂ただよう物憂げな色香は健在である。
















「あ。じゃあ、お、俺はケーキでも用意するかな？」

　そわそわと周囲を警戒するネズミのように、所在なさげに皆を見回していたマインラートが、逃げ道を見つけたような顔でユリアンの後に続いた。

「わたしも行こうか？」

　臨時店員の性さがか、かたりと椅子を鳴らして立とうとするミアを、マインラートが止めた。

「大丈夫だよ。ミアの好きなケーキを持ってくるからさ」

　口調の馴なれ馴れしさに、ぴくりとフィンが反応する。

（呼び捨て……）

　初日はかなり他人行儀だったのに、いつの間にこんなに距離が縮まったのだと思う。もちろん同じ職場という条件と、ミアが可愛くて人当たりがよくて明るいから打ち解けやすいということが理由なのだろうが、それにしたって──

（ミアももう少し男に警戒心を……）

　自己評価が低いのは知っているけれど、ミアは本当に可愛いのに……。

「フィン？　なんか怒ってる？」

　いつの間にか、眉み間けんにしわが寄っていたらしい。ただでさえ顔つきが鋭いので、そんな表情をすると凶きよう悪あく面づらになる自覚はある。なんと答えたものかとミアを見れば、彼女はほっとしたように笑った。

「なんだ。怒っているんじゃなかったのね。心配事？」

　つき合いの長さを物語る洞どう察さつに、胸をつかまれる。

　言葉が足りなくても通じることに慢まん心しんするつもりはない。現にフィンの恋心は長い間通じなかった。察してもらうことに甘えていてはいけないと知っているから、伝えるべきことは口にしなければならないのだ。

「その……」

「うん？」

「俺以外の男と仲良くされるのは…………心配になる」

　発火しそうなフィンの熱が移ったように、ミアの頰が真っ赤に染まる。

「あのね。わたしフィンが心配するほど……」

　たぶん『そこまでモテないから』とか続けようとしたのだろうが、ふいに目をそらされてしまった。ミアは可愛いと思っているフィンの気持ちが、何分の一か伝わったのだろうか？

　頰を押さえてうつむいてしまった可愛いミアを横目に、マインラートが両手にトレイを持ってケーキを運んできた。

「うん……大丈夫だ俺。わかっていた俺。ちょっと仲良くなってうきうきしていたけど、勘かん違ちがいはしていなかった俺」

　ぶつぶつと呟きながらテーブルに色とりどりのケーキを並べていくマインラートに、自分の感情でいっぱいいっぱいらしいミアは気づかない。いつもこうしてフィンのことだけを考えていればいいのに。

「俺みたいな不細工を好きになってくれる女の子なんていないんだ。知ってた」

「なぜでしょう。鬱うつ陶とうしいだけな男の呟きが、まるで楽園にいる女め神がみの歌声のようです……というか、他人とは思えない」

「いや。あなたに俺の気持ちはわからないと思いますよ」

　怪あやしいものを見るような目で、マインラートはきらきらしい外見のクリストフを見る。

「ええまあ、今のぼくは美しいんですけどね」

「見ればわかりますよ……もしかして、小さい頃は……」

「いえ。ぼくは幼少時より神々に愛された外見でした」

　きっぱりと言い切ったクリストフに「でしょうね」と言い捨てて、マインラートはフィンたちの隣に並べられたテーブルの席に崩くずれるように座り、そこに突っ伏した。珈琲や紅茶の給仕を終えたユリアンも優雅な所作でその前に座る。

　ずっとそこにいるつもりなのだろうかと少し気になったが、ローマンが雇っている男たちだから大丈夫だろうと意識から外す。

「で、何か進展はあったのか？」

　それぞれが落ち着いた頃を見計らって、ローマンが切りだした。

「七番目の偽魔王を捕獲できたのは前進ですかね。犯人の手がかりがないままですけど」

「気がついたらあの場所にいたみたいよ。ほかの偽魔王たちもそうなのかしらね？」

　何気ないミアの言葉に、レーツェルにばかり注目していた面々がはたと首をひねった。

「ほかの偽魔王……そういえばそんなのもいましたね」

「…………偽魔王が複数いたのか？」

　考えてみればレーツェルはクリストフと先行してフェアビーテンにきて、そのまま昨日まで監獄に入れられていたはずである。当然外界の情報は遮しや断だんされていただろうから、この街の騒ぎは知らなかったのだろう。

　クリストフが代表してざっと事件の概がい要ようを説明する。その中には、先程レーツェルが起きあがる前に話し合った仮定も入っていて、《繰り糸》の話では興味深そうに目を細めていた。

　自分に降りかかった災さい難なんなので、レーツェルの理解は早かった。

「それでわたしの身み柄がらはどうなっているんだ？」

「あなたが見つかったという報告は、こちらに戻る前に人を手配して教団と監獄に知らせています。その時は、もしかしたら犯人の手がかりになるような有益な情報を得られるかもしれないと思ったし、伝説の賢者の知恵を借りられたらありがたいので、ぼくたちが監視するからあなたの協力を要よう請せいしたいとも伝えています。あなたの性格からして、このまま大人しく引き下がるわけありませんしね」

　クリストフが小さく笑うと、図星を衝つかれた顔で、レーツェルがふんとうそぶいた。

「長引かせたい事件ではないので、おそらく受理されると思いますよ。ちなみに協力しないつもりなら、監獄に戻っていただくことになります」

「………………仕方あるまい。協力しよう」

「ありがとうございます」

　フィンの隣でミアが「偉そうね」と不穏に呟いたので、なだめる意味で目の前のケーキを一口分切り分けて、小さな口に運んでやる。

　絹のような光沢の生クリームは、少量の洋よう酒しゆと混ぜあわせているせいで見た目よりも軽い口当たりになっている。スポンジ部分は驚くほど柔らかく、そこだけでも十分な味わいを持つが、断面図からもぎっしりと敷き詰められていることがわかる苺いちごと組みあわせると、ミア曰いわく『たまらない』味わいになる。

　途端に口くち許もとをほころばせたミアは、とても可愛い。

「フィンはいいの？　危あやうく殺されそうになったんだよ？」

（いつか殺される覚悟はしていたし、それで《エヒトの審判》が終わればいいと考えていたから、そこまで強く恨んでいない……とか言ったら、怒るんだろうな）

　ミアから目をそらして言い訳を考えて、それらしいことを口にしてみる。

「別にもう《エヒトの審判》は終わったし……あの時のレーツェルは、たぶん俺のことを魔王として憎みたかったのに、俺が魔王っぽくなかったから自や棄けになって『魔王』を作ろうとしたんだろう？　もう審判は終わってしまったから同じことをする意味がないし、もう大丈夫なんじゃないか？」

「フィンは甘いわ。優しすぎるわ。あんまりレーツェルを信用して近づいたら駄だ目めだからね！」

　立ちあがったミアに、ぎゅっと頭を抱えられて、狭い肩に額を埋める。かっとフィンの顔に血が上るが、悲しいことにそのあたりを意識してもらったことはない。

　年頃だというのに無防備に甘やかしてくる癖くせが抜けない少女は、たまに人前だろうとかまわず抱きついてくる。自分の性別や年齢を自覚していないわけではないと思うのだが、甘あま酸ずっぱい羞しゆう恥ちを覚えるような感覚とはまた別らしく、フィンにため息をつかせる。

　ほんの少しフィンが下心をだせば、たぶん危機感を持ってくれると思うのだが……それはそれで惜しいと思ってしまう。美味しそうな甘い匂においが鼻先をくすぐっても、か細い首筋に唇を押しつけてみたくても、温かくて柔らかそうな身体に進んで触れたいと思っても、ひたすら我慢するしかない。

　──生殺しでも幸せだと思ってしまった時点で、フィンの負けは決定しているのだ。

（ああでも……恋人になったんだから、背中に手を回すくらいは許されるかなぁ）

　ひょこりと頭をもたげた下心に従い、両手を背中に回そうとした途端、がたりと椅子の鳴る音がした。ミアの肩に額を預けたまま目の動きだけでそちらを見ると、マインラートが怒りに肩を震わせながらフィンを睨にらんでいた。

「ラートさん？」

　不思議そうに小首を傾げたミアに、ちらりと目をむけたマインラートは、そのまま何も言わずに店を出て行った。

　ため息をついてそれを見送ったユリアンも一人でここにいるのは気まずくなったのか、静かに立ちあがった。

「…………何か協力できることがあればと思ったんだけど、わかっていることはまだほとんどないようだし、ぼくも帰りますね」

　おっとりとそう告げたユリアンに、「おう、お疲れさん」と、ローマンのねぎらいの声がかかる。ふわりと嬉うれしそうに微び笑しようした彼は優雅に一礼して店を退出した。

「ミア、人前ではもう少し慎つつしみなさいといつまで言わせるんですか」

　クリストフの穏やかな指し摘てきに、むうと唇を尖とがらせたミアが離れてしまう。

「あとフィンもぼくを睨まない！　少しは待ってあげたでしょうが！」

　フィンの視線の意味を正確に感じ取ったクリストフの叱しつ責せきに、すねるようにしてそっぽをむく。

「ついでにユリアンとマインラートがいる時に前世の話をするんじゃありません。ローマンはジョイスの身内だから譲ゆずるにしても、あの二人はただの従業員でしょう。特にフィンの前世が世間にばれるのは危険だと話し合っていたのを忘れたんですか？」

「あ。ごめんなさい。フィンしか見えてなかったの」

　反省したようにしゅんと肩を落としたミアの爆ばく弾だん発言に、これ以上ないほどフィンの顔が赤くなる。息が苦しい。生きててよかった。

「俺、俺は……その……気にしてないから」

「…………」

　がたりと無言で立ちあがったレーツェルに、クリストフがすがりつく。

「逃がしませんよ。逃がしませんとも。そもそもあなたは今我々の監視下にあると教えたばかりでしょう！　勝手に離れたらまた牢ろう獄ごくにぶちこみますからね！　一人でこれ以上こんな空気に耐たえられるか！」

　普段の口調をかなぐり捨ててでもレーツェルを逃がさないと主張するクリストフを放置して、ジョイスがミアたちを安心させるようにひらひらと手を振った。

「レーツェルの件でミアがフィンに確認を取った時に、クリスが手早く魔法道具を操作していたから大丈夫だと思うよ」

　見ればテーブルの中央に銀色をした三角錐の小さな石が置かれていた。

　クリスの持つ魔法道具だ。《小音ツヴイツチヤーン》と呼ばれるそれが起動している時は、周辺の会話がすべて小声に聞こえるように変換される。

「普通に聞こえていた声がいきなり小さくなったから、驚いた顔はしていたけどね。魔法道具を見て納得した顔をしていたから、聞いちゃいけない話をしているとわかったみたいだよ」

「…………聞こえていなかったと思います？」

　あの魔法道具は有効範囲内の音が小さくなるだけで、消えるわけではない。

「聞き耳を立ててる様子ではあったけどね。こっちに身を乗りだそうとしたマインラートをユリアンが止めていたから、聞こえていない可能性のほうが高いと思うよ」

「よかった」

　ほっとしたように笑うミアに、フィンの胸がざわめく。

　片思いをしている時ですら、もうこれ以上ミアを好きになることなんてできないくらい大好きだったのに、両思いになっても、自分の気持ちがどんどん重くなっているように感じる。

　幸せで……幸せすぎて、本当に困る。

　同じくらいミアも幸せにならなければ、不公平じゃないか。
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　聖せい杯はいの中に自分の血を数すう滴てき垂たらせば、グレゴールの命令に忠実な魔物が簡単に生まれた。強さも申し分ない。さすがに強い魔物を生みだした直後は魔力のほとんどを奪われて、あまり動けなくなるけれど、元より自分から動く必要はほとんどないのだ。

「便利なものだな」

　一日もかからずに制圧した街の中、鈍く光る金色の杯さかずきを片手に、グレゴールは皮肉に笑う。《エヒトの杯》と、神の名を冠かんする杯なのに、それは片手で収まる程度の大きさだ。脚の部分にはカップについているような持ち手が二つついているだけで、目立つ装飾品もない。

　たまにグレゴールは『エヒト神は今度こそ人間を滅ほろぼそうとしているのではないか』と、熱に浮かされたように考える。

　それだけ聖戦は魔王に有利なのだ。

　妖よう術じゆつ師しとしての能力に特化したグレゴールに操れない魔物はいない。自分の感知に従って魔物を走らせればあっさりと聖杯が見つかるし、強い手て駒ごまを増やせる。おまけに聖杯を持っている間、魔王には一切の魔法が通用しない。

　勇者にとって唯ゆい一いつ有利なのは、グレゴールにとって人間は憎悪の対象で、簡単には殺さないように配慮しているところだろうか。

　──屍しかばねは言葉を話さないからつまらないのだ。

　泣き喚わめいて、みっともなく助けを求める声が聞きたい。

　絶望に凍こおる顔が、とびきりの恐怖から逃げようと必死であがく背中が見たい。

　ほんの数年前までグレゴリーを無視したり、見下した目をむけていた連中が、怯おびえたように頭こうべを垂れる。助けてくれと縋すがりつく──それを踏みにじるのが快感だった。

（悲鳴が聞きたい）

　だが、まだ全力で暴れてはならないと自制する。

　百年前の聖戦で魔王が勝利してから、この国はすでに弱体化している。七日もあれば滅ぼせるだろう。だが、たった七日で楽にしてやるものかと思う。




　──人々を大きな絶望にたたき落としてから、この国を完全に滅ぼすのだ。




　そのためにも、グレゴールは勇者の成長を待たねばならない。人々を照らすその光が、もっと強くなるのを……。

　勇者は人類の希望だ。できるだけ長く勇者を生かして、これ以上ないほど未来への期待が高まってから殺すのだ。

　光なんてないのだと教えて、強い者は弱い者を蹂じゆう躙りんしていいのだと教えて、それでようやく全てを壊せる。

　どこにも救いなんてないと証明したい。

　愛は何も救ってくれないとつきつけたい。

　──そこまでしなければ、培つちかってきたグレゴールの憎ぞう悪おは収まらない。救われない。

　だからグレゴールは滅ぼした街に自分の居城を造らせた。

　暇ひまつぶしの罠わなを道中に散りばめて、ゆっくりと勇者の訪れを待つつもりだ。




　──グレゴールは自らの矛む盾じゆんに気づかない。




　魔王に有利な聖戦を百年ごとに繰り返しているのに、どうして勇者が勝利することが多いのかは考えないのだ。考えたら、今すぐに世界を滅ぼさなければならないから。

　絶望を振りまくのだと笑いながら、戯たわむれに魔物を放ちながら、この国が滅びないよう調整している。

　──どこからどこまでがエヒト神の意思なのか、グレゴールが知ることはない。
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「愉ゆ快かい犯はんなら目立ちたいとか、世間を騒さわがせたいってだけかもしれないけど、事件に犯人の意図は反映されていないのかしらね？」

　ローマンの店で作戦会議を続けながら、ミアが世間話をしているような口調で疑問を呟つぶやいた。返答を欲しがっているような気配はなかったので、単に考えていた事が口にでただけだろう。

　しかしジョイスは面おも白しろそうに問い返した。

「というと？」

「物語だと犯行には犯人の意図が反映されるものなんだけどなぁと、思っただけ。宗教的な数字がどうとか、儀式がどうとか……」

　クリストフとしつこく組み合っていたレーツェルが、その言葉を耳にして「地図はあるか？」と確認する。

「正確なほうがいいだろ」

　意図を察したローマンがわざわざ家に戻って取ってきたのは、警備隊で使用するフェアビーテンの地図だった。基本的に一般人の目に触れてはいけないもののはずだが、もちろん正確なほうが助かるので考えないようにする。

「んーと、ここと、こことここと……」

　日にちも含めてジョイスが地図に直接書きこんでいくと、街の中央を交こう差さする大通り沿いに偽にせ魔王が現れているのがわかった──ちなみにわりと最初のほうでわかっていた情報である。

「…………」

　新しい見解を求めて、皆の視線がレーツェルに集まる。

「大通りに沿っているだけだな。規則性もない」

「深刻そうに眉み間けんにしわを寄せて何を言うかと思えば……」

　力が抜けたように呟くクリストフに、レーツェルは頭かぶりを振った。

「魔物を召しよう喚かんしている時点で確実に妖術師の仕業だ。偽魔王を名乗らせているなら魔王崇すう拝はいをするような救えない連中だろう。そういった人間たちが騒ぎを起こしているんだから、これは逆におかしい」

　そう言われてしまうと、それが真実のように聞こえてしまう。

　もちろん早まるのは危険だが、手がかりがない以上、仮説を立てるための足がかりにはなる。

「宗教や呪じゆ術じゆつ方面からの見解で、少なくとも俺がわかるような法則性はない。なら、注目すべきは場所か人だろう」

「人が多いから逃げやすいんじゃないかとは最初から言っていたわよ。もしも犯人が《繰くり糸》を使っているのなら、人混みに紛まぎれて『人形』を見られるし、操りやすいんじゃないかしら？」

　まだ少し刺とげ々とげしい口調でミアが問いかけると、レーツェルはゆるりとそれを否定した。

「警備隊の連中が出現した場所一帯を封ふう鎖さしたんだろう？　くまなく捜さがして見つからないなら、疑うべきは人間じゃないか？」

　この街の警備隊の元総隊長と、産休中の隊員が顔をしかめた。

「うちの連中にそんな人間はいねえよ」

「真犯人たちに操られたとは考えないのか？　妖術師なら暗示はお手のものだろう。少し記憶を改ざんして、見た物を見なかったことにすればいい」

　レーツェルの質問に、ローマンの頭はすぐに冷めたようだった。

　不機嫌そうな表情を完全には消さないまま、無言でどかりと優美な椅い子すに腰を下ろす。

　ローマンの代わりというわけではないが、フィンは小さく挙手をした。

「なんだ？」

「…………」

　しかめっ面つらのレーツェルを睨にらむミアに手振りで『抑おさえて』と伝えて、フィンは口を開く。

「さっきからレーツェルの語る犯人像が複数いるように思うんだが」

　彼が犯人を語る時、『たち』や『連中』と複数形になっていることに気づいて指し摘てきすれば、当然とでもいいたげに頷うなずかれた。

「魔物と人を同時に操れるのなんてそれこそ魔王ぐらいだろう。《繰り糸》みたいな特とく殊しゆな技術が必要なものは特にそうだ。魔物を召喚するために『人形』の魔力を使うような変形の妖術を使っているのに、人なんて操っていられるか。魔物だけで精一杯だ」

　だから犯人は少なくとも二人以上いるはずだと結論したらしい。

「色々と新情報が入っていたようなんですが、魔物を召喚するために操られている人の魔力を使うのってどうしてわかったんですか？」

「気づいていなかったのか？」

「ぼくは神官ですよ。呪術ならともかく、召喚は専門外すぎます。言わなきゃわかりませんよ」

「《繰り糸》で『人形』に魔法を使わせるにしても、使っているのは『人形』の魔力だろう？」

　それはこちらもわかっていたことだ。操られた『人形』が呪文を唱えていたし、妖術師がその呪文に合わせて魔法を使っていたとも思えない。

「でも、そんな召喚をしたら、魔物とちゃんとした契約が結べなくないか？　命令もできないだろう」

　前世の記憶を頼りに、フィンが首を捻ひねる。

　召喚術とは近くにいる魔物へ呼びかけることからはじまる。魔王のように先天的にすべての魔物と相性がよければ、感覚だけで近くにいる魔物を知り、自分の配下にすることも可能だろうが、普通はそんなに簡単にいかない。

　もちろん妖術師の技量にもよるけれど、広く知られている妖術師の魔物の操り方は、自分の魔力を分け与えて、命令に従ってもらうというやり方だ。

「そういうものなの？」

　クリストフと同じく、召喚術に明るくないミアが、フィンを見上げる。

「かなり変則的なやり方だけど……呼びだすだけなら、可能だと思う。簡単にいえば、『人形』の魔力を餌えさに、『その魔力なら従ってもいい』という魔物を召喚できる。でも普通は召喚するまでの間に妖術師が頭の中で交信して、魔物に命令を下すんだ。それがないと魔物は『魔力につられて召喚されただけ』になる」

　黙って聞いていたジョイスが、ゆっくりとまばたいた。

「………………思ってみれば、偽魔王はもちろん、魔物もあんまり動かなかったね。もしかしたらこちらから攻撃しなければ、無害だったのかな？」

「魔物相手にそれはありませんよ。自分を制せい御ぎよする人間はいないと判断したら、自由に動きだしたでしょう」

　戸惑うようなジョイスの疑問をすっぱりと否定して、クリストフは皮肉に笑った。

「理屈的には人の数だけ魔物が召喚できます。ぼくには今までの騒ぎが予行練習に思えてなりません」

　犯人たちの目的が見えてきたらしいクリストフに、この場の人間を代表するようにミアが小首を傾かしげる。

「なんの？」




「『人形』に名乗らせているでしょう──魔王だと」




　魔王の目的は人間たちへの復ふく讐しゆうであり、この国を滅ぼすことだ。そういった定めの下に生を受ける。

　先日の金こん色じきの光で、世間は《エヒトの審しん判ぱん》が終わり、魔王は退治されたと思っている。犯人たちの目的は、『新たな魔王が世界を滅ぼすこと』ではないだろうか？

　重たい沈ちん黙もくが落ちる。レーツェルが偽魔王になるまで大した被ひ害がいがなかったせいで、『面倒な技を使う愉快犯』程度の認識だったのに、一気に事態が深刻化してしまった。

　かといって、それがわかったところで犯人を見つけられるような手がかりが増えたわけではない。

「……わたしが現れたという場所を見てみたいな。他の偽魔王が現れたという場所も」

　レーツェルの要望に、時間が動きだす。

　魔力の痕こん跡せきや、妖術の痕跡を探るための現場検証は、クリストフをはじめ、地元の信頼できる魔法使いや妖術師にも協力を頼んで行っているが、伝説の賢者ならば今まで見つけられなかったものも見つかるかもしれない。

「なら俺はレーツェルが囚とらわれていた監かん獄ごくのほうに行ってみる。ジョイス、付き添いを頼めるか？」

　妖術師が操る不思議の術ならば、フィンにも何かわかることがあるかもしれない。警備隊でそれなりの地位にあるジョイスがいれば、重犯罪人用の牢ろう獄ごくでも中に入れるだろう。

「いいよ」

「ならぼくはレーツェルと行きますね」

「わたしはフィンと行くわね」

　さりげなく続いたミアの言葉に頷きかけて……凍こおりつく。

「ミア、どうして自分が留守番になったか忘れましたか？」

「忘れてないわよ。教団の過激派対策でしょ？　でも『伝説の賢者』が一時的でも勇者の味方に戻って、一丸となって偽魔王を捕まえようとしている時に、手を出してくる馬ば鹿かがいるとは思えないの。ただでさえ万が一のための警戒だったんだから、もう教団側は警戒しなくてもいいでしょう？　話を聞くのならフィンより得意だし、劇げき作さつ家かの観察眼が役に立つかもしれないし……それになんかネタになりそうな話になってきたし」

　つらつらと語った最後にぼそりとつけ足した言葉に、クリストフが整った眉まゆを嫌いやそうにひそめた。

「聞こえてますよ」

「いいじゃない。わたし元々取材旅行のつもりだったし、フィンとジョイス様が近くにいて、どうやって危険な目に遭あうって言うのよ？」

　クリストフがちらりと視線を投げてきたが、開き直ったミアにフィンが勝てるはずはない。無言で首を振れば、わざとらしくため息をつかれた。

「フィンとジョイスから離れないようにしてくださいね」

「もちろん」
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　フェアビーテンの監獄は裁判所の隣となりに併へい設せつされている。高い壁かべに遮さえぎられていて、三階の長い渡り廊下で裁判所にいけるようになっていた。もちろん監視の目は多く、渡り廊下と一階の玄関は特に厳げん重じゆうだ。

　基本的にこの監獄は重罪人が裁判を受けるために一時的に留まる場所であり、刑期を受けた罪人が入るような刑務所は、また別の場所にある。重罪人といっても政治犯から連続殺人犯まで罪状は様々で、待たい遇ぐうも色々と変わってくるらしい。

　レーツェルはその四階の牢屋で、ここ一週間と少しの時間を過ごしていたらしい。

　寒々とした堅けん牢ろうな石造りの建物だし、窓には頑がん丈じようそうな鉄てつ格ごう子しがはまっていた。のぞき窓のある鉄の扉は閉へい塞そく感かんを誘さそう。

　しかし──

　床には温かそうな絨じゆう毯たんが敷かれていた。壁一面の本ほん棚だな、優雅に寝転べそうな猫脚の長椅子に、ぶ厚いベッドマットが重ねられた寝具。トイレも別らしい。

「……………………宿屋？」

　レーツェルが過ごしていた牢屋を眺ながめ、ぽかんと口を開いていたミアが、ようやくそれだけ呟いた。

「腐っても伝説の賢者ってところかな。処分待ちで『身み柄がらを預かっている』状態だしね。罪状が下されるまでは、『教皇からの預かり物』みたいなものだし」

　ある程度想像がついていたらしいジョイスの説明に、ミアが頷く。

「牢獄生活のわりに、あんまりやつれた感じがしないなと思ったのよね……レーツェルって元から顔色悪いけど」

　吞のん気きな会話を聞きながら、些さ細さいな違和感も見逃さないように隅すみ々ずみまで部屋の中を確認したフィンは、ミアたちの元に戻った。

「たぶん……ここで《繰り糸》が使われたんだと思う。魔物たちが好きそうな気配が漂ただよっている」

　驚おどろいたミアが鼻をひくつかせたり、目を閉じて耳を澄すませたりしていたが、感覚的なものなのでそれではわからないと思う……仕草が可か愛わいかったので言わないけれど。

「うーん。言われてみると、ちょっとなんか濁にごっているような……」

　ジョイスも目を眇すがめるようにしているが、彼女の場合、本当か冗じよう談だんかわかりにくい。

「でも、魔法とか呪術とか使えないようになっている建物なんじゃなかった？」

　それがあるからレーツェルは処分保留中、ここにいるように手配された。

「………………何か感じるか？」

　ジョイスに尋たずねれば、彼女も困惑したように頭を振った。

「わからない。わたしには普通の建物の中にいるように感じる。クリストフあたりに確認してもらったほうがいいかもしれないね。まあ、ここで呪術が使われたというのなら、語るまでもないけど……」

　建物に結界を張る場合は、魔法を封じた複数の核ガイストを法則に従い直接壁や地面に埋うめて、その力を固定する。その場所さえわかれば結界を崩すことは可能だ。しかしもちろん、そんな場所には常に守しゆ衛えいがついている。

「他に気になるところは？」

「すまない。あまり役に立てそうにない。帰ろう」

　ジョイスはともかく、ミアをこんな場所に連れてきてしまったのは気が咎とがめた。それらしい手がかりがつかめないようなら、帰るべきだろうと思ったのだが、ミアが嫌いやがった。

「せっかく普段入れないところに入れたんだから、もうちょっと見学したいわ」

「ミア、遊びできているんじゃないんだぞ」

　我ながら珍めずらしく叱しかりつける口調で告げたら、むっと子供のように唇を尖とがらせてミアが反論する。

「わたしだって遊びじゃないもの」

　この機会に取材したい、自分の目で見たいとむくれる顔も可愛いと思ってしまう時点で、フィンの負けだとわかってはいる。

「…………」

　助けを求めてジョイスを見れば、楽しそうに、微笑ほほえましそうに口くち許もとを歪ゆがめている。

「いいんじゃないか？　逃走経路も検証したいし……ここから《繰り糸》を使ったのなら、犯人も同じ廊下を通ったはずだしね」

　決定だ。

　早さつ速そくジョイスが廊下で待機していた看かん守しゆに、もっと獄ごく中ちゆうを見て回りたいことを伝えて、許可が下りてしまう。喜ぶミアが可愛いから、フィンも引きずられることにする。

　レーツェルは昨日の記憶があやふやだ。だが、一昨日おとといの記憶はちゃんとあるようなので、彼がここを移動したのは昨日から今日の午前中にかけて──

「見回り記録とかあるんじゃないか？」

　ふと思いついて看守を見れば、もちろんと頷かれた。

　レーツェルがいなくなったことに監獄側が気づいていなかったのだから、最後の見回り時間から犯行時までの間に《繰り糸》で連れ去られたのだ。

「面会記録も見せてもらおうか、業者も看守も含めて、昨日と今日の午前中に建物の中に入った人間と、それの記録をつけた人物をすべて教えてくれ」

　建物の中など悠ゆう長ちように回っていられない。

　ばたばたと管理室に戻ると、数人の看守が慌あわただしく机の中身をひっくり返し、ゴミ箱を漁あさっていた。時折聞こえる人の名から察するに、その人物が何かを処分してしまったと考えているようだ。

「何事だ」

　フィンたちと行動を共にしていた看守が厳いかめしく問いかけると、騒がしかった部屋がしんと静まり返る。

　男たちが目配せしあい、意を決した一人が冊子を開いた。

「ひどいな」

　誤ご魔ま化かすつもりはなかったらしい。雑な切り口に数枚のページがなくなっているのがわかる。どういうことだと説明を求めている間に、外からばたばたと管理室に戻ってきた男が二名。

「寮りようにもいなかった！　ほとんどの荷物はそのままだけど、壁にかけてあった私服の上着と鞄かばんがない！　あいつ出ていきやがった！」

　最後はほとんど悲鳴だ。

　ここまでくれば詳くわしい説明などいらない。どうやら彼らの仲間の一人が、ここ数日の見回り記録を勝手に処分して出しゆつ奔ぽんしたらしい。

（偽魔王が暴れている間もここで勤務を続けていたのなら、犯人というより協力者の可能性が高いか……）

　同じことを思ったらしいジョイスが、ぐしゃりと自分の髪をかき上げる。

「レーツェルが偽魔王として捕まったことを知って、行方をくらませたってところだね。もうちょっと慎しん重ちように行動すべきだったなぁ」

「こっちも浮き足だってたから仕方ないわよ。なんせ偽魔王の相手が相手だもの。それに相手は妖術師だって決めてかかっていたから、妖術での犯行は視野に入れていても、協力者という形でのかかわり方って想定してなかったし──妖術師が普通の人と協力できるとは思わなかったし」

「ああうん。それはあるね……思ってみれば捜そう査さに協力してくれた妖術師がいるんだから、普通の人と協力できる妖術師もいるんだよねぇ」

　ひどい台詞せりふだが、フィンにも言いたいことはわかる。

　魔物と行動を密にする妖術師は人嫌いが多い。魔王崇拝をするような者も、ほとんどが妖術師だ。魔物で魔物を退治したり、人の心の闇やみを取り払ったりする善ぜん良りような妖術師は日々肩身が狭い思いをしている。

「…………ね、数日分破られているってことは、その期間、そのいなくなった人が協力したってことじゃない？」

　ふと顔をあげたミアの言葉に、フィンとジョイスがはっとする。

「看守！　ここに収容された人間の顔が見たい！」

　ここにいるほとんどの人物が同じ職業に就ついているのだが、先程まで行動を共にしてくれた男が動いてくれた。

　ずらりと廊下に並ぶ鉄扉の前に進み、フィンは次々とのぞき窓を開けていく。

　先程見たレーツェルの牢獄ほど広くはないが、それでも想像していたほど劣悪な環境ではないようだった。稀まれに永住するつもりなのかと訊ききたくなるくらい立派な調度品を揃そろえている者もいる。すべて独居房だ。

　五つ目の窓で、フィンの動きが止まった。

「ジョイス」

　呼ばれたジョイスが無言で近づいて、窓をのぞく。

「ああ。間違いない。六番目の偽魔王だ」

　フィンとジョイスが手分けをして収容者を確認したところ、少なくとも面識のある偽魔王はすべて発見できた。たぶん出動した警備隊に確認してもらえば、フィンたちの面識がない偽魔王も見つかるだろう。

　蜂はちの子こをつついたような騒ぎの中、いなくなった看守の探たん索さくと、警備隊による偽魔王の確認作業が同時に行われた。それと脱獄経路の調査も。

　記録が失われているせいで、当時出勤した人間の記憶に頼る調査となった。様子のおかしい看守を問い詰めてみると、ふいに眠気に襲われて、短い間うたた寝をしたと白状した者が何人かでてきた。

　内部に協力者がいると、鉄てつ壁ぺきに思えた警備も崩れてしまうらしい。

　レーツェルと共に偽魔王が現れた場所を見て回っていたクリストフを呼んで確認したところ、監獄に張られていた結界が壊されていたこともわかった。修復には時間がかかるため、教団から人を派は遣けんしてもらって、交互に何重もの結界を張ることになった。

　さすがに犯人の探索よりも監獄の結界のほうが優先されるため、クリストフたちに事情を説明するのは後回しになった。

「重罪人をわざわざ脱獄させて、偽魔王にして、戻してを繰り返していたみたい」

　彼らと合流したフィンたち──主にミアが、客のいないローマンの店で彼らに状況を伝え終わった時には、日差しの色が赤く変わっていた。

　いつの間に夕方になったのだろうとも思うし、まだ一日経たっていなかったのかとも思う。なんだか今日は濃こい一日だったなと他ひ人と事ごとのように思いながら、ぼんやりとミアの横顔を見つめていると、クリストフの手で視線を遮られた。

「フィン、聞いてましたか？」

「聞いている。ミアの声は聞き逃さない」

　こちらはジョイスを除き、この街の地理に明るくないので、看守の探索は警備隊の仕事になったことも、いざ真犯人が現れた時に対応できる人間が限られることを理由に、フィンたちは真犯人を継続して捜すことになったこともすべてミアが話していた。

「ぼくも話していたんですけど……」

「…………」

　驚いた顔をしたら、「本当に聞こえていなかったんですね」と、肩を下げられる。

「面倒なことをする理由がわかりませんねと、話していたんですよ」

「重罪人は、裏の社会でも相応の名前を馳はせている人物か、逆に人から隠れるような人物ばかりだから、通りすがりの人間から裏社会の人間に人相の確認をさせても、怖がって知らないと答えられるか、本当に知らない人物なのかの二択になるからじゃないのか？」

　都市の治安を預かる警備隊は、魔物を退治するための班はんと、犯罪を犯した人間を捕らえる班とで大きく二つに分かれていた。もちろんお互いに街中で会う時はあるし、魔物でも犯罪者でも、目の前で暴れていたら互いに協力する。しかし管かん轄かつが違うという意識があるため、必要以上に相手の調査に加わらない不文律ができていた。

　今回の事件も偽魔王の手配書を犯罪捜査班が見ていればすぐに正体がわかったはずだ。

（魔物がいれば退治班の警備隊が出動するしな。妖術師の犯罪もこっちの管轄だから、偽魔王の探索は引き続き退治班が行うことは目に見えている。犯人の手配書ならともかく、利用されたと思われる人間を捜すのに、協力態勢をとるのは退治班のプライドが許さないだろうし……）

　七番目の偽魔王の出現まで深刻な被害が出ていなかったのも、現場の判断を鈍らせたのかもしれない。魔物と相対するだけあって、退治班の人数は多い。早く解決しなければならない事件だが、ここで犯罪捜査班に頼るのは情けないと思う気持ちは理解できる。

　──たぶん偽魔王の手配書もあちらに回さないようにしていたのではないだろうか？

「組織内の確かく執しつを利用したのは偶然か故意かわからないが、偽魔王を捜すための手数を割さくことで、真犯人たちを捜すための人数を減らそうとしているんだろう」

「物事を順序立てて考えることができたのかと、そのことに驚きよう愕がくしましたよ。ミアのことばかりじゃなかったんですね」

　犯罪捜査班ではないけれど、これでも一応警備隊の一員なのだが……なんだか妙みように感心した顔をされてしまった。

「捕まらないように動いているあたり、魔王を目指すにしては慎重だね。魔王がどうこうと叫ばせていたのは、こちらの気をそらすための噓うそじゃないかな？」

　そこまで考えるとなんだか事件がずれていくような気がして、フィンは頭かぶりを振った。

「俺は犯人たちが『本番』に移る前に、『何か』を企んでいる気がする。勘かんだが」

　ミアが大きく頷く。

「わかるわ。魔王を名乗るわりに、犯人の『身を隠している』感じが気持ち悪いのよね。でも、魔王に対するこだわりも感じるの」

　そもそも魔王として暴れるのなら、手っ取り早く大きな魔力を持っているのがわかる人物を捜して魔物を召喚させればいい。大物の魔物をその場に放置して別の街に去り、同じことを繰り返したほうが人々を混乱と恐怖の渦うずに落とせる。

「単純に自分たちに魔力が足りなくてすぐに捕まりそうだから、巧妙に身を隠しているだけかもしれませんよ」

「遊び半分で魔王になりたがっているんだろう。今回の魔王は不ふ甲が斐いなかったからな」

　ふんと鼻を鳴らしてレーツェルが続ける。

「滅びるということが、滅ぼすということが具体的にどんなことかわかっていない」

　空気が冷えていく中、ジョイスが店の奥から地図を持ってきた。事件があった日付と場所を記しているものだ。

「わかっていることだけど、一応ね」

　ペンを手に、印のついた箇か所しよを囲むように円を描く。

「少なくとも、ここのどこかに犯人たちの拠点があるはずなんだよね。もしくは警備隊が見つけにくい避難場所」
















　でなければ、一区間が封鎖されていても簡単に逃げられるものではない。

　中央を通る大通り沿い。しかし完全に中央というわけでもない。

「役所とか公共施し設せつが含まれていれば、逆にそこを疑えるんですけどね……」

「わざわざ監獄から離れた場所に移動して、それから騒ぎを起こしているのよね」

　看守を仲間に引き入れた時のように、警備隊員を数人仲間にしていたとしても、こちらは決まった時間に決まった場所にいるような動きはしないし、隊員を動かすのはその上官だ。そちらの人柄はジョイスもローマンも保証している。

「呪術を使って警備隊に暗示をかけるにしても、短い時間じゃ一人、二人が限度だろう」

「…………ちなみにこの店はどのあたりになるんだ？」

「ああ、ここだよ」

　何気ないレーツェルの言葉に答えて、ジョイスが地図を指さした──彼女が描いた円の中央に。




「……………………………………」




　嫌な沈黙が落ちた。

　警備隊は元総隊長と懇こん意いにしている。教団に認定された勇者の住む場所でもある。

　たとえば店や家に犯人が入っていったというような目撃証言がなければ、捜査の手もおざなりになるかもしれない。『時間を無む駄だにしたくない』と、ここに犯人がいるはずはないと、捜査範はん囲いに入っていても飛ばしてしまう可能性はないだろうか？

「一応言っておくが、俺のアリバイは客が証明してくれるぞ？」

「わたしも証言するわよ。騒ぎが起きたらお客様を心配して厨ちゆう房ぼうから武器を持って店にきてくれるもの」

　ミアの言葉に、奇き妙みような緊張感がふっとゆるんだ。

「ま、まあそうですよね！　さすがにここに犯人が隠れるはずないですよね！」

　誤魔化すように笑うクリストフの声を、淡々としたフィンの問いかけが遮った。

「従業員は？」

「ローマンさんが騒ぎの様子を見にいかせるって、今日も言わなかったっけ？　一人じゃ危険だから、だいたいユリアンがラートさんに声をかけて二人で出かけているの」

　偽魔王騒ぎは、わざわざ店の人間を避難させるほどの距離では起きていない。それでもお客様のことを思えば無視はできないからというのが、ローマンの言い分だ。

「従業員たちは厨房の裏口から外へ？」

「いや……」

「ローマン？」

　ジョイスが促うながし、ローマンは観念したように答えた。

「マインラートは俺の仕事のアシスタントだ。果物を洗ったり、ジャムを作ったり、飾りの焼き菓子やチョコレートの型抜きとか、丁てい寧ねいに扱いたいが、少し手間がかかる作業をしてもらってる──厨房にもくるが、仕事場所はほとんど俺の家の調理場だ」

　欠けていた符ふ号ごうがはまっていく。

　作業場所を考えれば、マインラートなら騒ぎが起こる前に現場にむかうことができる。しかし──

「片方が《繰り糸》を使って、片方が魔物を召喚しているのなら、一人ずつ出かけるのはおかしくない？」

　慎重なミアの意見に、現代の魔法技術に明るいクリストフと、魔法に関しては生きる伝説であるレーツェルが否定した。

「音に関する魔法は、魔法道具で再現できるぐらい研究が進んでいるんです」

「百年前にはなかった魔法が、今では色々と開発されている。音の再生もその一つだ。たとえば悲鳴とか、『魔物が出現した』という叫び声とか……」

　やりようは色々とあるのだ。

　たとえばマインラートが少し離れた場所で悲鳴を再現させて、ユリアンが自分たちで様子を見てくるから、客と一緒にここにいてくれと言い置けば、ローマンは裏の路地が見える厨房ではなくテーブルの置かれた店に待機するだろう。

　マインラートが調理のアシスタントをしていたのなら、足に古傷を負う店主の代わりに倉庫へむかい荷物を運ぶのは彼だったのかもしれない。短い間ならそこに人を匿かくまうことも可能だろう。

　ふらついたローマンが、テーブルに腰をぶつけた。倒れこそしなかったが、顔が真っ青だ。震える手が、ゆっくりと……握られる。

「ジョイス……俺の書しよ斎さい机づくえの一番上の引きだしに、今まで雇ったやつらの連絡先がある。あいつらのも……」

　皆まで聞かず、ジョイスは自宅にむかって飛びだした。

　短い沈黙を挟はさんで、フィンが口を開く。

「あの人たちを雇った時期は？」

「一ヶ月くらい前…………ジョイスが勇者の認定を受けた直後だ」

　身み重おもで危険な旅をする妻が心配でも、人は霞かすみを食べて生きてはいけない。ローマンは妻が無事に旅を終えて戻ってくるのを信じて、店を続けると決意していた。

　増える客足を無視して、自分のペースで仕事をするよりも、ここで働き勇者の帰還を待ちたいと語ってくれた若者と一緒に、店を盛り上げるのだと思った。

　ローマンの口調に噓は感じられない。

　短い会話の間に、ジョイスが戻ってきた。

　地理に明るいジョイスが、レーツェルと共にここから少し離れたユリアンの住所にむかい、フィンとクリストフがマインラートの住所にむかおうと打ち合わせして、それぞれが住所のメモを手にした。

　もちろん戦う手段のないミアは、ローマンとここで待機だ。彼女もこういう時に共に行くというような我わが儘ままは言わない。

「気をつけてね」

　心配そうなミアに、「ああ」と短く応えて、それぞれが駆けだしていく。

　ほんのついさっきまで、空は美しい茜あかね色だったというのに、今はもう何かを隠そうとするような藍あい色に変化している。街灯から伸びる影は長く、濃い。

　──予感はあった。

　レーツェルを保護し、彼から事情を聞いたフィンたちが動いた時には、監獄で看守がいなくなっていたのだから。

　監獄の結界は臨時の結界を張られて修復作業を急いでいるから、いままでのような偽魔王騒ぎは起こせない。店での会話から、偽魔王のからくりがばれたこともわかっている。こうなると、いつ自分たちに追跡の手が回るかわからないと疑ぎ心しん暗あん鬼きになるものだ。

　案あんの定じよう──

　マインラートが住んでいるという集合住宅の管理人を急せかし、その部屋に踏みこんだ時、そこに人影はなかった。

　生活感にあふれた部屋は、ぱっと見る限りただの留守で、しばらく待てば帰宅するのではないかと思えた。

　だが小さなクロゼットは、そこにあった服を別のところに移したかのように、一部分だけ隙すき間まが空いている。ざっと捜したところ、財布の類たぐいもなかった。

　いかにも男の一人暮らしらしい、散らかった部屋なのに、本だけは小さな棚に几き帳ちよう面めんに並べられていた。古めかしい書物の背表紙には、魔王や妖術師にかかわる単語が書かれている。

　丁寧に置かれているぶん、一冊分の隙間がぽつぽつとあるのは目立った。埃ほこりも積もっていないから、ごく最近それが抜かれたのがわかる。

「明らかに、『これだけは持っていこう』というのを持ってでた感じですね」

「そうだな」

　同意しながら本棚の背表紙を目で追っていく。

　ほとんどは誰かから譲ゆずり受けたような古い本だったが、新しい本も少しだけ端はしのほうに置かれていた。

　ケーキの調理本の角は、何度も読みこんだように丸くなっていて、いくつか付ふ箋せんも貼はられている。

　ミアからわけてもらった、彼の手作りのクッキーの味を思いだす。

（美う味まかったのにな……）

　苦い物がこみあがってきて、フィンはそこから目をそらした。
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　前世がやたらと美人すぎた弊へい害がいか、年頃になったミアは自己評価がとても低かった。

　フィンが父親の死から立ち直り、身体からだを鍛きたえて剣技を磨みがくのに夢中になっていた頃、少しだけミアとの距離が開いたのも理由の一つかもしれない。

　もちろんミアが変なちょっかいをかけられないように、できる限り彼女が外出する時はついて回ったが、剣を学ぶ間はどうしたって離れてしまうし、フィンも強くなることに夢中になっていた。

　同じ家で暮らしているという安心感もあったのだろう。

　ふと気がついた時、ミアは前髪を厚あつく下ろして、人前で笑わなくなっていた。

　どうしたのだろうと疑問には思った。

　けれどフィンが顔をのぞきこめばいつもどおり笑ったから、愚おろかな独占欲が顔をだしてしまった。

　限られた人間にだけミアが笑う。自分がそこに含まれているのは気持ちがよかった。

　十五歳になったフィンは、警備隊の見習いとして正式に採用されることになっていた。そうなれば一人前になるまで街の郊こう外がいにある寮りようで暮らさねばならない。普通は正規の警備隊員に昇格するまで三年かかる。早くても一、二年は必要らしい。

　──ミアがそのままでいてくれれば、変な虫が寄りつかなくていいと考えた。

　できれば離れる前に告白したかった。けれど、自分の前世を考えれば、簡単に想いを告げられなかった。

　クリストフに相談を持ちかけて背中を押され、数日間頭を悩なやませて言葉を考え、二人っきりの時を狙ねらってミアの部屋の扉をたたこうとした時──中から、嗚お咽えつをかみ殺したような泣き声が聞こえた。

　普段なら絶対にミアの部屋に入らないようにしているのだが、漏もれ聞こえる声があまりにも痛々しくて、鍵かぎもかかっていない不用心な扉を開けてしまった。

　ベッドの横に両りよう膝ひざをつき、ミアの顔をのぞきこむのは何年ぶりだろう。

　自分から声をかけられず、気づいてもらうのを待つこと数分──

「な……に？」

　毛布にくるまったまま、がらがらの声で精せい一いつ杯ぱい虚きよ勢せいを張るミアに胸が痛んだ。

「泣いているから……どうしたのかと思って」

「泣いてないもの」

　慌あわてて前髪で目を隠そうとする手を、やんわりとつかんで止める。

　泣き顔も可か愛わいいと思いながら、希望にすがってミアの涙の心当たりを尋たずねた。

「もしかして、俺がいなくなるのが寂さびしい？」

「寂しい。それに心配。フィンはわたしがいなくて大丈夫なの？」

　素直な言葉に胸が騒さわぐ。

　でもこれは寝心地のいい毛布を離せない幼おさな子ごの言葉の延長で、フィンの欲しい感情ではないのだろう。それがわかってしまったから、フィンは安易にミアの言葉に飛びつかず、自分の心の中から噓うそではない言葉を拾って口にした。

「寂しいし、怖いし……不安だ。できるなら、ミアも連れていきたいけれど……危険な場所にミアを連れていくのは嫌いやだ」

　街の郊外は魔物が出現しやすい。警備隊員の寮がそこにあるのは、魔物が侵入しないように警戒することはもちろん、それらを撃げき退たいして実戦を積ませる目的もあった。

　しゅんとしたミアが頷うなずく。

「わたしもパパや劇げき場じようから離れるのは嫌だわ……」

「そうだな……ミアはまだ親おや父じさんの側そばにいたほうがいい」

　ミアが俯うつむいた拍子に、長すぎる前髪が彼女の顔を半分隠した。

「わたしがユーディットみたいに綺き麗れいだったら……」

　──フィンは離れなかった？

　か細い喉のどに留まった言葉が聞こえた。少なくとも、ミアは似た言葉を続けようとしたのだと思った。彼女が今までどれだけ自分の外見を気にして、傷ついてきたのかを知ってしまった。

　身勝手な独占欲を優先したせいで、気づけなかったのが悔くやしく、情けなかった。

　口をついたため息にミアの肩が震えたのがわかって、自分は本当に駄だ目めだなと思ってしまう。

　ミアの思いこみを、解いてあげたかった。

「このままでもいいかなと……思っていたんだけど」

　自分だけのミアを諦あきらめながら、毛布のせいで乱れてしまった赤毛をかき上げてやる。形のいい額ひたいと、くっきりとした眉まゆを見るのは久しぶりだ。

　泣きはらした目は可哀想だと思ったけれど、涙に濡ぬれた瑠璃ラピスラズリの瞳が綺麗だった。

「ミアはユーディットより可愛いよ」

　ちゃんと見たくて、ミアの顔にかかっていた髪をすべて後ろに流す。

「おでこも可愛い。目も眉毛もソバカスも全部可愛い」

　気がついたら、クリストフと一緒に考えた告白文の一部が口から飛びだしていた。

　今はその時じゃないと自分に言い聞かせながら、必死で軌き道どう修しゆう正せいする。

　顔が熱い。

「どんな表情でも可愛いし、俺には前のミアのままだし、他人に顔を見せたくないならそれでもいいかなと思ったけど……俺が少し離れている間、一人で泣いているのかと思うとたまらない」

　抱きしめたいと思ったけれど、我が慢まんして子供をなだめるようにミアの髪をなでた。

「落ちこむ必要なんてない。比べる必要なんてない。俺は、み、ミアの笑顔が一番可愛いと思う。ユーディットよりずっと可愛いし、綺麗だ。きっとこれからもっと可愛くなるし、綺麗になる」

　ああ嚙かんだと自分で思う。

　耳まで赤くなったのがわかる。みっともない姿をミアに見せたくなくて、手を引いて横を向いた。

（くっそ。俺って格好悪い）

　これ以上ここに留まらないほうがいいとわかっていたけれど、それでもどうしても気になって、質問する。

「軽けい蔑べつした？」

「なんで？」

「本当は、もっと早くにミアはそのままでいいって言ってやれたのに…………言わなかったから。ミアの笑顔が見られる俺は特別なんだなって、嬉うれしかったんだ」

　少し考えるように沈ちん黙もくして、ミアは小首を傾かしげた。

「フィンはわたしがユーディットみたいに綺麗ならよかったのにとか思わないの？」

「ユーディットよりミアがいい」

　即そく答とうする。

　正しよう真しん正しよう銘めいの本音は、どうやら彼女に伝わったらしい。

　きょとんとした顔をした直後、ミアは破顔した。

　両手をいっぱいに広げて、感かん極きわまったようにフィンの首に抱きついてくる。

　両膝をついた姿勢の時に、突然のしかかるような体勢で体重を預けられ、尻しり餅もちをつきそうになったけれど根性で堪こらえた。

　しっかりとミアを受け止める。




「フィン大好き！」




　それはこっちの台詞せりふだと、心から思う。

　ミアが大好きだから、いつも笑っていてほしい。

　しようと思った告白は宙に浮いてしまって、ミアは以前のような明るさを取り戻し、その笑顔はフィンの特別ではなくなってしまった。

　それでもミアが幸せであれば、フィンも幸せだ。
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　慌ただしい一日が噓のような静かな夜だった。

　普段は遅くまで通りをうろつく酔よっ払ぱらいも、深刻さを増した偽にせ魔王の出現に早く寝ね床どこについたらしい。

　遠くで犬の鳴き声がする。

　建物の陰からひょこりと顔をだした大小二つの影は、街がい灯とうに照らされた道を横断し、周囲を見回しながらウーア・シュプリング教団が管理している宿しゆく坊ぼうの前に止まった。

「ここか？」

「ああ。間違いない。二階だ……この位置なら、君にも同じ物を見せることができるよ」

　すらりとした体格の男が、背の低い男の額に手をあてる。

「君にヴァッフェ神の加護を」

　監視を司つかさどる神の加護は、いわゆる千せん里り眼がんの力を人に与える。距離を気にしていたようだから、それほど深い神の愛は受けていないのだろう。

（ユリアンは神官の修行をしていたのか）

「珍めずらしいわね。元神官の妖よう術じゆつ師しって。神官の修行中に素質に気づいたのかしら？」

　小さな声は、フィンにしか届いていないだろうと思う。あちらに見つかる見つからない以前に、暗くら闇やみの中でミアと二人きりだと意識してしまうから止やめてほしい。

　ちなみにジョイスとクリストフは別の場所に待機している。あいつらがどこからやってくるのか読めなかったため、万一にも捕とり逃のがしがないように分散したのだ。できればミアにはローマンと一緒に留守番をさせたかったのだが……犯人が顔見知りだとわかったせいで危機感が薄うすれてしまったのか、説得要因として同行を押し切られた。

「あ。フィン、なんかやってる」

　小さな体格の男が、まるで楽団の指揮者のように両手をあげたのがわかる。少し離れているので指先の動きまでは確認できないが、細かく動いているのは何となくわかった。

　歩きだす。

　夜道は足音が響ひびきやすいため、すぐには動かない。

　様子を見ていると、宿坊の扉が静かに開かれた。レーツェルだ。

　予想はしていたけれど、話に聞いていたような意識の混こん濁だくがなかったので、操られることはないかもしれないと心配していたのだが……こちらを油断させるために、わざと意識を自由にしていたらしい。

（やっぱりレーツェルのケーキに仕込まれていたんだな）

　ケーキを選んだのもマインラートで、彼は手伝うというミアの申し出を断っていた。

　──《繰くり糸》を使うためには、事前に呪じゆ術じゆつを込めた食べ物を『人形』の体内に入れておく必要があるのだ。

　ふらりとレーツェルが道に出てきた。ぎこちない歩き方は、まるで酔っ払いのようだ。

　いつも一つのお下げにしている髪はそのまま背中に流れ、夜風に揺れている。相手を不審がらせないように衣服は寝間着でいたはずだが、どうやら《繰り糸》でいつもの服に着替えさせられたらしい。

　彼がでてくるのを待ったため、ユリアンやマインラートから距離が開いてしまったが、慌てることなくレーツェルの後を追いかける。合流することはわかっていた。少なくとも最終的にある程度近寄らねばならない。

　──彼らは再びレーツェルに魔物を召しよう喚かんさせようとするはずだから。

　大通りにでた細長い影が、中央にむかって進む。

（予想通りだな）

　王都はこの国の政治の中心であり、北側には城や、裁判所などの主要施し設せつが置かれている。文明が進んで庶しよ民みんの生活水準があがり、貴族でなくても議会に参加できるようになっているため、貴族という称号は昔ほど社会的地位を感じさせるものではない。

　王も敬うやまわれてはいるものの、憲法が変わったせいで絶対的な権力は有していない。半ば形けい骸がい化かしても、建物は残っているし、王の住む城が国の象徴であることは変わりない。

　街の主要道路が交差する手前には、休日に市場が立つような広場がある。その中央には神に選ばれた初代の勇者が、一人の青年に王おう冠かんを載せている像が建てられていて、それがフェアボート国の建国を表しているとされていた。

　広場より北側は、許可がなければ通れない道も多く、あちらこちらに守衛が配置されていて、ふらふらと歩いていたら確実に職務質問が待っている。

　しかしレーツェルは広場の像の手前でぴたりと足を止めた。

（まあ、ここだろうな）

　──舞台を選ぶのならば、ここが相応ふさわしい。

　マインラートとユリアンがどれだけ真剣に魔王に成なり代わろうと思っているのかはわからないが、妖術を扱あつかう者としてレーツェルの魔力に目をつけないはずはない。

　最後に大きな騒ぎを起こしたくなったり、もしくは本気で国家転てん覆ぷくを目もく論ろみたくなる気持ちは、正直理解できてしまう。

　それだけ、レーツェルが呼びだした魔物は今までと格かくが違ったのだ。

「ミア」

　ベンチの陰に身を潜ひそめたまま呼びかければ、皆まで言わせずミアが頷く。

「息を潜めて待ってる」

　像に背を向けて、レーツェルは両手を広げた。

　いつも彼が編み上げる完かん璧ぺきかつ優美な魔ま法ほう陣じんとは異なる、赤黒い穴のような空間が前方の上空に一いつ瞬しゆんだけ開いてそこの空気を波打たせた。




　ドンッ！




　強い風がベンチの陰から飛びだしたフィンの足を掬すくおうとする。

　レーツェルにむかってまっすぐ走っていたフィンは、その一瞬だけ足を止めて──行き先を変えた。

（見つけた！）

　今のフィンは妖術師ではない。偽魔王の魔力とそれを利用して召喚された魔物のつながりはわかっても、それらを結びつけた第三者を捜さがすのは困難だ。

　──だが結びつけている最中であれば、どこでそれを行っているのかくらいはわかる。

　彼らは東に走る通りを一つ挟はさんだむこう側で、建物と建物の隙すき間まにできた狭い路地に身を潜めていた。

　こんなにひと気のない場所でも、万が一罪に問われることがないよう隠れている時点で、彼らは今夜この街を滅ぼすつもりがないのがわかる。

「その程度の覚悟で！」

　過去の記憶が蘇よみがえる。

　すべての人間に絶望して、魔物だけが味方で、自分の身の置き所がない心細さを、フィンは今も夢に見る。

　人間が周りにいるほうが孤こ独どくだった。寂しかった。怖かった。

　苦しめられたぶん憎かった。憎すぎてすぐには殺せず、限界まで苦しめたいとそう願った──胸の痛みは過去の傷が原因だと思っていた。

　幸せな今だからこそ、フィンはいかにグレゴールが愚かだったのかわかる。人を滅ぼすことしか望めない人生を哀れだと思える。

　その思いを知らず、怒りを、寂しさを知らずに──




「俺の名を騙かたるなぁっ！」




　大通りに並んだ街灯から届いたわずかな明かりが、鞘さやから放たれたフィンの剣を鈍にぶく主張した。

　大きく開かれたそれぞれの瞳が、恐怖とフィンの剣を映す。

　残光を引きながら振り下ろされたフィンの剣は、血しぶきをあげる前にくるりとひっくり返されて、柄つか頭がしらの硬い部分で二人を殴おう打だした。
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　倒れた二人を同時に抱えて動かすのは、フィンの腕力でもさすがに無理だった。仕方なく二人の襟えり首くびをつかんで、引きずって歩く。

　正面をむきながらそれをするのは難しかったので、後ろ向きで広場に戻ることになったのが、我ながら少し格好悪いなと思う。

　魔物の召喚は成功し、レーツェルの魔力に呼び寄せられた魔物が顕けん現げんしたはずだが、特別急がずに広場に戻った。

　──案あんの定じよう、大きな魔物の死体の上に、剣を突き立てたジョイスが座って、クリストフやミアと一緒にフィンの帰りを待っていた。

「重かった」

　大きく息を吐はきながら、皆の前に二人を転がす。

　マインラートの首に手をあてて脈を確かめたらしいクリストフは、ほっとしたようにユリアンにも同じことをすると、ぺちぺちと軽く頰ほおをたたいた。

「起きませんね。そんなに強く殴ったんですか？」

「柄の先で殴っただけだ」

「…………物で殴るのは危険ですよ。いえ、あなたの場合、拳こぶしも充じゆう分ぶん危険ですが」

「二人も相手しなきゃならないのに、これ以上手加減できるか」

　ちなみにレーツェルはフィンが去ってしばらく経たったら、糸が切れたように気を失ったらしい。細いけれども身長のある男を動かすつもりはなかったのか、急速に腐り落ちていく魔物の隣となりで見慣れた姿が横たわっている。

「フィン、無事でよかった！」

　両手で抱きついてきたミアの背中に、両手を回していいものか否か悩んでしまう。

　見上げてくる顔が可愛い。唇を重ねたい。

「これで家に帰れるね」

　ほっとしたように笑うから、小さく頷くと、ミアが離れてしまった。

　ジョイスとクリストフによって後ろ手に縄なわをかけられて転がっている、マインラートとユリアンに近寄ったミアは、つんと意識の確認をするように二人の頰をつついた。

　離れてしまった体温を惜しむように両手を見下ろして、握る。

　偽魔王の正体を暴き、捕らえた。

　これで教皇に保護してもらえる。故郷に、トラオムに、ミアの父の元に帰れる。

　──それでもまだ、フィンはミアに触れない。

　触れてはいけないと自制してしまう。

　過去は消えない。現状は変わらない。

　フィンはまだ前世の夢を稀まれに見るのだ。

　──自分ではない誰かに、忘れるなと囁ささやかれるように。

　警戒心の強い小動物のような仕草で、つんと元同どう僚りようたちの頰をつついていたミアは、彼らが起きないと知るとこちらを見あげた。

「この人たちはどうして魔王になりたがったのかしらね？　あとどうしてローマンさんの店で働いていたのかしら？」

　そのあたりは警備隊あたりが詳しく取り調べてくれるだろうが、冷静に考えると、彼らは《エヒトの審しん判ぱん》が終わる前にローマンの店で勤めはじめたのだから、順番がおかしい。まさかはじめから魔王に成り代わろうとしたわけではあるまい。

「…………本人に聞いてみればいい」

「あ。起きたの？」

　乱れた髪を夜風になびかせながら、広場の街灯に照らされて濃い陰いん影えいを身に纏まとったレーツェルは、そこに立つだけで充分迫はく力りよくがあった。

「お前らもお、き、ろ」

　辞書を持つだけで精一杯に思える腕がユリアンの胸ぐらをつかみ、覚かく醒せいを促うながすというよりは暴力に近い勢いでびしばしと頰をたたいて、マインラートにも同じことを繰り返す。

「うっ……」

「ううっ」

　小さく呻うめいた二人は、ほとんど同時に覚醒した。

「起きたな小こ童わつぱ共ども」

「うわあああああああっ！　魔王様が降こう臨りんしたぁっ！」

「すいません！　すいませんっ！　他界されたと思ったんですぅっ！」

「誰が魔王だああああああああああああっ！」

　青白い顔に青筋を浮かべて怒鳴るレーツェルを前に、二人はますます萎い縮しゆくして、謝罪を繰り返している。たぶん自分がどうして謝っているのかも理解していないだろう。
















「はいはいレーツェル。餌えさ役やくご苦労様でした。また貧ひん血けつ起こしても面倒見切れないので休んでいて下さい」

　横からでてきたクリストフが、レーツェルをなだめて近くのベンチに座らせる。やはり疲れていたのか、彼は大きく息を吐いて、そのまま動かなくなってしまった。しかしその目は獲物を睨にらみつける狼おおかみのようにユリアンとマインラートを捉とらえている。

「まあ、ぼくらがやらなくても、警備隊の皆さんが尋じん問もんしてくれると思うんですが、気になるので質問させて下さいね。なんでこんなことをしたんですか？」

「…………」

　沈黙を続ける男たちの前に、核ガイストの回収を終えたジョイスが立った。

「…………わたしのローマンはいい男だけど、威い圧あつ感かんが有り余っているせいで初対面の人はなかなか近づけないんだ。たまにケーキの味に惚ほれこんだ女の子が入ってきても、わたしに特別な感情を抱いてしまって長く続かなくてね。旅先で何通かローマンと手紙のやり取りをしたんだが、『今度の従業員は長く続きそうだ』って、文面から伝わるくらい嬉しそうだったんだよ」

　淡々と言葉を紡つむいでいたジョイスは、涼すずしげな顔を歪ゆがめたユリアンにいち早く気づいて、その胸ぐらをつかみあげた。

「どうしてローマンを裏切った？」

　低めた声が、秘めていた怒りをにじませる。

　ぐっと眉をひそめたユリアンは、苦しそうな声で語りはじめた。

「……ぼくたちは、同じ師に妖術を学んだ。師が魔王様を支持していたから、自然と我々も世界に魔物が満ちる世界を望むようになった。元々……きっかけは違うが、二人とも世界に嫌気がさしていた時に、魔物との相性のよさに気づいたから、来きたるべき聖戦を待っていたんだ」

　──そして勇者は教団に認定され、密ひそやかに人々の間に《エヒトの審判》がはじまったことが知れ渡った。

「勇者がこの街の警備隊にいたことを知って、家を突き止めた……それが、ローマンさんの店だった。ぼくたちは……彼が勇者の弱みになると思って、従業員に応募したんだ──足が多少不自由でも、あんまり勝てる気がしなかったけれど」

　ふっと自じ嘲ちようするようにユリアンが笑う。諦めたような、何かを振り切るような表情に、ジョイスが何か気づいたらしい。

「お前……」

　彼女の言葉を待たずに、ユリアンは続けた。

「思っていたより早く、聖戦が終わってしまった。勇者の勝利に…………ぼくたちは絶望した。もう、この世界に希望はないと、生きて……いけないと……」

　女性のように長い睫まつ毛げから、涙の粒がこぼれて街灯の明かりを映した。

　マインラートもまた、辛つらそうに顔を歪めてそっぽをむき……そこにいたミアを見つけて、何かを堪こらえるように唇を嚙む。

「ぼくたちは魔王を求めた。でも力が足りないこともわかっていた。だからせめて──勇者たちを殺せないかと考えたんだ」

　倒したはずの魔王が現れたと知れれば、勇者たちが戻ってくる。そのための偽魔王騒ぎだったらしい。

　しかし──

「勇者らしき人はローマンさんといちゃいちゃしているし、勇者に従う魂たましいの持ち主らしき人たちもいちゃいちゃしているし……本当に勇者なのか確信が持てなくて」

「ああ」

　ずっとユリアンたちを睨んでいたレーツェルが目をそらして、なにやら重たげなため息をついた。

「すいません」

　反射のようにクリストフがユリアンたちに頭を下げる。

「強いのはなんとなくわかったけれど、玉ぎよく砕さい覚悟で挑いどむ相手を間違えたらそれこそ自分の人生に意味がないなとラートと相談して、じっくり見極めようとしていたら……」

　七番目の偽魔王にあたったのだとユリアンは告げた。

　偽魔王は協力者の看守が選んでいたらしい。あらかじめ《繰り糸》の呪術がかけられていた物を食事に紛まぎれこませて、看守の勤務表に合わせてユリアンたちが動いていたそうだ。彼が午前勤務の時は偽魔王騒ぎが午前中に起こせるように動いてもらい、彼が夜間勤務の時は食事の仕込みを依頼していたらしい。

「ちなみに協力者の彼は？」

「田舎いなかに帰るというので、金を渡した。彼もまた魔王様を崇あがめる同士だった……」

　それですべてを言い終えたとばかりに、ユリアンは小さく笑った。

　マインラートも暴れる気力をなくしてしまったのか、目を閉じて横たわった体勢のまま動かない。

「わたしはそこまで長く滞在するつもりがないし、ジョイス様はこれからどんどんお腹が大きくなるだろうし……ローマンさん、また一人でお店を回すことになるのね」

　心配そうなミアのため息に、犯人の二人は辛そうに顔を歪めた。目的があって潜りこんだものの、どうやら店での生き生きとした様子は噓ではなかったらしい。

「そんな顔をするぐらいなら、騒ぎを起こさなければよかったのよ」

　義ぎ憤ふんに駆かられた容よう赦しやのないミアの言葉に追い詰められ、一度は気力をなくしたユリアンの瞳に怒りの炎が灯った。

「あんたに……あんたに何がわかる！　女の子らしい可愛い格好に喜んで、いい身体をした恋人に人目も憚はばからずひたすら甘やかされて、見るからに幸せいっぱいのあんたに言われたくない！」

　何が気に障さわったというのか、今にもミアに詰め寄りそうな気配を察して、フィンが楯たてとなるべくミアの前に立った。

　──どうやら、それがさらに彼の怒りの火に油をそそいでしまったらしい。

「親友に告白して『気持ち悪い』と振られたぼくの絶望が君たちにわかるかあああああああああぁっ！」




「わかるともさっ！」




　血を吐くようなユリアンの叫びに、間かん髪はつを容いれずにジョイスが叫び返した。

「この気持ちが一般的でないことなんて、誰よりも自分がわかっているんだよな！　でももう言わずにはいられないぐらい気持ちが膨れあがって苦しかったんだよな！　たぶんもう……あいつ以上に惚れられる人間なんていないと……」

　呆あつ気けに取られたユリアンの胸ぐらをつかんだまま、相あい槌づちも待たずに語っていたジョイスは、何を思いだしたというのか、橄欖石ペリドツトのような澄んだ瞳に涙をいっぱいにためて声を詰まらせた。

「それなのに……気持ち悪いはないよな。そう言われるのを覚悟していても……実際にそう言われると、自分が本当に気持ち悪い存在になったように思うよな。世界が自分を受け入れてくれないと思うよな。死にたくなるし、滅ぼしたくなるんだよ……わかるよ。知ってるよ」

　ぼたぼたと涙をこぼして、ジョイスはユリアンを抱きしめた。

「わたしも知ってる。辛かったな」

　心からの声が伝わったのだろう。

　まるでジョイスの涙が移ったかのように、ユリアンの瞳に涙が浮かんだ。

「………………つらかったよ」

「わかるよ……」

　二人して泣きはじめてしまったのを遠目に、「そういえば前世のジョサイア様ってそうだったものね」と、何やらミアがぶつぶつと呟いている。

「共感は別にいいですが、気持ちがわかるからって逃がしたりしないでしょうね？」

「それはないだろう。妊にん婦ぷだろうと警備隊だ」

「なあ。もう帰っていいか」

「待って下さいレーツェル。眠いんですか？　おじいちゃんですか？　もうちょっとで終わるから空気読んで頑がん張ばって下さい！　聞くことは聞いたので、後はもう警備隊に引き渡すだけですよ。顔はいいので、彼もきっとこれから人生をやり直せます」

　投げ遣やりな態度になってきたレーツェルを励はげますための何気ないクリストフの言葉は、しかし今まで黙っていたマインラートを刺激してしまったらしい。

「顔の悪い俺は、やり直せないのかな……」

　広場の街灯が半分くらい消えたのではないかと思えるほど、急に空気が暗くなった。

「チビで出っ歯で一ひと重えな不細工の気持ちなんて、顔のいいお前らにわかるもんか。近づけば離れられる、にこやかにしたら気持ち悪いと言われる。女の子が好きそうな一芸を身につけてケーキを作っても、好きだと言われるのはケーキだけで、俺を好きになってくれる人なんていないんだ……」

　ぶつぶつと、半ば独り言に近い声で呟くマインラートに、さしのべられる手があった。

　片かた膝ひざをついてマインラートが起きあがるのを手伝ったクリストフは、そこに彼を座らせて静かに告げた。




「わかります」




　上品な美び貌ぼうの男に言われても、説得力なんてないだろう。けれど真しん摯しな眼差しと声は、マインラートが目を離すことを許さない力があった。

「中身を必死で磨みがいても、なんだかんだで人はまず見た目を秤はかりにかけるんですよ。中身をじっくり吟ぎん味みするのは外見を受け入れてからなんですよ。愛あい想そよくしたって、どんなに気を回したって、不細工は『お友達として好き』以上にならないんです！」

「追い打ちをかけてんのかあんた……」

　荒れた口調で睨むマインラートに、クリストフは穏やかに首を振った。

「知っているだけです。わかっているだけです。ぼくがこの外見に生まれてどれだけ救われたか、きっとあなたにはわからないでしょう」

「わかんねーよ！　自じ慢まんか！」

「大丈夫ですよ。神々に愛されれば、やがて救われます」

　あまり前世を語りたがらないクリストフだが、たまに自分のことを口にする時は『チビで出っ歯で目つきの悪い一重で、ひたすらもてなかった』と大げさなほどに嘆なげく。本人曰いわく、神職の道を選んだ理由は色々あるが、美しく生まれ変わらせてくれた神々に対する感謝の気持ちも含まれているらしい。

　もちろん、そんな事情が言葉で伝わるわけもない。

「宗教勧かん誘ゆうか！　ふざけやがって、ふざけやがってぇっ！」

「どうしてジョイスの場合は心が通じたのに、ぼくの時は伝わらないんですかね？」

「人じん徳とくじゃないか？」

　感じたままを答えたフィンは、面倒くさいなと思いながら、肩を震わせるマインラートから目を離した。警備隊を呼びに行くとしたら自分だろうから、そろそろミアをクリストフに預けようと後ろをむけば、フィンの愛しい少女は今にも嚙みつきそうな形相の男の前に腰を下ろして、目を合わせている。

「だから世界を滅ぼしたかったの？」

「…………」

「あのね。百年前に勇者ジョサイアと共に戦った盗とう賊ぞくオットーは、あまり見み目め麗うるわしい人じゃなかったの。ジョサイア様は男の人が好きだったんですって。人には言えないぐらい嫌な思いをたくさんした人たちなの」

　すっかり大人しくなったユリアンとジョイスも、その声に目をやる。




「でも、二人は仲間と一緒に世界を救ったわ」




　凜りんとしたミアの声に、誰も一言も口にできなかった。
















　彼女もまた自分の外見に傷きずついていたと知るのは、ここではフィンとクリストフだけだ。

「人間誰しも、生きてりゃ大なり小なり嫌なことはあるわよ！　他人より自分のほうが恵まれないことなんて山ほどあるし、努力を認めてもらいたいのに認めてもらえないこともあるわ。自分の不幸に酔って暴走して、人様に迷惑をかける暇ひまがあるのなら、そこからどう進むのか考えなさいよ！」

　ジョイスの共感を得て一度は大人しくなったユリアンが、すっと目の色の暗く落とした。

「簡単に言う」

「そこまで難しいものだとは思えないんだもの。ユリアンは女性はどうやったって受けつけられないの？　恋をするなら男がいいの？　たまたま男が好きになっただけなの？」

「思春期にそのあたりは悩みつくした。ぼくは男しか愛せない」

「なら自分を愛してくれる男を見つける努力をしなさいよ。もしくは自分自身で性別を乗り越えるほどの魅み力りよくを身につけるべきだわ」

　否定するのではなく、つかみ取る努力をしろと語るミアに、ユリアンはもちろん、ジョイスもまたぽかんと口を開いた。

「ラートさんだって、広い趣味を持つ女性を探すか、外見以上の魅力をみせつければいいだけの話でしょう？」

「俺たちだって努力したんだ！」

「努力なんて知らないし、今わたしにわからないようなら、努力の方向が間違っていたんじゃないの？　わたしにわかるのは短い時間で知ったあなたたちと、今、目の前にいるあなたたちの印象だけだわ」

　いっそ気持ちいいほどすっぱりと、ミアはマインラートとユリアンの訴うつたえを切り捨てた。

「口だけならなんとでも言える」

「そうよ。だってわたしはあなたたちじゃないんだもの」

　平手で頰を打ぶつような言葉は、自分に自信がなくて、心に傷がある人間には少し痛い。

　けれどミアは口を閉じない。

　彼女自身にも傷があるのに、目を背そむけることを許さず、突きつける。

「この国を滅ぼして、国民全員の命を背負って暗く孤こ独どくな一生を送るより、言うだけはできる努力をしたほうが簡単だと思わない？　あなたたちが自や棄けになって実行しようとしたことが成功したら、『将来自分を好きになってくれた人』まで殺すことになったのよ」

「そんなの……」

「いないと決めつけないで。いると希望を持って。それだけで目の前に広がる道は明るくなるでしょう？　進むのが怖くなくなるでしょう？」

「ミアは……俺の希望にはならないんだろ？」

　すっかり肩を落としたマインラートが、目をそらしてぼそりと尋ねた。

　独り言のような口調だったが、目の前にいたミアに届かないはずはない。

「わたしはもう自分の道を見つけて、一緒に進む人も見つけてしまったもの。だからラートさんの希望はわたしじゃないわ」

「………………ひでぇ。希望を持てとたきつけるだけたきつけて、放りだすのかよ？」

「もちろんよ。わたしの人生なのに、わたしが好きに生きなくてどうするの？」

　笑う。

　傲ごう慢まんなほどのその強さを求め、弱さを武器に寄りかかろうとしたマインラートは、ようやくふっきれたように大きく息を吐きだした。




「そりゃそうだ。俺が望むのは、俺の人生だもんな」




（俺の……人生……）

　マインラートの言葉が、ぐるりとフィンの頭の中を回る。

（俺の……希望）

　ミアの言葉が胸に突き刺さる。

　動けないでいる内に、誰すい何かの声が聞こえてふと顔をあげれば、そう遠くない場所に明かりが見えた。

　夜中に不審者がいるとでも通報されたのかもしれない。

　丁ちよう度どいいとジョイスが手をあげて、顔見知りらしいその男に、自分の存在を気づかせる。




　──こうして、偽魔王は捕まった。
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　晴れ渡った空の下、すっきりとした笑顔でクリストフがローマンの店に報告に現れた時、フィンはミアと一緒に店の制服を着て働いていた。

「今度はフィンも手伝ってるんですか？」

　目を丸くしてフィンの制服姿を見たクリストフに、言い訳のように答える。

「人手が足りなくなったから……店の給きゆう仕じと、たまに珈琲コーヒーを淹いれたりしてる」

　フィンの愛あい想そうが足りないぶんは、ミアがフォローしてくれている。珈琲ならば、ミアの家で焙ばい煎せんからやっていたので多少は自信があった。

「ジョイスは？」

「裏で手伝っている。呼ぶか？」

「ぼくも暇ひまじゃないので、伝えておいて下さい」

　フィンが案内した席に座ったクリストフは、注文も言わずに、本題に入った。

「教皇猊げい下かから正式にフィンへの免めん罪ざい符ふが発行されました。もしも誰かに前世がばれても、これでいきなり問もん答どう無む用ように襲しゆう撃げきを受けたりすることはありませんよ。よかったですね」

　鞄かばんから取りだされた羊よう皮ひ紙しの証書に、ほっと息をつく。

　フィンは別に信心深くないし、教皇の赦ゆるしが心底欲しいとは思っていないが、ミアや彼女の父に迷惑をかけることだけは、何があっても避けたいので、こういった保険があるのはとても助かる。

（これで……）

「まだ他にも心配事ですか？　ちなみにレーツェルはしばらく猊下預かりとして、聖都ゲシュテルンの巨大書庫の管理を申しつけられていますよ」

「いや、別にレーツェルのことはそんなに……」

「ぼくはまだ細々とした後処理が残っているので、しばらく帰りませんが、君たちは大おお手でを振って帰れるというのに、どうしてまだそんな顔をしているんですかね？」

　自分勝手な言い方をするわりに、なんだかんだとクリストフは面倒見がいいし、細かいところに気がつく。

「『死に方を迷っているのに、ミアの側そばを離れたくない』と思い詰めていた時と、同じ顔をしていますよ？」

「そ、そういう相談をしたことはないはずだが……」

「何年面倒を見ていると思っているんですか。あなたたちが何を考えているのか、だいたいわかりますよ」

　その証拠とばかりに、クリストフが立てた人差し指を横にむけた。

「『またクリスにばっかり相談してる。わたしが一番側にいるのに、どうして相談してくれないの？』とかですね」

　むくれた顔をしていたミアが、驚いたように目を丸くした。

「凄すごい。よくわかったわね？」

「あなたたちはわかりやすすぎます。大人になるならもう少し腹はら芸げいを学びなさい──で、フィンは何をぼくに相談したいんですか？　見たところ女性の口く説どき方ではないようですが……」

「あの……」

「ものすごく言いにくいなら、ひと気のない場所……ローマンさんに奥の家使わせてもらう？　嫌いやだけどわたしも席を外すわよ？　嫌だけど」

　気遣いつつ主張はするミアに小さく笑って、ちょっとだけ肩の力が抜けた。

「夢を……」

　途端に、ぴりりとした緊張感がミアとクリストフに奔はしった。

　先日の《エヒトの審しん判ぱん》で、フィンは魔王として覚醒するようエヒト神に呼びかけられたばかりだ。聖戦が終わったのに、まだあの神が何か動こうとしているのかと、心配したのかもしれない。

　なんと伝えればいいのか迷いながら、思い切って事実を口にする。

「実はまだ……前世の夢を見るんだ」

　ほうっと、ミアとクリストフのため息が同時に響いた。

「なんだ……」

「そんなことですか。何を言うのかと思いましたよ。ぼくもまだたまに見ますよ」

　なんてことないように続けられた言葉に、フィンの時間が止まった。

「え？」

「ああ、フィンは前回死んでいるからわからないんですね」

　前世の記憶は、一つ前のものしか夢に見ない。

　二つ前のフィンの魂たましいは《エヒトの審判》の後も生き続けたが、その時の様子を知ることはできないのだ。

「聖戦が終わっても夢を見たから元気がなかったの？　馬ば鹿かね。相談しなさいって何度も言っているでしょう？　そうしたら心配することないってわかったのに」

　ちなみにわたしもまだ前世の夢をたまに見るわよと続けられて、膝ひざから崩れ落ちそうになる。

　まだ魔王になる危険があるのかと、びくびくしてしまった自分が情けない。

「怖いならわたしが一緒にいてあげるって、何度も言っているのに、どうして覚えないのかしらね？」

　店の給仕も放って、フィンの腕に抱きつくミアに、クリストフをはじめ、店の誰もが目をそらすあたり、大だい分ぶここにも馴な染じんでしまったと思う。

「…………情けなくてごめん」

「情けなくても好きよ。フィンが実は臆おく病びようなのも知っているわ。ずっと側にいたでしょう？」

「うん」

　神々に定められた運命に反抗して、ミアはフィンの側にいるために戦うことを放棄した。繰り返される現実を夢で伝えられていても、目の前にいるフィンを信じてくれたその勇気が、自分にも宿ればいいと思う。

　ミアを守ってきた、守られてきた。

　迷いながら、怯おびえながら一つ一つ選択して、己おのれの道を進んできた。

　もうすぐ終わるかと思った道は、まだ続いていたらしい。ならばもう少し欲張りになってもいいだろうか？　そこに希望はあると思ってもいいのだろうか？

　ありったけの勇気を振り絞しぼって、フィンは手を伸ばした。

　すっぽりと手の中に入ってしまう細い手首をつかんで、深呼吸を一つ。

「ミア」

　こちらを見上げてくる瑠璃ラピスラズリの瞳が、心底愛しかった。




「結婚を前提におつきあいしてください」




　ぽかんと大きく目と口を開いたミアは、その直後に肩を震ふるわせて笑いだした。

「ミア、ミア、そこで笑うのは男のプライドを傷つけますよ！」

　小声で注意するクリストフだが、顔が笑っていてはあまり意味がない。

「だって……ごめ……今更！」

「ちゃ、ちゃんと……言ってなかったから。その……好きだよ」

「知ってるわ。わたしもよ。大好き」

　無邪気な笑みを浮かべたまま、両手を広げたミアがフィンに抱きつくと、息を潜ひそめて見守っていた店内の客たちがほっとしたように拍手をして祝しゆく福ふくした。

　そこら中から飛び交う「おめでとう」の声に、ひらひらと手を振って応えたミアは、改めてフィンを見上げた。
















「帰ったらパパに報告しなきゃね」

「う、裏切ったことになるかな……大切な、娘なのに……」

「大丈夫じゃないですか？　あなたも大切な息子として扱あつかわれてますし、むしろ二人が結ばれて万ばん歳ざい三さん唱しようしますよ」

　うんうんと頷うなずいたクリストフは、遠い目で「長かった」と何度も呟つぶやいている。

　よくわからないが、どうやらフィンは幸せになってもいいらしい。

「あの……夢じゃないなら、キスしてもいいかな？」

　不器用な申し出は夢想していたようなロマンチックさから少し離れてしまったが、今のフィンの精一杯だ。何よりも、これが現実だという確証が欲しかった。

「どうぞ確認して」

　悪いた戯ずらっぽく笑ったミアが目を閉じてくれたので、フィンは祝福と冷やかしに盛りあがる声援の中、柔らかな唇くちびるにそっと触れた。





ＥＮＤ
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　はじめまして。もしくはお久しぶりです。瑞みず山やまいつきです。

　このたびは『初恋相手は前世で聖女！　～エヒト・サーガ～』を手に取っていただきありがとうございました。

　前回《エヒトの審しん判ぱん》が終わってしまったのに、どう続けようかなぁとしばし考えた結果、素直にその後の一行のあれこれをお話にさせていただきました。

　プロットを組んでいた時は、前回と同じくミアを主役にするつもりだったのですが、概がい要ようができるとフィンが主体なお話となっておりました。実はプロになってから、殿との方がた視点のお話をまるまる一冊書き上げるのははじめてです。

　その結果、かつてなく甘いお話となりました！

　フィンを主役にしたら、ものっそい甘い少女小説になるんだよと友人に言ったら、「そりゃフィンを主役にしたらそうなるよ」と返されました。あいつ一応長身で筋肉ついてる剣の達人設定なんだぜ。

　色んな意味で甘さの一いつ端たんを担になってくれたのはジョイスの旦だん那なのローマンですね。兄貴系マッチョです。過去、瑞山の作品とお付き合いのある方はなんとなく気づかれたでしょうが、お気に入りキャラです。ジョイスと末すえ永ながくお幸せに。

　今回イケメンも美少女もマッチョも不ぶ細さい工くもすべてイラスト化されていて、本当に嬉うれしかったです。加か藤とう絵え理り子こ先生には本当に足を向けて眠れません。ありがとうございました。またご迷惑をおかけして申し訳ないです。

　なんだか謝罪が恒例になってきていますが、休日出勤をさせてしまった担当様をはじめ、出版関係者様には本当に、本当にご迷惑をおかけして申し訳ありませんでした。ありがとうございます。無事に本が出版された奇跡に感謝いたします。

　この本を読んでくださったすべての方に感謝を。いつかまたどこかで再会できたら幸せです。


瑞山いつき









【おまけ】（第二幕後半のクリストフの行動）

「はい、よそ見しなーい！　そこ石を投げようとしない！　現役の勇者に背中から蹴けられますよ！　泣かない！　いつか可か愛わいい女の子と出会えるように運命の神と恋愛の神を祀まつっている神殿に寄き進しんをして、加か護ごとお守りをもらいましょうね！　大丈夫！　神々はあなた方を見捨てません！　わたしがその証拠です！」
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